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御堂学院の神サー使ヴア官ント




導セント・きエルモのス・フア炎イアー
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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この作品はフィクションであり、実在の人物、団体とは一切関係ありません。（編集部）
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　パチパチと。

　火のはぜる音が、木立の間に響ひびいている。

　月明かりのない暗い晩。

　だが、四方を照らす松明たいまつと、中央に設けられた護ご摩ま壇だんの赤々とした炎で、あたりは昼間のような明るさだった。違ちがいをあげるとしたら、揺ゆらめく炎のせいで、ものの影かげがうごめき、どこか不気味さが漂ただようことか。

　護摩壇のまわりでは、白装しよう束ぞくの男たちが、粛しゆく々しゆくとした動きで、正面に置かれた台の上に御ご幣へいや御み饌けを捧ささげていく。

　その場の明るさとは対照的に、周辺を囲む森の中は、まったき闇やみに包まれている。

　茫ぼう洋ようと広がる樹木の海。

　と、その時──。

　そのどこまでも続く暗がりで、ふと風が凪ないだ。

　それまで、ザワザワと梢こずえを揺らしていた風が止やみ、闇が凝こごったように黒さを増す。

　突とつ如じよとして訪おとずれた、耳を塞ふさぐほどの沈ちん黙もく。

　その恐おそろしいまでの静けさの中、どこからか囁ささやき声が漂い出す。





　…ギダ……メダ……ギダメ……メダ……メ……アン…………カア……メダ……。






　それは、凝ぎよう固こしたように静まり返った闇の中を、徐じよ々じよに、徐々に、護摩壇のある場所へと近づいて来る。





　アギダ……メダアン………ギダメ……ガメダ……アギダメ……ガメダアン……。






　だが、白装束の男たちが、その囁き声に気づく様子はない。彼らは、相変わらず粛々とした動きで、台の上に捧げものをしている。しかも、時が止まったように静まり返る中で、その場所だけは、いまだ、パチパチと火のはぜる音がしていた。

　明治の御み世よ──。

　地方の山林はどこまでも奥深く、「杜もり」と呼ばれる神聖にして侵おかすべからざる場所が、そこかしこに存在した。

　その中心にあるのが、神の坐ざである神籬ひもろぎや磐いわ座くらだ。この場にも、神籬として、古い樫かしの巨きよ木ぼくに注連しめ縄なわが張り巡めぐらされている。

　やがて、火のはぜる音のする中、祭主と思おぼしき男が朗々と詞ことばを放つ。

「これより、凶まが事こと祓はらえの儀ぎを執とり行う。──高たか天まが原はらに神かむ留づまります神漏かむろ岐き神漏かむろ美み之の命みことをもちて祓はらえ戸ど之の大おお神かみたち諸もろ々もろ凶まが事ごと罪つみ穢けがれを祓はらい給たまえ清め給えともうすことの由よしを天あま津つ神かみ国くに津つ神かみ八百やお万よろず之の神かみたちと共にきこしめせとかしこみかしこみもうす」

　傍かたわらで、助手を務める男が、白木の先に紙し垂でと鈴すずのついた大おお麻ぬさを振ふった。

　シャラン、シャランと。

　鈴の音が高らかに響き、紙垂が宙を切る。

　次いで、祭主が手を伸のばし、台の上からなにかを取りあげた。どうやら書物のようである。深しん紅くの布張りの装そう丁ていをした紐ひも綴とじの大きな書物。

　それを手にした祭主が、忌いまわしげに宣のたまう。

「これなるは、呪のろわれし巫女みこにより編まれた忌むべき書物。鎮しずめられし悪神を呼び覚ます禁きん忌きの書であるがゆえ、なにとぞ、神しん威いの炎でもって焼き尽つくすべくこときこしめせとかしこみかしこみもうす──」

　ふたたび大麻が振られ、紙垂が宙を切り、鈴の音が高らかに鳴りわたる。

　シャラン。

　シャラン。

　シャラン。

　だが──。

　その鈴の音が響くはずの木立の間では、今まさに、恐るべき沈黙の海からあの不気味な囁き声が、津つ波なみとなって押し寄せてきていた。





　アギダメダメガメダアンブリダアギダメダメガメダアギ…………。

　アギダメダメガメダアンブリダアギダメダメガメダ………。

　アギダメダメガメダアンブリダアギダメダメガメ──。






　祭主が、祓いの詞を口にしかける。

「神しん火かせいめ──」

　しかし、言いかけた声は、目の前で、突如、高々と燃え上がった火か炎えんに飲みこまれて消えてしまう。

　ボワッと。

　急速に膨ふくらんだ護摩壇の炎ほのおが天をつくほどの火柱へと変わり、それが、空の高みから垂直に吹ふきおりた突とつ風ぷうにあおられ、辺りを瞬しゆん時じになめつくす。

　ゴオオオオオッと。

　殺さつ戮りく的な業ごう火かが、一面を覆おおい尽くした。

「ギャアアアア！」

「うわああ！」

　燃えあがった男たちのあげる阿あ鼻び叫きよう喚かん。

　炎の塊かたまりとなって転げまわる男たちの上に、さらなる炎が容よう赦しやなく襲おそいかかる。

「助けてくれ！」

「熱い！」

「誰だれか──！」

　だが、救いの手は差し伸べられない。

　生きながら焼かれ、断だん末まつ魔まの声をあげる男たち。

　それは、まさに地じ獄ごく絵であった。

　炎に飲みこまれながら、縋すがるように天に腕うでを伸ばした祭主が、護摩壇の向こうに揺れ動いた大きな影に気づき、「まさか……」と絶え入る声で呟つぶやいた。

「──カグ…ツ…チ…？」

　その時、両者の間を隔へだてるように、ふたたび炎が彼を包み込み、やがて──。

　天に伸ばした手が、ボトリと落ちる。

　死の静せい寂じやくが、その場を支配した。

　と──。

　なんとも不思議なことに、あたりを覆い尽くしていた炎が、始まった時と同じような唐とう突とつさでシュウウッと縮小し、まるで何事もなかったかのように護摩壇の中へと戻もどっていった。

　あたかも、赤くうごめく生き物が、己おのれの巣に戻って行くような不自然な動き──。

　しばらくして、元のようにパチパチと火のはぜる音がするようになったその場所には、黒こげになったいくつもの遺体と、あの猛もう火かの中、何故なぜかなんの損傷もなく元通りの姿で転がる深紅の装丁の書物があるばかりだった。
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　異常気象が叫さけばれるようになった二十一世紀。

　梅雨つゆ入りとともに局地的豪ごう雨うに襲われていた甲こう信しん越えつ地方にも、ようやく晴れ間が訪れた。

　朝からよく晴れたせいで、すっかり乾かわいた煉れん瓦が塀べいの建物や通路は、明るい陽光のもと、すべてが白々と霞かすんで見える。

　ものも。

　空間も。

　時間すら霞かすみの彼方かなたに消え去りそうな、もの憂うい午後──。

「ふわあ……」

　食堂の椅い子すに反り返った玉たま司つかさ真ま人ひとは、その清らかな顔を思いっきり歪ゆがめて、誰だれ彼かれにはばかることなく思いっきり大あくびをした。

　それを見た友人たちが、とても残念そうに言い交かわす。

「せっかくの美人が……」

「うん。台無しだな」

「黙だまってさえいてくれたら、ここに女子がいるって妄もう想そうができるのに」

「ホント。な～んで、もっと人目を気にしないかね」

　そこで、大口を閉じ、潤うるんだ琥こ珀はく色いろの瞳ひとみで彼らを見返した真人が、ごくごく当たり前のことを言い返す。

「だって、俺、女じゃないもん」

「だとしてもさ、せっかく、そんなイケてる顔をしてんだから、それを最大限に生かす努力ってもんをしてもいいだろう」

「そうそう。それでなくても、無む味み乾かん燥そうとした男子校生活なんだ。ちょっとは、俺たちのために潤うるおいを提供しようとか思わないわけ？」

「思わない」

　一言で切り捨てた真人が、バカバカしそうに続ける。

「だいたい、これ以上潤ってどうするんだよ。連日の雨で、ここも、湖の底に沈しずもうかっていうくらいだったのに──。ようやく晴れたけど、どうせ、すぐにまた雨だ」

「ま、たしかに」

「梅雨はダメだね。身体からだにカビが生えそうだ」

「カビといえば、昔、カビに身体の内側から侵しん食しよくされるという気味の悪い小説を読んだことがあって──」

　そのまま、話はおどろおどろしい方へと流れていく。

　昼休みをむかえた御み堂どう学院。

　日本のスイスと呼ばれる風ふう光こう明めい媚びな土地に、東京ドームが何個入るか分からない広さで建物が点在するここは、一言で表現するなら「ド田舎いなかにある全ぜん寮りよう制せいの超ちようお坊ぼつちゃま学校」だ。

　大だい企き業ぎようの共同出資で作られた学校のモデルは、本場イギリスのパブリックスクールで、その教育理念は、生徒たちを社会に通用する立派な人間に育てるというものである。そのため、この学校では、勉強だけでなく、スポーツや娯ご楽らく行事にも力を注ぎ、生徒みずから組織運営をさせることで、責任感や自立精神を養うようにしていた。

　もっとも、高い理想の実現には、それなりに経済的基き盤ばんが必要となるもので、入学金もそこらの学校とは比ひ較かくにならないほど高い。

　そんな学校に、どちらかといえば平へい凡ぼんな家庭に生まれ育った真人が、なぜ入学できたのかといえば、事はけっこう複雑で、それを最大限簡潔にまとめるなら、「全すべて、神のお導き」という以外にない。

　もう少し説明するなら、父親の急な転勤で両親が渡と米べいしてしまい、残された彼は、地方の有力者である母方の実家の援えん助じよと口くち利ききで、この春から御堂学院に編入することになった。

　それから、二ヶ月ちょっと。

　いささか場ば違ちがいといえる生活環かん境きように馴じんだのか、馴じんでいないのか、自分ではよくわからないまま、真人は流れゆく日々を、案外のほほんと過ごしている。

　それに、真人にとって、本当に悩なやましいのは、生活環境ではなく、精神面のほうかもしれない。

　というのも──。

「そういえばさ」

　怪かい談だんめいた話題へと移ったところで、速はや水み達たつ郎ろうが言った。学内でも一、二を争うほどの情報通で知られる彼は、友人たちから名前をもじって、「そくたつ」とか「速そく達たっちゃん」などと呼ばれている。

「俺らの寮りようで、ここ最近、夜中に小さなＵＦＯが目もく撃げきされているらしい」

「小さなＵＦＯ？」

「人ひと魂だまとかじゃなく？」

「うん。俺が聞いたのは、小さなＵＦＯだよ。最初に見たのは、夜中に巡じゆん廻かいしている警備員だったらしいけど、なんでも、一ヶ月くらい前に、色々な色に光りながらフワフワ飛んでいる物体を見たんだとか」

「へえ」

「それは、たしかにＵＦＯみたいだ」

　みんなが納なつ得とくする中、一人、ギクリと身をすくませた真人。

「でも、ＵＦＯって、建物の中を飛べるんだ？」

「なんか、イメージ、違ちがくね？」

「むしろ、それは、妖よう精せいとかなんじゃないか？」

「え、妖精って日本にもいるんだ？」

　話の奇き抜ばつさのせいで、語ご尾びをあげた疑問形が交差する。

　そのうちの一人が、黙ったままの真人にたずねた。

「玉司はどう思う？」

「え？」

　突とつ然ぜん、話を振ふられた真人は、ちょっと焦あせって言い返す。

「ん～。どうって言われても、俺、よくわかんないや」

　答えながらも、真人は、内心でパタパタと己をあおぐ。

　実際、冷や汗あせものだった。

　というのも、彼には、その「小さなＵＦＯ」の正体に、思いっきり心当たりがあったからだ。

　そして、まさにそれこそが、真人を悩ます精神的な問題であり、且かつ、人前で大あくびしてしまうほどの寝ね不ぶ足そくに陥おちいっている元げん凶きようでもあった。

　小さなＵＦＯの正体は、「くるのまがり」という神しん宝ぽうだ。

　これが、なかなか厄やつ介かいな代しろ物もので、油断すると、ピカピカと色んな色に光りながら、あちこち好き勝手に飛びまわる。いちおう、ある人にもらった紐ひものようなものでグルグル巻きにしておけばそんなことにはならないはずなのだが、どうやら真人の巻き方が甘いらしく、「くるのまがり」は、根気よく逆向きにグルグルと紐のようなものを解ほどいて、結局は、お散歩に出てしまう。

　それが大たい抵てい、真夜中の出来事であるため、真人は、一晩中「くるのまがり」を捜さがして歩きまわる羽目になる。

　おそらく、その時に、どこかで目撃されてしまったのだろう。

　だが、そもそも、そんなはた迷めい惑わくな神宝なんぞを、なぜ、真人が持つことになったのか──。

　これも、説明すると長くなるが、出来るかぎりはしょっていえば、ある時、夢ゆめ枕まくらに立った天てん女によによって、真人が「神使い」というものに任じられたからである。

　それがどういうことなのか、いまだに真人にもよくわからないのだが、この先、けっこう大変そうだという予感だけはしている。

　少なくとも、「くるのまがり」のあつかいだけで、十分な苦労だ。

（や～れやれ）

　悩ましげに思う真人を置いて、仲間たちの話はどんどん進む。

「でも、その話、使えるかもしれない」

　仲間の一人があげた声に、速達っちゃんが訊きく。

「使えるって、何に？」

「ホームページの特集記事。今、新聞部では、『夏の怪かい奇き特集』に向けて、その手の話を集めているんだ」

　この学校の新聞部は、生徒会と提てい携けいして学内専用のホームページを作成している。ペーパーレスのこの時代、そこが彼らの唯ゆい一いつの活動の場だった。

「先せん輩ぱいなんかは、守もり谷やさんに入れ知ぢ恵えされて、Ａ峠とうげに出る女の幽ゆう霊れいを記事にしようとしているらしいんだけど」

「守谷？」

　唐とう突とつにあがった名前に反応し、真人がたずねる。

「なんで、そこで、守谷則のり継つぐの名前が出てくるわけ？」

「だって、あの人、藤ふじ代しろさんや水みな方かたとともに、うちの寮を代表する生徒会役員じゃんか。──というか、その前に、上級生のことは『さん』づけで呼べよ」

「悪い。──え、でも、そうなんだ？」

　意外そうな真人に、仲間たちが呆れたように首をふる。

「転入してきてもう二ヶ月は経たつのに、まだ、そんなことも知らないかね」

「……ごめん」

「ま、玉司らしくていいけど」

　応じた速達っちゃんが、「それより」と話をもどす。

「Ａ峠に出る女の幽霊って、アレだろう？　あの、昔、一人の女が村八分になって、山中で野犬に食い殺されたとかいう」

「そうそう。もともと、その話も守谷さんが持ってきたものらしくて、守谷さんが懇こん意いにしていた写真部の人に、その場所で心しん霊れい写真が撮とれないかどうか、やってみて欲しいと頼たのみ込んだのが発ほつ端たんだったみたいだよ。……なんでも、前にも心霊写真を撮ったことがある人らしくて」

「あ。……それ、三年の下しも平だいらさんのことかな」

　写真部に所属する坂さか下したという仲間が言い、浅黒い顔をしかめて続ける。

「だとしたら、どうだろう。あの人、受験ノイローゼらしくて、最近は、ブツブツと変な事ばかりつぶやいているって話だぞ」

「ノイローゼ？」

「うん。もともと、ちょっと神経質なところがあって、その分、霊れい感かんも強いってうわさだったけど、本当かどうかは知らない。──ただ、たしかに、彼の撮った別の心霊写真が、雑誌だかテレビだかで取りあげられたことがあるっていうのは、聞いた」

「じゃあ、今回も、本当なんじゃないか？」

「いっそのこと、その写真を手に入れて、水方に霊れい視ししてもらうとか」

　とたん、仲間の一人があきれたように「バッカ、お前」と指し摘てきする。

「簡単に言うけど、そんなこと、誰だれがあいつに頼めるんだよ？」

「そりゃ、水方蘇す王おうに頼みごとができるとすれば、うちの学年では一人しかいない」

　写真部の坂下が言ったとたん、全員の視線が真人に集まった。

　びっくりした真人が、身体からだを引いて応じる。

「俺？」

　なんで自分が──と反論しかけた真人だったが、そこであることに気づいて、キョロキョロしながら続けた。

「そういえば、今日、蘇王の姿を見てない気がする」

　とたん、テーブルをかこむ仲間たちが、目を丸くした。

「うそ、マジか？」

「本気で言っている？」

　まるで無知をとがめるような問いつめ方に、真人が眉まゆをひそめて訊き返す。

「本気って、なにが？──蘇王がいない理由を、俺が知らないとおかしい？」

「うん、おかしいよ。──だって、従兄弟いとこだろう？」

「そうだけど、知らないものは知らない」

　すると、顔を見合わせた仲間たちが、ハアッとため息をついて教えてくれる。

「御堂学院、掟おきて破やぶりの特権その一。美み水ず大社大おお祝はふりの嗣し子しである水方蘇王に対し、月に一度、それが平日であっても、授業を受けずに家業に従事することを認める」

　真人が、キョトンとしてみんなを見返す。

「そうなんだ？──月に一度？」

「そう。例祭などがある美水大社の次期大祝として、水方が学校側から認められている特権の一つだよ。この学校の人間なら、だれでも知っていることさ」

　全ぜん寮りよう制せいの学校として、基本、五日間以上の長期休み以外は里帰りを許されていないこの学校の生徒にとって、月に一度、大手をふって家にもどれることは、特別待たい遇ぐうと言ってよい。しかも、それが授業をサボってのことであれば、なおさらだ。

「それって、ずるくない？」

「ずるくない」

「なぜなら、水方蘇王だから」

　掛かけ合いのように続いた言葉に、真人が片眉をあげて応じる。

「でも、学校公こう認にんで授業をサボるって、どう考えてもおかしいだろう」

「おかしくない」

「なぜなら、水方蘇王だから」

「そんなこと言って、あいつ、たんに家で羽を伸のばしているだけかも」

「そりゃないな！」

　他人ひと事ごとなのに、口をそろえて否定した仲間たちに、真人がなかば引き気味に問い返す。

「……水方蘇王だから？」

「そう！」

　あきれるほどの、全ぜん肯こう定ていだ。

　かように、真人の従兄弟である水方蘇王は、この学校では特別視されていた。

　彼の家が大祝を務める美水大社というのは、日本で五本の指に入る伝統と格式のある神社であり、県の収入の何分の一かは、この神社への参拝者を対象とした観光業で占しめられている。

　ちなみに、日本の神社の頂点に立つのは、言わずとしれた伊い勢せ神じん宮ぐうで、皇族から立てられる祭主を筆頭に、大だい宮ぐう司じが置かれる国内唯一の社だ。

　それに対し、他ほかの神社には宮司を最高位とした神職ピラミッドが存在するが、いくつかの格式ある神社においては、宮司の上に、さらに一つ、「大祝」という特別な役職を置くことが許されていて、美水大社もそのうちの一つだった。

　しかも、他の役職が任官制であるのに対し、「大祝」だけは、太古より連綿と続く秘ひ儀ぎ祭事を司つかさどることから世せ襲しゆう制となっていて、水方家は、まさに創建時から数えて千年以上、美水大社の大祝を継つぐ家系なのだ。

　その長い歴史の中で、分家も含ふくめたこの一族は、神職のみならず、中央の政治家や地方産業を支える企き業ぎようのトップを輩はい出しゆつしていて、この地における盤ばん石じやくの基き盤ばんを作り上げていた。それは、全国からお坊ぼつちゃまが集まっているこの学校においても通用してしまうくらい、強固なものであるらしい。

（水方蘇王だから……ねえ）

　もっとも、外部から来た真人にとって、蘇王は小さい頃ころから知っている少しぼんやりしたところのある従兄弟の蘇王でしかなく、その特別視に対しても「ふうん」と言うしかない。

　真人が興味を引かれて、たずねた。

「もしかして、その『掟破りの特権』って、他にもあんの？」

「あるよ」

「特権その二。藤代家によるヘリポートの私的利用」

「ヘリポート？」

「そう。この学校には緊きん急きゆう時の発着用にヘリポートがあるんだけど、自家用ヘリを所有している藤代家は、利用許可を申しん請せいするだけで、いつでも私的にヘリポートを使うことができる」

「……それは、すごい」

　むしろ、そっちのほうがすごくないかと感心した真人の背後で、その時、ふいに声がした。

「僕が、なんだって？」

　驚おどろいてふり返ったところに、話題にのぼったばかりの上級生、藤代公きみ彦ひこが立っていた。

　真人たちが暮らすヴィーナス寮りようの現寮りよう長ちようである藤代公彦の家は、世界に名を轟とどろかせる八や井い財ざい閥ばつを形成する十二家の一つで、お坊ちゃま学校にあっても、桁けた違ちがいのお坊ちゃまといえた。

　しかも、この寮長は、その名にし負う実力の持ち主で、蘇王とはまた違ちがった形で尊敬を集める人物である。

「わ、藤代さん！」

「すみません！」

「なんでもないです！」

　仲間たちがあたふたする中、真人が相手を見あげて、のん気に感動する。

「藤代さん、ヘリポートを自由に使えるそうですね。いいなあ～」

　その嫌いや味みのない素そ朴ぼくな感想に、上品なお公く家げ顔をした藤代が、「まあね」と、これまた気さくに応じた。

「機会があったら、乗せてあげるよ。──でも、その前に、まずは、君をティー・パーティーに招待しようと思ってね」

「ティー・パーティー？」

　なんのことか分からずに訊きき返した真人の背後で、仲間たちが修しゆう飾しよく語を一つ付け足し、「マッド・ティー・パーティー！」と声をあげてざわついた。

　どうやら、まだまだ真人の知らない慣習が、この学校にはたくさんあるらしい。

「うん。──もっとも、正確には、僕も呼びつけられた側なんだけど」

「呼びつけられたって、藤代さんが？」

「そう。呼びつけたのは、『長老会』だ」

「『長老会』？」

「つまり、今の場合、『招待する』というよりは、むしろ、君のことを有う無むを言わせず連行するといったほうがいいのかもしれない」

「連行って──」

　やはり訳がわからずに眉をひそめる真人の前で、寮長は、器用にも、能面のような無表情さでにっこりとほほ笑えんだ。

　それって、ちょっと。

（──コワい、かも？）
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　御堂学院は、大きく分けて、公私二つのエリアから成り立っている。

　一つが、先ほどまで真人たちがいた校舎エリア＝公的エリアで、その名の通り、授業を行う校舎を始め、購こう買ばい部やカフェテリアなどを併へい設せつした学生会館や、馬場やゴルフコースを含むスポーツ施し設せつなどが、広い敷しき地ち内に散らばっている。

　そして、現在、真人が藤代に連行されて向かっているのが、生徒たちの生活の拠きよ点てんである寮エリア＝私的エリアだった。

　中央の通りを歩いていくと、風にそよぐ薬草や低木の向こうに、白木の窓と煉れん瓦が塀べいを持つ建物群が見えてくる。

　それらの建物群は、上空から見ると、中央の円い建物をかこむ形で五角形に箱が並んでいる。

　その箱の一つ一つが生徒たちの暮らす寮で、校舎エリア側から時計回りに、ジュピター寮、マルス寮、サターン寮、ヴィーナス寮、マーキュリー寮と名付けられていて、五角形の頂点を成す八角形の塔とうが、それぞれの寮への出入り口を持つ階段塔となっていた。

　ＩＤカードをかざして寮エリアに入った真人と藤代は、そのまま階段塔を突つっ切って中庭に出ると、中央にそびえ立つ円えん筒とう形の建物に近づいて行く。

　見あげるような高さの白い建物には、たくさんの窓がついていた。

　通つう称しよう、「象ぞう牙げの塔」。

　そこは、大学受験を控ひかえた高校三年の生徒が、一いつ切さいの雑事から離はなれてひっそりと暮らす場所だった。その隠いん遁とん者のような暮らしぶりから、他の学年の生徒たちは、彼らのことを「地球テラの住人」と呼び、自分たちとは切り離して考えるようにしていた。

　ちなみに、他の五つの寮には、各寮とも、それぞれ中一から高二までの生徒が十二名ずつ、計六十名の生徒が所属している。つまり、全体として見た場合、一学年に六十名、全校生徒を合わせても三百六十名という人数の少なさである。

　血気盛んな彼らを統とう率そつするのが、寮長を筆頭とした監かん督とく生と呼ばれる高二の生徒たちで、その中に一人だけ、「寮りよう長ちよう補ほ佐さ」として高一から選ばれる監督生がいた。

　ヴィーナス寮の場合、その役を担になうのが、水方蘇王だ。

　あっちでもこっちでも、大おお忙いそがしの蘇王である。

「象牙の塔」の入り口に立った藤代が、自分のＩＤカードをかざして扉とびらをあける。

　もちろん、毎日目にしている建物なので、真人も「象牙の塔」のことは知っていたが、中に入るのは、これが初めてだ。

　白を基調とした内装は、大学などの研究所を思わせる。

　しかも、どこにいても下級生の騒さわぐ声が響ひびく彼らの寮とは違い、ここは、空調の音が耳につくほど静かだった。

（な～んか、場ば違ちがい）

　雰ふん囲い気きに圧あつ倒とうされそうになりながら、真人が、前を歩く藤代にたずねる。

「もしかして、これも、特権の一つですか？」

「特権？」

　ふり返った藤代が、意味がわからないというように首をかしげたので、説明を付け足す。

「『象牙の塔』に自由に出入りできることです。ヘリポートと一いつ緒しよで、藤代さんだけに許されていることなのかなって」

「ああ、そういうこと」

　納なつ得とくしたらしい藤代が、エレベーターのボタンを押しながら続ける。

「何か誤解があるようだけど、ヘリポートの使用は、許可さえ取れば、君だって私的に利用できるよ」

「え、そうなんですか？」

　びっくりした真人は、ついその調子で言い返す。

「でも、みんなの話では、それは、藤代家だけに許されている特権だって」

「だから、それが誤解なんだって。学校案内を読み直してごらん。きちんと書いてあるから」

「ヘリポートは、申請すれば、だれでも使えるって？」

「もっと丁てい寧ねい且かつ難解な書き方ではあるけど、その通りだよ。──ただ、問題は、大たい抵てい、その機会がないというだけで」

「──なるほど」

　真人が、深く納得する。

　たしかに、交通手段としてヘリコプターを利用するという発想は、真人にはまったくないかもしれない。そして、国土がせまい上、交こう通つう網もうも発達した日本において、それは、かなり一いつ般ぱん的な感覚であるのだろう。

　エレベーターに乗り込みながら、藤代が「それから」と続けた。

「ここへ来たのは、特権でもなんでもなく、僕も『呼びつけられた』からだと言っただろう？」

「ああ、そうでしたね」

　先ほどの会話を思い出した真人が、「それで」と疑問に思ったことを口にする。

「聞きそびれてましたけど、その『長老会』っていうのは、いったい？」

「おや、まだ話してなかったっけ？」

「はい」

　最上階のボタンを押した藤代が、壁かべに肩かたをつけ、細い目を意味ありげに細めて真人を見おろしながら、「これは、正直」と声を低くして説明する。
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「大きな声では言いにくい話なんだけど……」

　そこで、クイクイと指先を曲げて近づくようにジェスチャーされたので、真人が内ない緒しよ話ばなしを聞く体勢で耳を寄せる。

　その耳元で、藤代がささやいた。

「実は、『長老会』というのは、秘ひ密みつ裏りに行動している、この学校の裏組織のことだ」

「裏組織!?」

　そのおどろおどろしい言葉と話し方に誘ゆう発はつされ、真人の頭の中には、一いつ瞬しゆんのうちに「薬ヤク」とか「売人」とか「暗殺」などといった小説の中でしか見ないような単語が渦うずを巻く。

　それと一緒に思い浮うかんだ一人の生徒の顔──。

　背中で三つ編みにした髪かみと闇やみの底に引きずり込むような黒々とした瞳ひとみが、忘れようにも忘れられない。

　ゴクリと唾つばを飲み込んだ真人が、恐おそる恐るたずねる。

「……そんな組織が、この学校にあるんですか？」

「そう。ふだんはまったく表に出てこないけど、実は、生徒会を陰かげで牛ぎゆう耳じっているのも、彼らなんだよ」

「──まさか」

　と、その時。

　チンッと。

　静かな音を立てて、エレベーターが止まった。

　滑すべるようにドアがひらく。

　そこに、人が立っていた。

　与あたえられた情報による錯さつ覚かくで、とっさに黒いスーツをまとった暗殺者がいると勘かん違ちがいした真人がエレベーターの中でのけぞっていると、その肩を抱だくようにして歩きだした藤代が、なんとも気安い口調で挨あい拶さつした。

「やあ、これは、どうも。綾あや部べ先せん輩ぱい。もしかして、わざわざ出で迎むかえに来てくれたんですか？」

「そや。藤代のお坊ぼつちゃんを呼び立てたからには、出迎えの一つもせえへんとなあ」

「またまた」

　そんな会話が交かわされる横で、真人が疑い深い眼まな差ざしで、そこに現れた第三者の顔をジッと見つめる。頭の中では、「うらそしき」「やく」「ばいにん」と言った言葉が、ゲシュタルト崩ほう壊かいを起こしたようにグルグルと無意味に回っていた。

　というのも、そこにいた人物というのは、「裏組織」という言葉とはほど遠い、むしろ真逆と言えるほどに温おん厚こうそうな人物だったからだ。

　ふくよかな丸顔。

　青年にしては、ふくよかな体型。

　背は、真人よりちょっと低いくらいか。

　パッと見におじさんに見える姿形ではあるが、きめ細かい肌はだはつややかで、このまま、つるつるした美しい中年になっていきそうな外見をしている。

　真人の視線に気づいた綾部が、親指で真人をさしながら言う。

「それはそうと、こちらの別べつ嬪ぴんさんが、えらいけったいなものでも見るような目をして、僕のことを見てはるんやけど、もしかして、藤代くん、僕らについて、またぞろ、誤解を招くような説明をしはったんやないか？」

「さあ、どうでしょう。僕としては、きちんと事実を告げたつもりなんですが……」

　そこで、小さくため息をついた綾部が、真人に向かって訊きく。

「君が、噂うわさの玉司真人くんやね？──水方くんの身代わりの」

「あ、はい。玉司真人です。──え、身代わり？」

　その言葉に引っかかりを覚えた真人であるが、それには答えず、綾部が握あく手しゆの手を差し伸のべながら柔やわらかな京訛なまりで自己紹しよう介かいする。

「ヴィーナス寮りよう前寮りよう長ちようの綾部直なお太た朗ろうや。こないな場所まで、ようおいでやしたな」

「いえ」

「今日は、前寮長たちで構成される『長老会』主しゆ催さいのティー・パーティーやけど、ま、気張らんと、楽しんでくれはったらええ」

　とたん、真相を理解した真人が、藤代をキッとにらむ。──なにが、「裏組織」だ。立派な表の組織ではないか。

　だが、もちろん、藤代はどこ吹ふく風だ。

　並んで歩き出したところで、綾部が言った。

「本来、このティー・パーティーは、前寮長たちが、気晴らしをかねて、現寮長と次期寮長を招いて問題点を話しおうたりする場なんやけど、みんな、水方蘇王の従兄弟いとこやいう君に興味を持ちはって、ぜひとも会いたい、なんとか連れて来てくれ言わはって、僕から藤代くんに、お願いしたんや。──ただ、先に言うておくと、それなりにクセがあって物見高い人たちやさかい、色々と失礼なことも言わはると思うけど、かんにんな」

「はあ……」

　つまり、これからの数時間、「初めまして」の人たちから、珍ちん獣じゆうのようなあつかいを受けるということか。

　げんなりした真人が目をそらした先に、「象牙の塔」の内側の景色がひらけていた。

　外から見ているだけではわからないが、この建物はドーナッツ状に真ん中が抜ぬけていて、内側の円周に沿うように廊ろう下かがぐるりとめぐらされている。そして、各階とも、その内廊下に面するように、生徒たちが暮らす部屋のドアが設けられていた。

　内廊下の柵さく越ごしには、中心部のコートヤードが見おろせる。

　芝しば生ふと煉れん瓦がの小道をめぐらせたコートヤードの真ん中には、背の高い木々が生おい茂しげり、それらに隠かくれるように小さなお堂どうが屋根を覗のぞかせている。

　真人が見おろした時、そのお堂の脇わきを、ある人物が通り過ぎるところだった。

　遠目でも、その独特のシルエットが強きよう烈れつに印象に残る。

　ヴィーナス寮の監かん督とく生の一人である守谷則継だ。

　守谷家は、水方家に対たい抗こうする形で力を伸ばしている新興勢力で、表向きは、土木建築業の看板をかかげているが、裏でかなりあくどいことをして稼かせいでいるという噂もちらほら聞く。

　その後継者である則継は、長い髪を背中で三つ編みにしたもの憂うげな美青年であるのだが、その静かな外見からは想像もできないほど、血なまぐさいことに関かん与よしている節があった。

　転入早々、彼とかかわりを持った真人は、まだ確証こそ得ていないものの、彼が、現代人にはあるまじき蛮ばん行こうでもって罪を犯おかしていると考えている。

　そんないかがわしげな存在である守谷は、今、一人ではなかった。

　そもそも、彼はまだ高二で、「地球テラの住人」ではない。寮りよう生せいでもない彼がここにいるということは、真人たちと同じく、だれかに招かれてやってきたということで、実際、守谷は、真人の知らない生徒と並んで歩いていて、その相手こそが、「地球の住人」なのだろう。

　遠目で顔の細部まではわからなかったが、その生徒は、受験勉強の疲つかれなのか、かなり疲ひ労ろう困こん憊ぱいしているのが、感じ取れた。

（……どこに行くんだろう？）

　めずらしく重い気持ちで考え込んでいた真人の肩かた越ごしに、その時、ヒョイッと顔を突つき出してきた藤代が、非常に近い距きよ離りで真人にたずねる。ただし、その時には、守谷たちの姿はすでに視界から消えていて、真人が何を見ていたのかはわからなくなっていた。

「真人。熱心に、なにを見ているんだい？」

「あ、えっと」

　すると、逆側から身を乗り出した綾部が、勝手に推測して話を進める。

「もしかして、あのお堂が気になるんやないか？」

　そういうわけではなかったが、言われて初めて、真人は木々の葉の隙すき間まから見え隠れしているお堂の屋根に視線をやった。

「……そうですね。あれ、祠ほこらかなにかですか？」

「たぶん、そうやろ。何が祀まつられているかは聞いてへんけど、前の寮長の話では、あのお堂こそが、『御堂学院』の名の由来になっているのやとかって」

「名前の由来？」

　だが、興味を示した真人の額をつつき、綾部とともに柵から離はなれながら藤代がたしなめた。

「言っておくけど、真人。僕たちは、こんなところでのん気に油を売っている場合ではないんだよ。このままだと、下級生の分際で、いったい、いつまで長老たちを待たせるんだってことになってしまう」

「あ、すみません」

　そこで、慌あわてて二人のあとについて歩き出した真人であったが、頭の中では、今しがた見かけた別の上級生のことが、とても気になっていた。

（……なんだろう、この感じ）

　なぜかわからないが、嫌いやな予感がした。

　そして、その予感は、不ふ吉きつな現実として、すぐに真人の前に立ちはだかることになる。
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　真人が、「象牙の塔」で長老会主催のティー・パーティー、別名「マッド・ティー・パーティー」の洗礼を受けている頃ころ──。

　寮エリアの裏に広がる雑木林の中を、守谷則継は、「地球テラの住人」である生徒と連れだって歩いていた。

　この雑木林は、寮のまわりをかこむ薬草園の散歩道から踏ふみ入いることができるのだが、人の手が加えられていない原生林の山へと続いていて、迷子になる可能性が高い。

　そのため、無断で入ることを禁じられているのに、守谷は、慣れた足取りで歩いて行く。

　うしろをついていく上級生が、狂おしげな声で問う。

「ああ！　本当に、アレをどうにかしてくれるのか？　君に、そんなことができるのか？　もし、アレを止めてくれるなら、なんでもするよ。俺には聞こえるんだ。とめどなく声がささやきかけてくる。きっとアレがよみがえるまで、この声は止まらない。でも、これを止めなくては、俺は……、俺は……」

　どうやら、正気ではないらしい。

　ぎらぎらと光る瞳ひとみ。

　枝を触さわったり、自分の指先をこすり合わせたりする、落ち着きのない態度。

　すべてが、明らかに、精神に異常を来きたし始めている人間の兆候を示している。

　だが、そんな彼に相対する守谷は、とても落ち着いた様子だ。むしろ、相手の言動にとても興味を覚えているようである。

「信用してください。下平先せん輩ぱい。きっと、僕がなんとかして差しあげます。公表はしていませんが、これでも僕には霊れい能のう力があって、頼たのまれて除じよ霊れいなども行っているんです。──それに、もとはといえば、僕が貴方あなたにあんなお願いをしたのがいけないのだろうし、責任はとりますよ」

「本当に？」

　下平と呼ばれた生徒が、安あん堵どのため息とともに言う。

「──よかった。なにより、こんな話を信じてくれる人間がいてくれて、とても嬉うれしいよ。みんな、心しん霊れい写真に興味はあっても、実際に変な声が聞こえたり、なにかが見えたりするなんてことは、あってはいけないと考えている。たぶん、だれも信じたくないんだろう。だけど、聞けばわかる。──正直、あの声には、もううんざりしているんだ」

「そうでしょうとも。大だい丈じよう夫ぶですよ。すぐに、消えてなくなります。それより、下平先輩が撮とったあの写真は、今──」

「しっ！」

　唇くちびるに人さし指を当て、下平が、あたりをはばかるように見まわした。

　ややあって、声を低めて警告する。

「──めったなことを言うもんじゃない。アレは、いつ、どこで聞いているかわからないのだからな。俺は、見張られているんだよ。アレは、俺が、きちんとできているか、いつも見張っているんだ」

　立ち止まった彼に合わせて立ち止まり、守谷はなだめるように応じた。

「すみません。こちらの配はい慮りよが足りなかったようですね。──でも、そんなに心配しなくても大丈夫ですから、先へ進みましょう。この先の神域に入れば、少しは楽になるはずです」

「……ああ。そうだな」

　それでもまだ、周囲を警けい戒かいする素そ振ぶりを見せながら、下平が守谷にしたがって歩き出した。歩きながら、ブツブツつぶやく。

「そうだ。俺は、これから、あんたのことを除霊してもらうからな。あんたとは、これでおさらばだ。──いや、違ちがう。手助けをするんじゃない！　違うんだ！」

　守谷が、歩きながらチラッとうしろを見てたずねた。

「──今、お話ししている相手は、写真に写っていた女性ですか？」

「そうだ。あの女だ。姿は見えないけど、俺にはわかる。……あいつは、俺が写真をプリントしている時に、写真の中から逃にげ出したんだ。それからずっと、耳元でなにかささやきながら、俺のことを監かん視ししている。──毎日、毎日」

「その女性は、本当に、この地に眠ねむる古い神を呼び覚ませと言っているのですか？」

「しっ」

　ふたたび、下平が唇に人さし指を当てる。

「静かに。見張られているといっただろう。アレは、神の名を呼んでいる。神を呼び覚ますために必要な本があるといっているんだ。そう、メダ……メダ……」

「目？」

「アギダ……メガ……メダ……」

　それからしばらく、下平の口からは、なにやらつぶやくような声が聞こえていたが、あまりに意味不明で、守谷には聞き取ることができなかった。

　そうして雑木林の中を歩くこと、十五分。

　鬱うつ蒼そうと生おい茂しげる木々が途と切ぎれ、少しだけ平らにひらけた場所に出てきたところで、ようやく彼らは足を止めた。

　途と中ちゆうからふらふらした足取りになっていた下平が、腿ももに手をついて呼吸を整える。この精神状態であれば、ろくに運動などしていなかったのだろう。

　一方の守谷は、汗あせ一つかかずに平然としている。

　苦しげな息のもと、顔をあげて下平が訊きいた。

「……こ…こ…？」

　彼らの前には切り立った崖がけがあり、辺りにゴロゴロと大岩が転がっている。

　よく見れば、崖の一部はそれらの大岩が積みあがったようになっていて、隙間から、黒々とした空間が覗のぞいていた。

　あたかも、崖に開いた洞ほら穴あなを、崩くずれた大岩がふさいでいるかのような──。

　守谷が、その積みあがった大岩に近づき、岩いわ肌はだに触ふれながら告げる。

「そう。ここです」

「ここが……？」

　言いながら不安そうにあたりを見まわす下平に、守谷が告げる。

「今から、貴方に憑ついている霊と話をしようと思うんです。そこで、相手が何を言うか」

「……話？」

「そうです。──ちょっと、これを握にぎってくれませんか？」

　そう言って、守谷が下平に渡わたしたのは、どす黒く変色した小さな石のかけらだった。なんとも不気味な色合いに染まったもので、見ようによっては血まみれであるようにも見える。

　下平が、渡された石のかけらを指先で持つ。それを目の高さにあげ、じっくり眺ながめていると、さらに守谷が言った。

「いいですか？──それに意識を集中してください。そうしたら、貴方に憑いているはずの霊が貴方自身に──」

　だが、守谷が最後まで言う前に、ふいに下平が石のかけらを投げ出して、耳をふさいだ。

「ああああ！　止やめろ、止めてくれ！　その声を止めろ！──頭が、頭がおかしくなる！」

　叫さけびながら地面にひざをつき、身体からだを大きくしならせながら、さらに絶ぜつ叫きようする。

「止めろ！　うわああああ！　聞きたくない！　消えてくれ！　頼む！」

　さすがの守谷も驚おどろいたように転げまわる上級生を見おろして、眉まゆをひそめた。警戒するように一歩さがり、大岩に背を預けて身体を引く。

　いったい、この男の身に何が起きているのか。

　彼の耳に聞こえているのは、どんな声なのか。

　静まり返る森の中には、虫の羽音や鳥の声以外に、聞こえてくるものはなにもない。少なくとも、守谷の耳には、なにも聞こえていなかった。

　だが──。





　アギダメダメガメダアンブリダアギダメダメガメダアギダ…………。

　アギダメダメガメダアンブリダアギダメダメガメダアギダ。

　アギダメダメガメダアンブリダアギダメダメガメダ──。






　地面の上をのたうちまわる下平の耳には、そのささやき声が濁だく流りゆうとなって押し寄せ、精神を根底から破は壊かいしようとしている。

　彼を乗っ取り、なにか違うものに作り替かえようとする音──。

　変容の瞬しゆん間かん。








アギダメダメガメダアンブリダアギダメダメガ。

アギダメダメガメダアンブリダアギダメダメガ。






　ふいに、太陽がかげった。

　同時に、自然界の音が、ピタリと止む。

　ドロリと。

　空気が粘ねん着ちやく性を帯びた。

　と──。

　下平の身体の上で、なにかが動いた。

　スウッと、分ぶん離りして立ちあがるように、身体の上にもう一つの身体が浮うき上がる。

　女だ。

　長い髪かみをした巫女みこ装束の女。

　あたかも、たった今、そこから生まれ出たかのように現われた女は、なにかを求めるように腕うでを差しのばして、守谷のほうに近づこうとする。

「ギャアアアアアアアアアアアア！」

　自分に起きている異変に気付いたように下平の絶叫が、あたりを揺ゆるがす。

　その声に縛しばられ、守谷もその場を動くことができなくなった。

　ただ、その瞬間。

　たしかに、守谷の耳にも届いた声。





炎ほのおのあとを捜さがせ。

埋うずもれし言葉を掘ほり起こせ。

わらわに従い、モレクの神を解放せよ──。






　その後。

　しばらくの間、守谷には記き憶おくがなかった。

　どうやら、意識を失っていたらしい。

　どれくらいの間、そうしていたのか。

　まぶしげに空を見あげた彼は、差し込む木こ漏もれ日の加減で、だいたいの見当をつける。

　ほんの数分か。

　経たっていても、十五分くらいのことだろう。

　気づけば、あたりは静かになっていて、岩場に寄りかかるようにして座り込んでいる守谷と、いまだ気絶したままの下平が、地面の上に転がっているばかりだった。
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　同じ頃ころ。

　御堂学院から車で十五分ほど離はなれた場所にある美水大社では、例祭を終えた蘇王が、一人で奥宮にこもって祈き禱とうを行っていた。

　清められた静せい謐ひつな空間にあって、尚なお、すべてがきれいに整った青年である。

　水気をおびた漆しつ黒こくの髪。

　伏ふせられたまぶたの下で輝かがやく黒真しん珠じゆの瞳ひとみ。

　だが、そこに一いつ切さいの柔にゆう和わさはなく、冷ややかな氷のごとき峻しゆん厳げんさに満ちている。

　背筋をスッと伸のばした姿勢で神前に向き合い、祝詞のりと奏上を行う。

　たゆとうように流れる玲れい瓏ろうとした声。

　奏上しながら大おお麻ぬさを取りあげてふる、その優美な仕草。

　シャン。

　シャン。

　彼の素す早ばやい動きに合わせ、白木の先についた鈴すずが清らか、且かつ、鋭するどい音を立てた。

　現在の美水大社は、本ほん宮ぐうと奥宮、それに春しゆん社しやと秋しゆう社しやの四つから成り立っている。

　本宮にミナカタの神、奥宮には、ミナカタの神の配はい偶ぐう神として、「ヤチノトメ」という女め神がみが祀まつられているが、その出自はどんな古書にも記録がなく、一切が謎なぞだった。そして、その奥宮を守っているのが、「神鎮しずめの神官」である蘇王なのだ。

　ちなみに、春社と秋社の祭神は、ミナカタの神とヤチノトメの女神の夫ふう婦ふ神で、季節によって鎮ちん座ざする場が代わる。

　美水大社の創建は平安時代と言われているが、「風ふ土ど記き」や地元の古文書によれば、それ以前から、この地には湖の神を土地神として祀っていた人々がいて、水方家は、その頃から祭事にたずさわっていた一族であったようだ。

　参拝者や観光客でにぎわう本宮と違ちがい、山中にひっそりと建つ奥宮は、静かで清せい浄じような空気に包まれている。

　川のせせらぎ。

　野鳥のさえずり。

　梢こずえを渡わたる風の音。

　祈禱を終えた蘇王は、余よ韻いんに浸ひたるように、聞こえてくる自然界の優やさしい音に耳を傾かたむけた。そのまま深々と呼吸し、瞑めい想そう状態へと移行する。

　すぐに、精神が身体から流れだし、周囲の自然に溶とけ込んでいくような感覚が彼を包み込んだが、そこへ、滑すべり込むようにして、ある少年の顔が浮かんだ。

　少年というか、青年というか。

　青年に成りかけている少年というのが一番近いかもしれない。

　同時に、チリッと胸を焼く小さな痛み。

　鳶とび色いろの髪に琥こ珀はく色いろの瞳を持つ清らかな顔の持ち主は、蘇王が、こうして数々の手続きを経て瞑想状態となり、そこでようやく辿たどり着ける彼方かなたの世界に、すでに溶け込んでいる存在なのかもしれない。

　彼が苦労してもなかなか手に入れられないものを、当たり前のような顔をして、なんなく手に入れてしまう従兄弟いとこ──玉司真人。

　真人が、「神使い」であると知ったのは、つい最近のことだ。その衝しよう撃げきと悔くやしさは、正直、今でも心の隅すみにひっかき傷を残している。

（神使いか……）

「神使い」の話は、それまで伝説に過ぎなかったが、それでも、水方家に生まれた人間は、誰だれもが一度は、自分が「神使い」になることを夢見るものである。何故なぜなら、彼らが祀るミナカタの神は、元は人間で、「神使い」としての功績を讃たたえられて神に列せられたと語り伝えられているからだ。

　それなのに、「神使い」が本当に存在し、しかも、水方家の直系以外から出た。

　同い年の真人のことを、蘇王は決して嫌きらいではない。

　それどころか、むしろ好きな方だろう。

　ただ、そんな純じゆん粋すいな気持ちとは裏腹に、彼のそばにいると、時々、どうしようもないほど切なくなってくるのだ。おそらく、憧しよう憬けいと、手に入らないものへの虚きよ無む感かんのようなものが一いつ緒しよくたになって、蘇王の心をむしばむからだろうが、真人の清すが々すがしい顔を見ているだけで、イライラしてしまうこともある。

　そのくせ、近くにいないと落ち着かない。

　なんとも厄やつ介かいな相手と言えた。

　無意識のうちに皮肉な笑えみを浮うかべていた蘇王は、今が、神前であることを思い出して己おのれをいましめる。

　神の御み前まえで邪じや念ねんを抱いだくなど、「神鎮めの神官」として、あってはならないことである。

　それを教きよう唆さするように、その時──。

　コトッと。

　神かみ棚だなで、音がした。

　目をあげれば、奉ほう納のうしたばかりの神酒みきの入れ物が倒たおれ、中身がしたたり落ちている。

（──これは）

　腰こしを浮かせた蘇王が、慎しん重ちようにあたりの気配をうかがう。

　宮の外では、空がかげり、木々がざわめく。

　なんとも、禍まが々まがしい気。

　祓はらい清められているはずのこの場所に、邪じや気きが侵しん入にゆうした証しよう拠こだ。

　だが、いったいどこから──。

　と。

　ふいに、ユラユラッと。

　陽炎かげろうが立ちのぼったかのように目の前の空間が揺ゆらいで、その場に何かの形を作る。

　長い黒くろ髪かみ。

　白い着物に赤い袴はかま。

　とっさに蘇王は、脇わきに置いてあった大麻を手に取って腰をあげ、叩たたきつけるように祓い詞を唱えた。

「神しん火か清明！　神しん水すい清明！　神しん風ぷう清明！」

　その都度、シャン、シャンと涼すずやかな音を立てて、大麻がふられる。

　最後に「悪あく霊りよう退散！」と声こわ高だかに命令して大麻の先を突つきつけると、その場に旋せん風ぷうが巻き起こって、あらゆるものを薙なぎ倒した。

　蘇王の髪かみが吹ふき乱され、烈れつ風ぷうが彼を襲おそう。

　ガタガタガタガタ。

　ガタガタガタガタガタガタ。

　宮全体が地じ震しんのように揺れ、窓が大きく開閉する。

　やがて。

　始まりと同じく、唐とう突とつにあたりは静まり返った。

　ピタリと揺れが収まり、風が凪なぐ。

　気づけば、悪霊の姿は消え失うせていた。

　その頃ころになって、表でバタバタと足音が響ひびきわたり、他ほかの神官たちが飛び込んでくる。

「蘇王さま！」

「若君！　ご無事ですか？」

　蘇王が、彼らのほうへ顔を向けてうなずく。

「問題ありません」

　それでひとまずホッとしたらしい男たちが、御み饌けなどがひっくり返っている神棚を見て、眉まゆをひそめながらたずねた。

「それにしても、いったい何があったんですか？」

　それに対し、室内を見まわした蘇王が、暗あん澹たんたる想おもいで応じる。

「どうやら、穢けがれに侵おかされたようです」

「まさか！」

「穢れが、ここに？」

「あり得ない──」

　口々に言うのを耳にしながら、蘇王が目を伏ふせて考え込む。

　確かに、あり得ないことである。

　これほど厳重に清浄を保っている場所である。そんじょそこらの穢れなど、絶対に寄りつけないはずだった。

　あり得るとしたら、それは──。

（やはり、原因はあれか）

　蘇王が悩なやましげに眉み間けんにしわを寄せる。

　先月、故ゆえあって、「深み社しや口ぐち岩いわ」という磐いわ座くらが崩ほう壊かいし、封ふう印いんが解かれた。

　それにより、そこに長らく閉じこめられている悪神が蘇よみがえる危険性が高まったのだが、今までのところ、その兆候は表れていなかった。

　だが、これが、その前まえ触ぶれであるとしたら、これから何かが始まるということだ。

　かといって、それに対し、こちらが何をしたらいいのか、どんな戦略を練ったらいいのか、皆かい目もく見当がつかず、それが、蘇王には歯がゆかった。

　そこで、蘇王は、ここにいない従兄弟のことを考える。

（この場で起きたことを知ったら、あいつはどうするだろう……）

　なんといっても、彼こそが、この事態を招いた張本人なのだ。

　そこで、従兄弟の清らかで明るい顔を思い浮かべた蘇王は、小さくため息をついて、意識を切り替かえる。

　何がどうなるにせよ、今は、目の前のことに集中するしかない。

　少なくとも、真人なら、そうするはずだ。

　そこで、彼は顔をあげ、周囲の者に告げた。

「これよりすぐに祓いの儀ぎ式しきを行い、この場を清めます。本宮にいる大おお祝はふりにも、その旨むねを伝えてください」

「承知しました」

　直ちに、慌あわただしく動き出す人々。

　急に騒そう然ぜんとし始めた奥宮で、大おお麻ぬさを置いた蘇王も、己の役割を全まつとうするために、ひとまずその場を立ち去った。
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　その日の夕刻。

　しんと静まり返った「象牙の塔」の廊ろう下かに、コンコンとノックの音が響いた。だが、しばらく待っても応こたえはなく、それは、もう一度叩かれても同じだった。

　ため息をついた男が、その場で踵きびすを返す。

　白衣をまとう姿が、驚おどろくほど優美な男だ。

　小ぶりな顔に落ちかかる、くろがね色の巻き毛。

　眼鏡の奥で光る銀ぎん灰かい色しよくの瞳ひとみ。

　女性のような容よう貌ぼうをしているのになよなよして見えないのは、その颯さつ爽そうとした様子と全身からにじみ出る精せい悍かんさのせいだろう。むしろ、陰と陽の釣つり合い方があまりに良すぎて、降臨した大天使のごとく超ちよう人じん的な美を生み出している。

　仏ふつ野の環たまき。

　御堂学院の校医であり、ヴィーナス寮りようの舎しや監かんでもある彼は、ある生徒を訪ねて、わざわざこんなところまで足を運んできたのだが、結局、無む駄だ足あしに終わった。

　仕方なく来た道を戻もどっていると、廊下の先のエレベーターから、訪ねたばかりの部屋の住人がおりてくるのが見えた。

「下平くん」

　環の呼び声に応えて顔をあげた相手が、虚うつろな目で環をとらえる。

「はい……」

　覇は気きのない声。

　眉をひそめた環が、下平に近づきながら、言う。

「今、君の部屋を訪ねたところだったんだよ」

「……はあ」

　やはり、声に覇気がなく、反応もいまいちだ。まるで、魂たましいをどこかに置き忘れてきた人のようである。

　それ以上、うんともすんとも言ってこない相手に、環が辛しん抱ぼう強づよく話しかける。

「下平くんは、今日の午後、カウンセリングを受けるはずだったね？」

「……そうでしたっけ？」

「うん。──まあ、忘れているくらいならいいんだけど、前回、医務室に来た時、眠ねむれないようなことを言っていたから、ちょっと心配していたんだよ。──あれから、調子はどうだい？　薬は飲んでいる？」

「……まあまあです。薬も飲んでますよ」

「そう」

　その顔色からして、とても「まあまあ」には見えなかったが、環はひとまず受け入れる。そのあとで、一応、校医らしくたずねた。

「良かったら、今からでもカウンセリングをしようか？」

　だが、相手からは即そく座ざに「いえ」と否定の言葉が返る。

「必要ありません。今の俺は、やるべきことがわかって満足しているので。……実際、とても爽そう快かいな気分なんですよ」

「ふうん」

　この学校での環の人気は絶大で、個人的にカウンセリングを受けたがっている生徒は、ごまんといる。だが、校医としての立場上、健常者の面めん倒どうをみる必要はないので、カウンセリングを受けるためには、本当に病気になるしかない。

　だから、こうして、カウンセリングを受けられる状じよう況きようにあって、それを拒こばむというのは、非常に稀まれなケースであるし、そもそも、下平の方がカウンセリングを望んでいたはずなのだが、それまでの彼の受け答えから、その返事をなかば予想していた環は、むしろ面おも白しろがるように相手の言葉を受け止めた。

「爽快ねえ。──それなら、良かった」

「……はい」

　相変わらず虚ろな目で答えた下平が、機械的に続ける。

「他ほかに用がなければ、俺はこれで」

「そうだね。──あ、一応、この前と同じ薬を渡わたしておく」

　そう言って紙かみ袋ぶくろを差しだした環は、身体からだを引いて下平を行かせながら、その横顔に向かって告げる。

「お大事に」

　さらに、口中で何事かブツブツ言いながら離はなれていく背に向かい、小声で付け足した。

「手て遅おくれでなければの話だけど──」

　環が察するに、「下平」という生徒に、平へい穏おんな日々は二度と訪おとずれないだろう。なぜなら、彼は何かに憑よりつかれているからだ。

　それが、なんであるかはわからない。おそらく、髪かみの長い女性であろうことは、先ほど、すれ違ちがいざま、鼻先をかすめた黒くろ髪かみの幻げん影えいで察せられた。

　だが、環は、そのことを深追いするつもりはない。

　正直、興味がなかった。

　正面に向き直った環は、今しがたまで下平が立っていた場所に凝こごった影かげがあるのを見て、唇くちびるの端はしを引きあげる。

（穢けがれか……）

　しかも、相当な穢れと見ていい。

（何が、始まろうとしているのやら……）

　彼が見ている前で、その影が、蛇へびのようにくねくねと全体を揺ゆらしながら、こちらに向かってきた。

　この際だから、環に憑よりつこうとでもいうのだろうか。

　だが、環は、顔色一つ変えず、足元近くまで来たそれを無む雑ぞう作さにつかむと、グッと手の中で握にぎり潰つぶしてしまう。

　その瞬しゆん間かん、眼鏡の奥の瞳が、銀色の輝かがやきをおびてきらめいた。

　それから、ゆっくりと手をひらき、フッと息を吹ふきかけて「穢れ」の残ざん骸がいを霧む散さんさせると、そのまま何事もなかったかのように歩き出す。

　エレベーターの前で立ち止まり、下へ向かうためのボタンを押すと、タイミングよく上階からおりてきたらしい箱が、チンッと小さな音を立ててひらいた。

　そこに、先客がいた。

　環の姿に気づいた一人が、「おや」と平安貴族のようなおっとりした調子で声をかけてくる。

「これは、仏野センセイ。妙みようなところでお会いしますね」

　そこにいたのは、彼が舎監を務めるヴィーナス寮の現寮りよう長ちようである藤代公彦と、その連れであるらしい玉司真人だった。

　人気者の環ではあるが、もちろん万ばん人にんに受け入れられるというものではなく、特に、この藤代にはあまりよく思われていない。

　おそらく、ふつうの生徒より観察眼が鋭するどいのだろうが、懐なつかないなら懐かないで、いっそ敬遠してくれれば、まだ可愛かわいげがあるものを、この生徒は、環に対し、こうしていかにも親しげな調子で話しかけながら、当人だけにわかる波長で、「お前のことは好きじゃない」と表現してくるのだから、始末に悪い。

　環は、「やあ」と短い挨あい拶さつを返して、エレベーターに乗り込む。その際、こっそりとこちらを見あげてきた真人に対し、目顔で挨拶してやる。

　下降し始めた箱の中に、白々とした沈ちん黙もくが流れる。

　それを意識してか、しないでか──。

　ややあって、藤代が斜ななめ後ろから環に訊きいた。

「出張カウンセリングですか？」

「そうだよ」

「こんなところまで？」

「こんなところだから……とも言えるけど」

　環の答えに、藤代が納なつ得とくしたように「ああ」とうなずく。

「たしかに、ここには、センセイを必要としている生徒が、わんさといそうだ」

　環が、さらりと話題を変える。

「君たちは、例のティー・パーティーかい？」

「ええ」

　そこで、背後を振ふり返った環が、二人を見比べて指し摘てきする。

「それにしては、いつもと顔ぶれが違うようだね」

「さすが、よくご存じで」

　どこか嫌いや味みったらしく答えた藤代から真人に視線を移し、環はたずねる。

「つまり、君は水方くんの身代わり？」

「え？──あ、はい、たぶん」

　本来、あのお茶会に出席するのは蘇王の役目だったはずなので、言われたように、真人は「身代わり」だったのだろう。

　ただ、扱あつかいは、完全に「珍ちん獣じゆう」だった。

　ふだんの蘇王がそんな扱いを受けているとは思えないので、あれを「身代わり」と言っていいのかどうかは、はなはだ疑問だ。

　そんなことを考えながら軽く目を伏ふせた真人の頭に手を伸のばし、環は、「だからか」と少々嫌いや気けがさしたようにつぶやいた。

　それから、環が提案する。

「それなら、真人、特別にカウンセリングをしてあげようか？　必要だろう？」

「え？」

　真人が、意外そうに環を見あげる。

　どうやら、この校医は、色々とお見通しらしい。

　たしかに、さすが「マッド・ティー・パーティー」と密ひそかに呼ばれるだけはあり、純真な真人にとってはストレス過多な場だった。ただ、だからといって、さすがにここで「お願いします」とも言えず、真人は「いえ」と遠えん慮りよする。

「大だい丈じよう夫ぶです」

「そ」

　どこか残念そうに応じた環が、ちょっと考えてから、真人の頭に伸ばしていた手で埃ほこりでも払はらうように鳶とび色いろの髪をパッパッと払った。さらに、何事かとこちらを見あげてきた顔に向かってフッと息を吹きかける。

　とたん、フワッと鳶色の前まえ髪がみが浮うきあがり、なんともいえない清せい涼りよう感かんが真人を包み込む。

（なに？）

　びっくりした真人が目を丸くして見つめ返すと、間近でじっくりと真人を観察した環が、「もしかして」と、まったく違うことを訊く。

「君も寝ね不ぶ足そくとか？」

「──えっと？」

　またもや、正解だ。

　だが、なぜ、わかったのか。

　それに、「も」というのは、なんなのか。

　他に寝不足の人間がいるのかと考えながら、真人はうなずく。

「ええ、まあ。おっしゃる通り、寝不足です。色々あって、なかなか寝ねつけなくて」

　すると、不満げに目を細めた環が、すかさず忠告する。

「たぶん、そのせいで、エネルギー不足になっているんだろう。塵ちり芥あくたやらなにやら、悪いものがあれこれつきやすくなっている。歩く掃そう除じ機きみたいだよ。──まったく、寝不足になる前に、なんで、私のところに来ないんだ。なにかあればいつでも相談においでと、前に言ったはずだけど、もしかして、すっかり忘れているのかな？」

「なにか…」

　そこで、上を向いて考え込んだ真人が、ややあって、思い当たったように「──あ」と小さく声をあげた。

　同時に、地上階に着いたエレベーターが、チンと小さな音を立てて止まる。

　それまで黙だまって腕うでを組み、二人のやり取りを興味深そうに眺ながめていた藤代が、その音に反応して淡たん々たんと告げた。

「着きましたよ」

「言われなくてもわかるよ」

　冷れい淡たんに応じて、あっさり真人から離れた環が、白衣の裾すそをひるがえし、ひらいたドアからエレベーターを降りていった。

「開」ボタンを押して二人を先に通した藤代が、背後から真人の肩かたに手をまわし、歩きながら耳元に口を寄せて言う。

「知らなかったな」

「なにがです？」

「いつの間に、環ちゃんとあんなに親しくなっていたんだい？」

「なってませんよ」

「──あれで？」

　否定するように問い返され、一度口をつぐんだ真人が言い直す。

「なっていたとしても、藤代さんにとやかく言われたくないです。だいたい、藤代さんが言ったんじゃないですか。困ったことがあったら、貴方あなたか蘇王か、でなきゃ、それこそ環先生に相談するといいって──」

　それは、真人が編入してきた当初に、言われたことである。

「たしかに言ったけど、そんなのを鵜う吞のみにしていたら、君、将来出世できないよ」

「出世？」

「そうだよ。だって、仮に僕が君の上司で、可愛がっている君に、君がそうしたいなら、僕が快く思っていない部署で頑がん張ばって来いと言ったとしたら、そこはやっぱり、『自分は、藤代さんの元で頑張りたいんです』ってすがってくるべきだろう。──それと同じだよ」

　なんのこっちゃ。

　その例えは全くわからないとあきれつつ、真人は間近に藤代を見て問う。

「前から思ってましたが、藤代さんって、環先生のことが嫌きらいですよね？」

「うん」

「なぜですか？」

「僕は、僕より得体の知れない人間は、みんな嫌いなんだよ。──逆に、得体が知れやすい人間は大好きだ。──君みたいに」

　つまり、扱いやすい人間が好きということか。

　げんなりした真人が、言い返す。

「それなら、大丈夫ですよ。藤代さん、得体の知れなさでは、環先生に負けてませんから」

　とたん、藤代が、肩にまわした手をずらして、真人の首をやんわりと絞しめあげる。

「真人～。その発言は、出世どころか、下手をしたら左さ遷せんものだよ」

「なんでですか。得体が知れない方がいいんでしょう？」

「そんなことは、一言もいってない。得体が知れないなんて、ひねくれ者もいいところだ」

　たしかに、ひねくれている。だが、そんなことを口にしようものなら、文字通りクビが飛びそうだ。

　そこで真人が黙もく秘ひを続けていると、藤代が首を絞めたまま、「それはそうと」と話題を変えた。

「眠ねむれなくなるくらいの悩みがあるのかい？」

「そんなの、ないです」

「でも、さっきの様子だと、確実にありそうだよねえ？」

「あるかもしれませんが、大丈夫です」

「本当に？」

「はい」

「──もしかして、蘇王のことで悩んでいるとか？」

「蘇王？」

　思いもよらない名前があがり、真人がキョトンと相手を見返す。

「なんで、蘇王のことで、俺が悩むんですか？」

「だって、あいつ、扱いにくいだろう？」

　自分を棚たなにあげての発言に、小さくため息をついた真人が、それでも、悩ましげに眉み間けんにしわを寄せて考え込んだあと、首を横にふりながら答えた。

「別に、扱いにくいことはないと思いますけど」

　少なくとも、藤代よりかは扱いやすい。

「……へえ。さすが、従兄弟いとこだね」

「関係あります？」

「たぶん、あるんじゃないか？」

　その時、寮りようの入り口で藤代の名を呼ぶ声がしたので、彼はようやく真人を解放し、「じゃあ、またね、真人」と告げて歩き去った。
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　寮の食堂は、夕食の時間を迎むかえてざわついていた。

　本日のメニューは和食で、おひたしや焼き魚の他ほかに、固形燃料で熱した小さな鍋なべが、それぞれの席で湯気をあげている。

　全員そろったところで、一日の終わりと目の前の食事への感謝の言葉を唱え、それが終わるといっせいに食べ始めた。

　育ち盛りの男の子にとって、この時間ほど至福の時はない。

　それは、真人にしても同じであるが、ただ、今の彼は、食事より、一つだけ湯気のあがっていない鍋が置いてある隣となりの空席が気になって仕方ない。

　そこは、ここにはいない蘇王のために空けられている場所だ。この時間になっても戻もどらないということは、向こうで何かあったのだろう。

　真人の様子に気づいた速達っちゃんが、さりげなく教えてくれる。

「水方なら、遅おくれるらしいよ。さっき、環ちゃんと藤代さんが話しているのがたまたま聞こえたんだけど、その時に、もう向こうを出たような話だったから、そろそろ帰ってくるんじゃないかな」

「ふうん」

　頷うなずいていると、坂下が、「なあなあ」と会話に割って入った。

「これ、見てくれよ」

　言いながら、彼がテーブルの真ん中に置いたのは、あちこちに折れ目のついた一枚の写真だった。しかも、正直、何を撮とったのだかよくわからない、雑木林のようなものが乱雑に写っているだけの写真である。

　当然、覗のぞきこんだ仲間たちから、不満の声が飛ぶ。

「なんだよ、これ」

「ひっでえ写真だな」

「お前、写真部じゃなかったっけ？」

「ヘタクソか？」

「これが、なんだって言うんだ？」

　それに対し、坂下が、声を潜ひそめて言う。

「実は、これが、例のアレなんだよ」

「これが、アレ？」

「なんだ、これが、アレって」

　代名詞ばかりでわからなかったらしい仲間たちに問い詰つめられ、「だからさあ」ともったいぶって応じた坂下が、浅黒い顔でニヤッと笑った。

「昼に話題にあがった、例の心しん霊れい写真」

　とたん、全員の興味が写真に向く。

「心霊写真？」

「これが？」

「Ａ峠とうげの？」

「写真部のなんとか先せん輩ぱいが撮ったとかいう？」

　ようやく事情が飲み込めてきたらしい仲間たちに、坂下が「下平さんね」と先輩の名前を告げてから、経けい緯いを説明する。

「実は、あの話を聞いてから、俺、部室に行って写真を捜さがしたんだよ。前に、現像したのを見せてもらった記き憶おくがあって、それがどこかにあるんじゃないかと思ったから。──で、なんとか見つけだして、拝借してきたってわけさ」

「へえ」

「見して」

　一人の生徒が写真を手に取り、顔を近付ける。

「え～、でも、わかんねえ。これのどこか心霊写真？──なんも、写ってないけど」

　横から覗きこんだ別の生徒も、同じように言う。

「確かに、おかしなものは見えないね」

　すぐに写真が手から手に回され、みんなが口々に好き勝手なことを言い始める。

「いや、でも、この木の陰かげが、見ようによってはおじいさんの顔に見えないか？」

「Ａ峠に出るのは、女の幽ゆう霊れいだけどね」

「こっちじゃないか。この、木の根元のあたりが人の顔みたいに見える」

「それは、ただの瘤こぶだろう」

「じゃあ、これは？　この人面魚みたいなの」

「だから、Ａ峠に出るのは女の幽霊だって言ってんだろう」

　そうこうするうちに、写真が真人の手に渡わたった。

　間近に写真を見た真人が、「う～ん」とうなってつぶやく。

「空っぽだね」

「空っぽ？」

「うん。何かが抜ぬけ落ちた感じ。よくわからないけど、きちんと風景が写っているのに、そこに何もないような空くう虚きよ感が漂ただよっている気がする」

　とたん、坂下が、ポンと膝ひざを打って告げた。

「そうそう。たしか、これを撮った下平さんが、それに近いことを言っていた。──えっと、なんでも、カメラのほうには、間ま違ちがいなく髪かみの長い女性の姿がぼんやりと写っていたんだけど、プリントしたら消えてしまったって。……あの言い方だと、プリントしたことで、そこから抜け出したような感じだったな」

「え？──それって、怖こわくね？」

「うん、すっげえ、怖い」

「カメラの中の幽霊が、この世界に出てきちゃったってことだろう？」

「あ、でも、考えてみれば、下平さんがノイローゼみたいになったのって、この写真を見せてもらったあとかも」

　状じよう況きようを確かく認にんした仲間たちが、顔を見合わせ、いっせいにわめく。

「うわ～。マジかよ」

「こええ」

「夜、寝ねられなくなる！」

　そう言われて、真人が改めて写真に見入っていると、ふいに後ろから腕うでが伸のびて、真人の手から写真を奪うばい取った。だが、それまでの話が話だっただけに、急にヌッと伸びてきた手に驚おどろいた真人は、真っ先に悲鳴をあげてしまう。

「うわあ！」

　とたん。

「うるさい」

　鋭するどい声でたしなめられた。

　同時に、仲間たちの声がする。

「あ、水方」

「おかえり」

「食事、間に合って良かったな」

　真人が振ふり返ると、そこに、相変わらず端たん正せいな佇まいの蘇王がいて、仲間からの言葉に「ただいま」と応じながら、空いている席に座る。

　真人が、文句を言った。

「蘇王、脅おどかすなよ。焦あせっただろう！」

「脅かしてない。お前が勝手に驚いただけだ。それとも、耳元で、『お坊ぼつちゃま、それをお貸し願えますか？』とでも言えばよかったのか？」

「そんなことは言ってないけど」

「じゃあ、いいじゃないか。──それより、こんなもん、どこで拾った？」

　すると、真人が答える前に、坂下が自己申しん告こくする。

「俺が、写真部の部室から取ってきた。一応、心霊写真と言われているものなんだけど」

「だろうな」

　びっくりするほどあっさり認めた蘇王が、指先にはさんだ写真を返しながら続ける。
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「良くない写真だ。すぐに焼しよう却きやくすることを勧すすめるよ」

「何か、見えるのか？」

「写真自体には何も写ってないけど、ものすごく悪い気を放っている。──そういう意味では変わった写真だな。穢けがれに触ふれたのか。あるいは、考えにくいことだけど、そこに写っていたはずの霊が抜け落ちたとか」

　抜け落ちた──。

　それは、まさに坂下が説明した通りのことだ。だが、今日一日、仲間たちと接していない蘇王が、なぜ、そんなことを知っているのか。

　酸すっぱいものでも食べたように顔全体をすぼめた坂下が、写真を受け取らず、降参するように両手をあげて言う。

「……えっとだな。俺としては、水方の言葉を全面的に受け入れることに異議はなくて、それでもって、できれば、その写真、水方のほうで処分してもらえないかな？」

　どうやら、美水大社次期大おお祝はふりのお墨すみ付つきとなった心霊写真を受け取りたくないらしい。

　肩かたをすくめた蘇王が、確認する。

「処分してしまっていいのか？」

「ぜひ！」

　すると、蘇王は、自分の前にある鍋なべをどかし、テーブルに置いてあった着火装置で固形燃料に火をつけると、その上に写真を翳かざして炎ほのおを移した。

　同時に、小声でつぶやく。

「神しんか火清明、神しん水すい清明、神しん風ぷう清明」

　そうこうするうちに、メラメラッと、蘇王の手の中で写真が燃えあがる。

　当然、その行こう為いに対し、周囲にざわめきが広がった。だれもが、蘇王の行動に興味を示したのだ。

　だが、注目されていることなど意に介かいさず、蘇王は半分以上燃えあがった写真を、まだ底のほうに中身が残っている真人の鍋の中に無む雑ぞう作さに落とした。

「わ、バカ！」

　慌あわてて止めようとした真人だったが、遅おそかった。

　鍋の中で、ほとんど燃え尽つきた写真が、灰となって汁しるに浮うく。

「噓だろ～。まだ食べてたのに！」

　真人が嘆なげくと、蘇王は、固形燃料の上に自分の鍋を戻もどしながら平然と謝った。

「悪い。他ほかに入れる場所がなくて」

　だが、まったく感情のこもっていない口調にカチンときた真人が、主張する。

「謝るくらいなら、それ、半分寄こせよ」

「半分？」

　どう考えても、ほぼ食べつくしている真人の鍋をチラッと見て、蘇王が小さく肩をすくめる。

「それは、詐さ欺ぎと言わないか？」

「なんだって？」

　そのまま、売り言葉に買い言葉の応おう酬しゆうが始まりそうになったところで、「あ～」と声をあげた坂下が、申し訳なさそうに割って入る。

「水方、サンキュ。助かったよ。──玉司、俺の残りでよければ、食っていいぞ」

「え、ほんと？」

「その代わり、水方からはもらうなよ」

「──なんで？」

　とたん、みんながあきれて「お前ねえ」と突つっ込んだ。

「その身体からだで、大食漢か！」

「食くいしん坊ぼう」

「なんだよ、みんなして」

　そうこうするうちに食事が終わり、それぞれがテーブルを立つ頃ころになって、寮りよう長ちようの藤代が彼らのところに近づいてきた。移動しようとしていた蘇王をうしろから呼び止め、小さく首をたおして招く。

「蘇王。ちょっといいか」

「なんでしょう？」

　蘇王が近づくと、寮長は前置きなく言った。

「──さっきのパフォーマンスは、なんだい？」

　いつもの藤代より、ほんの少し硬かたい口調だ。

　そこで、先に戻りかけていた仲間たちの足が止まり、二人のほうをふり返る。それに対し、蘇王が手で「先に行け」と指示しながら応じる。

「別に、たいした意味はありませんけど」

「ふうん。意味はない、ね。──とすると、僕は、君に、火遊びを注意するべきということになるけど？」

　とたん、気がかりそうな表情で真人とその場に残っていた坂下が、口をはさんだ。

「すみません、藤代さん。俺です。俺が、心しん霊れい写真を持ち込んで──」

「心霊写真？」

　ふり返った藤代が、興味を引かれたように続きを推測する。

「つまり、蘇王は、それを焼却処分したのか？」

「そうです。だから、元はと言えば、俺が悪いのであって」

　だが、皆みなまで聞かず、藤代がサッと手をうちふって坂下をさがらせる。

「事情はわかったから、君は、もう行っていい」

　号令一下、すぐさま坂下が去り、それを見送りながら、なんとなくその場を立ち去り損そこなった真人を、藤代がそばに呼び寄せる。

　呼び寄せながら、尋じん問もんを重ねた。

「それで、その心霊写真というのは、どういうものだい？」

「どういうって、怪あやしげな雑木林が写ったありきたりなものですよ。ただ、正直、人が持っていると良くない影えい響きようを与あたえる可能性が高かったから、焼却したまでです」

「それは、もうわかった。それより、僕が訊ききたいのは──、いや」

　そこで、隣となりに立った真人の肩に腕うでをまわし、その顔を覗のぞきこみながら、「真人に訊いた方が早そうだね」と言って、たずねた。

「その写真というのは、もしかして、今日の長老会でも噂うわさになっていた、例のアレのことなのかい？」

「ああ、そうです」

　問われた真人が当たり前のように答えると、意外そうな表情になった蘇王が眉まゆをひそめ、それまでの話とはまったく関係ないことを確かく認にんする。

「──まさか、こいつを、長老会のティー・パーティーに連れて行ったんですか？」

「そうだけど」

　藤代が、なんか文句でもあるのかと言いたそうに蘇王を見返した。

「でも、なぜ、そんなことに？」

「お達しを受けたからさ、もちろん」

「お達し……」

　疑わしげに繰くり返した蘇王が、個人名をあげて元げん凶きようを特定しようとする。

「綾部さんですか？」

「──も、そうだけど、あの様子だと、たぶん言い出したのは今いま井いさんだろうな。あの人、ちょっと前に真人の部屋を襲おそった怪かい異いの噂についても、あれこれ知りたがったから、基本、そういうのが好きなんだろう。それで、いっそ、真人と直接話したいと思ったんじゃないか。その心霊写真のことも、噂を聞いてすごく興味を示していたから、蘇王のお墨付きと知ったら、きっと実物を見たがったはずだ。──そういう意味で、燃やしてしまったのは、なんとも残念だよ」

　今井と言うのは、マッド・ティー・パーティーに参加していた生徒の一人で、自己紹しよう介かいによれば、昨年一年間、生徒会長を務めていた人物らしい。

「今井さんか……」

　心霊写真のことなどどうでもいいのか、複雑そうにその名前をつぶやいた蘇王が、チラッと真人に視線を流してから、ため息まじりに言う。

「それにしたって、なにも、僕の留守を狙ねらわなくてもいいと思いますけど？」

「無理言うなって。お前といっしょで、だれが、真人を思いっきりからかって遊べるっていうんだ」

「たしかに、そんなことをするのは、貴方あなたくらいのものでしょうよ。──ああ、でも、考えてみれば、貴方と真人だって、遠い親しん戚せきに当たるわけですね」

「うん。言われなくても、気づいている」

　だが、まったく気づいていなかった真人は、「え？」と言って藤代の横顔を見つめたあと、首を横に振ふって、その事実を遠ざけようとする。こんな得体の知れない男と、血の繫つながりがあるとは思えないし、思いたくない。──とはいえ、実際、藤代家が水方家の外がい戚せきであるなら、当然、真人ともわずかながら、血が繫がっていることになる。

　新たな関係が発覚した藤代と別れた蘇王と真人は、二人きりになったところで、しばらくは口もきかずに歩く。

　先に口をひらいたのは、蘇王だ。

「──それで、大だい丈じよう夫ぶだったのか？」

「まあね」

　なにが「大丈夫」なのかわからないまま適当に答えた真人が、チラッと蘇王を見あげてたずね返す。

「そっちこそ、向こうでなにかあったんじゃなくて？」

　とたん、「ふん」と口元を皮肉気にゆがめた蘇王が、言う。

「なんで、そう思う？」

「さっきから、ちょいちょい不ふ機き嫌げんなオーラを感じるから」

「──人のオーラを、勝手に読むな」

「読めてはないけど、蘇王ほど強いとその気がなくても感じんの。イヤなら、隠かくせ」

　反論するかと思いきや、従兄弟いとこは肩かたをすくめて認める。

「ああ、そうする」

「……そ」

　拍ひよう子し抜ぬけした真人が、話を元に戻もどす。

「──で、なにがあったって？」

　それに対し、しばし迷ってから、蘇王が答えた。

「神域を侵おかされたんだよ。……たぶん、深社口岩が崩ほう壊かいした影響だろう」

　そこで、目を大きくした真人が、確認する。

「それって、もしかして、俺のせい？」

　なにせ、蘇王の反対を押し切って深社口岩を崩壊させてしまったのは、真人なのだ。その後に影響が及およぶのであれば、それも、真人のせいということになる。

　だが、つまらなそうに真人を見やった蘇王は、もう一度同じことを繰り返す。

「深社口岩が崩壊したせいだろう。だから、この先、油断はできないってことだ。僕も──もちろん、『神使い』であるお前も、な」
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　数日後。

　昼食にありつこうとする生徒でにぎわうカフェテリアで、トレーにカレーライスとサラダを乗せて歩いていた真人は、水を取ろうとしたところで、ドンッと人とぶつかる。

　その際、ブツブツと何かつぶやく声が聞こえたが、真人はそれどころではない。

「わっ」

　つんのめった拍ひよう子しに、あやうくトレーをひっくり返すところだったが、だれかがトレーのはしをつかんで支えてくれたので、大だい惨さん事じになるのだけはのがれた。こんなところでカレーなどひっくり返そうものなら、その後始末だけで昼休みが終わってしまう。

「セーフ」と思いながら顔をあげたところに立っていたのは、意外な人物だった。

「今井さん？」

「へえ。覚えていてくれたんだ？」

「もちろんです。──えっと、ありがとうございます。おかげで助かりました」

「おう。危ないところだったな。こんなところでカレーをぶちまけたら、目も当てられない」

「……ですね」

　真人が考えていたのと同じことを言ったのは、先日のティー・パーティーで「初めまして」の挨あい拶さつをした長老の一人、前生徒会長でもある今いま井い盛しげ令なりだった。彫ほりの深い顔立ちは、美男というより中東系の迫はく力りよくで、立っているだけで威い圧あつ感かんがある。そんな彼は、ついでとばかりに、真人が取りそこなった水を取って、「ほら」とトレーの上に乗せてくれる。

「どうも」

　礼を言う真人から人ひと混ごみのほうに視線を流し、彼は「それにしても」と、去って行った生徒のほうをジロジロと見た。

「人にぶつかっておいて挨拶の一言もないとは、しょうもねえ奴やつだな。──なあ？」

「はあ」

　つられて視線をやった真人は、テーブルの間を背中を丸めるようにして歩く男子生徒の横顔を見たとたん、「あれ？」と思う。

　その顔に、見覚えがあったのだ。

（あれは、たしか……）

　思い出そうと凝ぎよう視ししていると、その生徒の姿が揺ゆらぐようにぶれて、なぜか、そこに女性の姿が重なって見えてきた。

　波打つ長い黒くろ髪かみ。

　白い着物に赤い袴はかま。

（──え？）

　真人は、何度か目をしばたたかせ焦しよう点てんを合わせようとしたが、無む駄だだった。どうしたって輪りん郭かくがぶれたように、髪かみの長い女性が彼に張り付いているように見えるだけである。ただ、真人があまりにも必死に目を凝こらしたせいか、それまでぼんやりと見えていただけの女性が、ふいに顔を半分ほどこちらに向け、しっかりと真人をその目でとらえた。

　黒い穴のような目。

　ゾッと。

　背筋が震ふるえた。

　なんともいえない禍まが々まがしさだ。

（なに……）

　凍こおり付いた真人の顔のすぐそばで、その時、ヒラヒラと何かがふられる。

　同時に響ひびく声。

「お～い、君。玉司くん。俺の話、聞いているか？」

　今井だった。

　今井が、真人の前で手をふったのだ。

　だが、それだけでも、今の真人を怖こわがらせるには十分で、彼は、「わっ」と声をあげて一歩後あと退ずさり、今井の顔を見返したところで、ようやく状じよう況きようを理解する。

　今井のほうでも、驚おどろいたように真人を見おろした。

「なんだよ、大だい丈じよう夫ぶか？……心なしか、顔色も悪いぞ」

「──あ、はい。すみません。ちょっとボーッとしてしまって」

　言いながら、横目で例の生徒のほうを確かく認にんすると、女性の姿は消えていた。

　やはり、目の錯さつ覚かくか。

　真人が、取りつくろうように続ける。

「今井さんの話は、きちんと聞いてました。──ただ、なんだかんだいって、俺のほうもまわりを見てなかったし、今井さんのおかげで事なきを得たんで、もう」

「そっか？」

　まだ少し疑わしげに見ていた今井だったが、真人の言葉を聞いたところで、ニヤッと顔をゆがめて、一言。

「なら、一つ貸しってことで」

「──はい？」

　さらりと恩を売りつけてきた相手を、真人が呆あきれたように見やる。

　そのあまりに現実的な言葉に、たった今目にした怪かい奇き現象らしきものも、あっという間に遠ざかる。

　考えてみれば、どんなに親切そうに見えても、彼は、駆かけ引き上手な長老の一人で、さらにその中でもトップの座についていた人間だ。つまり、今の藤代と同じ立場の人間であったことを思えば、おいそれと気を許していいはずがない。

（や～れやれ）

　また面めん倒どうな人間と知り合ってしまったと思いながら、今井と別れ、同級生たちが座っているテーブルに近づくと、今度は、待ってましたとばかりにみんなが寄ってたかって質しつ問もん攻ぜめにした。

「玉司！　お前、今井さんとも親しくなったのか!?」

「いつの間に！」

「っていうか、今井さんに水をサーブさせるなんて、この学校でもお前くらいのもんじゃねえ？」

「藤代さんに次いで、今井さんまでか。どんだけ、大物を射止めれば気が済むんだ」

「射止めれば……って」

　別にそんなつもりはないし、そんな事実もない。

　むしろ、散々からかわれた先日のティー・パーティーでの被ひ害がいを思えば、「射止めた」というより、「罠わなに落ちた」と表現したほうがいいくらいだったが、どうせ聞いてはもらえないので、トレーをテーブルに置いて座り込みながら、たずねる。

「今井さんって、そんなに大物なんだ？　前生徒会長だったから？」

　とたん、仲間たちが、天を仰あおぐ。

「これだよ」

「そんなことも知らないで、今井さんと仲良くしているのか？」

「──だから、仲良くはしてないって。たまたま、そこにいただけのことで」

　反論するが、やっぱり誰だれも聞いちゃくれない。

「でも、逆に、知らないからこそ、ああして、ふつうにしていられるのかも」

「知らぬが仏って？」

「そうそう」

　そんな会話のあとで、ようやく本題に入る。

「今井さんは、今井豊とよ和かずの息子むすこだよ」

「──って、東京都知事の？」

「そう」

　それには、さすがの真人も驚いた。

「今井」という名字はそれほどめずらしくないため、だれも、すぐには有名人と結び付けて考えたりしない。

　だが、人間であれば、どこかに家族が存在する。

　それが、今井盛しげ令なりであるらしい。

　今井豊和といえば、元大手新聞社の社会部にいた人間で、中東派は遣けんなどを経て、報道番組の解説委員として知名度をあげた人物だ。その時に築いたコネクションを頼たよりに、数年前の都知事選に突とつ如じよ出馬し、見事、その座を射止めた。知名度の高さと鋭するどい舌ぜつ鋒ぽうで、今なお、タレント性を維い持じしている彼は、次期総理との声も高いが、その一方で、その豊富な資金源に対する疑ぎ惑わくも取り沙ざ汰たされていて、どっちに転んでもお騒さわがせな政治家だった。

（そうか。今井さんって、今井豊和の息子なんだ）

　言われてみれば、面おも差ざしが似ていなくもない。モデルやイケメンタレントにはなれずとも、政治家や評論家くらいなら、十分花形として通用する外観をしている。

　納なつ得とくした真人だったが、そこで、「あれ、でも」と首をかしげた。

「今井豊和って、たしか共和党の指名を受けていたんじゃなかったっけ？」

「ピンポ～ン」

　仲間たちが、クイズに正解した時の音を出して、真人を褒ほめる。

「玉司にしちゃ、上出来」

「つまり、今井さんも、お前にとっては政敵に当たるわけだな」

「別に、俺は関係ないじゃん」

　いちおう真人は反論したが、水方の親しん戚せきという立場上、そう言われてしまうのはわかってきているので、その声は小さくなる。

　それを補強したのは、他ほかでもない、彼らの背後に現われた蘇王だった。

「たしかに。こいつは関係ない。そういう世界とは無む縁えんの生き物だから」

「あ、水方」

「蘇王…」

　相変わらず、端たん正せいな立ち姿で仲間の視線を集めた蘇王が、手にしたトレーを置いて空いた席に座りながら、「それに、そもそも」と続ける。

「こいつに限らず、政治と僕たちの学校生活は切り離はなして考えるべきだな。もし、考えるにしたって、昨日の敵は今日の友、今日の友は明日の敵。人間関係においては、もっと柔じゆう軟なんになったほうがいい」

　とたん、友人たちの態度が、コロリと変わる。取りつくろうとまではいかないが、若じやつ干かん従順になるのは、否いなめない。しかも、意識してというよりかは、条件反射のようだった。

「水方の言う通りだね」

「いや、なに。ちょっと、玉司をからかってただけだよ」

「それより、藤代さんの用事は済んだのか？」

「それは、済んだというか、これからというか……」

　答える合間に、サンドウィッチを牛乳で胃の中に流し込んだ蘇王が、どこか面倒くさそうに告げる。

「実は、ついさっき、生徒会のほうに長老会からお達しがあって、来週行われる球技大会での宣せん誓せい式は、いつものようにくじ引きでどの寮りようの人間にするかを決めるのではなく、スポーツの祭典らしく、テニスの対たい抗こう試合で決めてほしいそうだ。──しかも、ダブルス」

「テニス？」

「それ、いつの話？」

「今日の午後」

　蘇王の答えに、みんながいっせいに頭を抱かかえる。

「また、急だねえ」

「『長老会』のことだから、昼飯代をかけて賭かけでもしたんだろう」

「──ああ、やりそう。あの人たち、退たい屈くつしているからなあ」

「そうは言っても、気まぐれもほどほどにしてもらわないと、こっちが困る」

　口々に言うのをストローで牛乳を吸いあげながら順じゆん繰ぐりに見やり、蘇王が説明を続ける。

「そうなんだけど、まあ、長老会の言うことだから聞かないわけにもいかないということで、各寮とも、早急にテニス部以外の人間を二人選んで、テニスコートに集合させることになった」

「ヒマ人は、余興に付き合えってか。──うちは、誰が出んの？」

「まだ、決めてない」

　そこで、皆みなが考え込む。

「ダブルスね。なんだかんだいって、考えたもんだな」

「うん。個人戦なら、間ま違ちがいなく水方だろうけど、ダブルスとなるとむずかしい。個人の技能はもとより、コンビネーションが大切になるだろうから」

「当然、長老たちも、その辺を考こう慮りよしたんだろうな。より賭けを楽しむために──」

　仲間の一人である「速達っちゃん」こと速水が、顔をあげて確かく認にんする。

「藤代さんは、なんだって？」

「彼は、僕に出ろと。相棒は、好きに選んでいいらしい」

「なんだ。じゃあ、決まったようなものだな」

　蘇王と真人を除いた全員が、パッと真人を指して言う。

「玉司に決定」

「え？──なんで、俺？」

「もちろん、従兄弟いとこだから」

「息はピッタリだろう」

「二人なら絵になるから、ギャラリーも喜ぶ」

　全方位からの指名を受け、真人が両手をあげて慌あわてる。

「でも、俺──」

「ヒマなんだろう？」

「ヒマにしか見えない」

「でも、ヒマじゃない」

「なんで？」

「今日中に、現国の吉よし村むらに読書感想文を提出──」

　だが、皆まで言う前に、友人たちが寛かん大だいな提案をする。

「ああ、あれね。大だい丈じよう夫ぶ。手伝ってやるから」

「手伝う？」

「俺たちが、本を読んでおく」

「そう。それで、内容を教える」

「なんなら、ついでに感想文も書いておくよ」

　だが、いくらその場のノリとはいえ、それは、さすがに蘇王が許さない。

「却きやつ下か」

　それから、あきれたように真人を見て言った。

「お前、今日までの宿題なのに、まだ本を読み終わってないのか？」

「まさか。読んだよ。あとは書くだけ」

　すると、チラッと壁かべの時計を見あげた蘇王が、片眉まゆをあげて言う。

「なら、楽勝だろう。──ちなみに、テニスの経験は？」

「中学校時代に、ちょっとやってた……けど……」

　言ったそばから、そこにいる全員が「ばんざーい！」と両手をあげる。

「決まりだな」

「がんばれ、玉司」

「くれぐれも、水方の足を引っ張るなよ」

「遊びとはいえ、これは、れっきとした寮の面メン子ツがかかった試合だからな」

「心して、勝てよ」

「あ、肩かたに髪かみの毛がついてい──」

「俺たち、お前のこと、応おう援えんしているから」

「トレーはそのままでいいぞ。こっちで片づけておくから」

　口々に勝手なことをのたまったあと、周囲の人間の注目を集める中、最後は口をそろえて二人を送り出す。

「いってらっしゃ～い！」

　そんな中。

　一人だけ手をふらず、黙だまったまま自分の手の平を見つめている生徒がいて、真人と蘇王の姿が見えなくなったところで、気づいた友人が言った。

「なんだよ、手相でも勉強してるのか？」

「まさか。──そうじゃなく、この髪の毛」

　そう言って、彼は自分の手を彼らの前にさらして見せる。

　その生徒は、先ほど、真人の肩についていた髪の毛を親切にも取ってやったのだが、髪をつまみあげたところで、凍こおり付いてしまったのだ。

　なぜなら、彼がつまみ上げた髪の毛というのが──。

「長っ！」

　彼の手をのぞき込んだ友人も、大声をあげて驚おどろく。

「お前、それ、どんだけ長いんだよ？」

「知らないけど、一メートルは余よ裕ゆうでありそうだよな。なんにせよ、玉司の髪じゃないのは確かだ」

「だな。──でも、そうなると、誰だれの髪の毛なんだ？」

「さあ。この長さだと、俺の知る限りでは、守谷さんくらいだけど」

「守谷さん？」

「でなきゃ、それこそ、この前、水方が燃やしてくれた心しん霊れい写真から抜ぬけ出たっていう、女の幽ゆう霊れいとか」

「下平先せん輩ぱいのアレか！」

「プリントアウトした時に、幽霊が抜け落ちたっていう？」

「そう。それが、実は、そのへんをうろつきまわっていて、なにかの拍ひよう子しに、髪が真人の肩についた……な～んて」

「──頼たのむから、コワい想像はやめてくれ」

　その言葉を最後に口をつぐんだ彼らは、暗あん黙もくのうちに、それ以上、その件について考えるのを止やめにして、テニスコートに向かうことにした。
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　今にも雨が降り出しそうな曇くもり空の下。

　クレーコートの上で跳はね上がった黄色いボールが、ラケットに叩たたかれてネットを越こえる。その度たびに、スパーン、スパーンと小気味よい音があたりに響ひびく。

「ラブ・サーティ」

　審しん判ぱんのあげる声。

　ざわめく見物人。

　テニスコートのまわりは、まるでお祭り騒さわぎのように人だかりができていた。

　そんな中、白い半ズボンに水ブルー灰色グレイのポロシャツを着た真人が、息を切らしながらぼやく声が、集まった人たちをさらに沸わかせる。

「ふざけんな！　蘇王。今のは、どう見ても、お前だろう！」

「でも、返せたじゃないか」

「ギリな」

「さすが」

　涼すずしい顔で褒ほめられたのに対し、ラケットを突つきつけた真人が疑わしげに言う。

「お前、もしかして、わざと、俺を走らせてないか？」

「さあ、どうだろう。──ほら、サーブ」

　そこで、舌打ちした真人が、投げ渡わたされたボールをつかんで高々と投げあげる。

　スパーン。

　音を立てて打ち出されたボールが、相手コートのラインぎりぎりを叩いて抜けたので、周囲から「わっ」と歓かん声せいがあがった。

　会心のサービスエースだ。

　合間の痴ち話わげんかも含ふくめ、蘇王と真人の試合は見み応ごたえがあった。見物人も増える一方で、まさに黒山の人だかりとなっている。

　三ゲームを先取したところでコートチェンジをしながらその様子を見た真人が、タオルで汗あせを拭ふきつつ、つぶやく。

「ギャラリー、やけに多くねえ？」

「まあな」

「なんで？」

「さあ」

　ラケットの調子を見ながら答えた蘇王が、不満げな真人をチラリと見て、言う。

「ま、半分くらいは、僕の相棒としてのお前に興味があって来ているんだろう。なにせ、『玉司真人』といえば、今や、もっともホットな人間だから」

「……マジで、客寄せパンダか」

　手の中でラケットをまわしながらぼやいた真人は、コート脇わきに設けられた特等席に座る人物に気づいて、言う。

「あれ？──あそこに綾部さんと今井さんも来ている」

「ああ」

　とっくに気づいていたらしい蘇王は、それがなんだと言わんばかりに素っ気なく応じた。

「受験生のくせに、優ゆう雅がに試合見物かよ？　ヒマだなあ」

「まあ、彼らの場合は、言い出しっぺでもあるから」

「ああ、そうか。──それにしても、あの二人って、仲いいんだ？」

「いいや。たんに、互たがいに古巣の寮りようの応援をしているだけだろう」

「ってことは、今井さん、以前はサターン寮の寮りよう長ちようだったのか」

　今、彼らが対戦している寮の名前をあげて納なつ得とくする真人を、蘇王が言いたいことがありそうな目で眺ながめる。

　だが、すぐにゲーム開始を知らせる笛がなったため、彼らは会話を切りあげ、ラケットを手にしてコートに入った。

　あと三ゲーム取れば、彼らの勝ちだ。

　そして、すでに勝敗は見えていた。

　ストレート勝ちをしそうな勢いで得点を重ね、かなり余裕の出てきた真人の目に、その時、見物人に交じって立つ男子生徒の姿が映った。──飛び込んできたと言ってもいいだろう。

　それは、先ほど食堂で真人にぶつかった生徒で、以前にもどこかで見たことのある顔である。

（……あの人）

　どこで見たのだったか。

　だれだったか。

　すっかり気がそれていた真人は、打ち返されたボールを取りそこなって失点する。

（しまった──）

　周囲で巻き起こる落らく胆たんの声とブーイング。

　ふり返った蘇王にも、言われる。

「ボーッとしてたろう、真人」

「悪い」

「楽勝だからって、気を抜くな」

　そこで、気合を入れ直して構えるが、意識はどうしても、あの男子生徒に向いてしまう。相手のサーブを待つ間に、横目でチラッと確かく認にんすると──。

（あ～。やっぱりか～）

　その生徒の肩かたのあたりに、黒い影かげが揺ゆらぐのが見える。

　気になるのは、そのせいだ。さっきよりぼやけた感じだが、真人には、それが長い黒くろ髪かみの女性であるのが、感じ取れた。

　とたん、ぞわっとする。

　ぞわっとするくせに、怖こわいもの見たさで、もう一度チラッと男子生徒のほうを見た真人は、彼のそばに見知った顔があるのに気づく。

（あれは、守谷さん……？）

　遠目にも、その白く滑なめらかな肌はだがわかる、相変わらず退たい廃はい的な印象の美青年だ。そして、二人の姿を並んでとらえた瞬しゆん間かん、真人は、その男子生徒をどこで見たのか、思い出す。

（──そうか。この前、「象牙の塔」で）

　と、その時。

　スパーンと。

　切れのいい音をさせて飛んできた黄色いボールが、赤いクレーコートを叩いた。

（うわっ！　やべっ！）

　またやってしまったと思いつつ、反射神経のみで動いた真人は、次の瞬間、頭から突っ込むように転んでしまった。

　脳からの命令が混乱したのか、単にトロかっただけなのか。

　ただ、真人の足首には、たしかに何かにグッとつかまれた感かん触しよくが残っているのだが、それを自覚する前に、もつれてよろけてこけたのだ。

　それは、まさに、あと一歩でスーパーマンという吹ふっ飛び方だった。

　ズサッと。

　音を立てて転がった真人の上を、無情にも黄色いボールが越えていく。

　しんとする場内。

　少し遅おくれて、ピーッと笛の音が響いた。

　もちろん、相手方のカウントだ。

「大だい丈じよう夫ぶか、真人」

　近寄ってきた蘇王が、反転して仰あお向むけになった真人を覗のぞき込む。

「──信じられない、こけた」

「見ればわかる。起きれるか？」

「──多分」

　うなずいて、差しだされた手につかまって起きようとした真人が、すぐに「イテッ」と叫さけんでしゃがみ込んだ。

「ああ、やっぱり足首を痛めたみたいだな」

「かな？──あー、っくしょう」

「まったく」

「仕方ないな」とつぶやき、自分もしゃがみ込んで真人の足首に触さわろうとした蘇王が、そこでふっと動きを止め、嫌いやなものでも見たように眉まゆをひそめた。

　それから、慎しん重ちように手をのばし、真人の足首に絡からみついているものに触ふれる。

　それは、長い黒髪だった。

　しかも、たった一本のくせして、尋じん常じようではない霊れい気きを発している。

「お前、こんなものに、いったいどこで──」

　触れたのか。

　だが、最後まで言う前に、別の声が割って入った。

「どうやら、捻ねん挫ざしたようだね」

　ざわめきの中、不思議と真っ直すぐ届く声。

　二人して顔を向けると、赤いクレーコートの上を突っ切って、白衣姿の環が近づいてくるところだった。

　風になびくくろがね色の髪かみ。

　均整のとれた体つき。

　眼鏡をかけて控ひかえめにしている割に、歩く姿が威い風ふう堂どう々どうとしていて神こう々ごうしく、あたかも大天使のお通りであるかのように、自然と人々の目が吸い寄せられる。

「環ちゃんだ」

「環先生、こっち向いてくれ～」

「環ちゃ～ん」

　そんな呼びかけが起こる中、当の環は、二人の前で立ち止まると、ケガの様子を見ることもなく、座り込んでいる真人の脇に腕うでを差し込んで強ごう引いんに引き寄せる。

「おいで、真人」

「ちょっと、待ってください」

　勝手に真人を連れ去ろうとする環の肩に手をかけて止めた蘇王だったが、ふり向いた環は淡たん々たんと応じた。

「言っておくけど、この足で、試合の続行は無理だよ。代役を立てるんだね」

「診みもしないで、よくわかりますね」

「わかるさ。転ぶところを見たからね。──ということで、真人は私が預かる」

「だけど、そいつは──」

　なおも反論しかけた蘇王に対し、眼鏡の奥の瞳ひとみを銀色に輝かがやかせた環が、挑ちよう発はつ的な笑えみを浮うかべて言い返した。

「もちろん、わかっているよ。転ぶところを見たと言っただろう。それも含めて、私が預かると言ったんだ」
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「わかっているって──」

　いったい、何をわかっているのか。

　何が、「それも含めて」なのか。

　互たがいの腹を探さぐり合うように、蘇王の黒真しん珠じゆのような瞳と環の銀色に輝く瞳が正面からぶつかった。

　間にはさまれた真人が、「……あの」と言いかけるが、まったく取り合ってもらえない。

「──いいでしょう」

　ひとまず相手の言い分を受け入れた蘇王が、「でも」と言う。

「一つ確認させていただくと、医者である貴方あなたに、今のこいつに対して何ができると？」

「もちろん、なんでも、さ。──なんといっても、『ホトケの環』だからね。神仏に『不可能』という文字はないんだよ」

　丁てい寧ねいなようでいて傲ごう慢まんに言い放った環が、見物人たちを顎あごで示して続ける。

「だから、君は君で、安心して自分の役割をまっとうするといい。人間同士、この手の茶番は必要なんだろう？」

　蘇王が眉をひそめた。

　今の言い方は、まるで、自分を人間同士の付き合いから除外しているようである。

「……貴方は、いったい」

　なに様のつもりなのか。

　言葉にせずともニュアンスは伝わったはずだが、それには答えず、環は真人を抱かかえるようにして歩き出し、その場から立ち去った。







　　　　３




　医務室で足首に包帯を巻いてくれている環の、長く器用そうな指先を見ていた真人が、「ふうん」と感心したような声をあげる。

　気づいた環が、顔をあげて訊きいた。

「なにが、『ふうん』？」

「いや。さすがに、巻くのが上手だと思って……」

　とたん、環が面おも白しろいことでも聞いたかのように、眉をあげて真人を見る。ややあって、「なるほど」と納なつ得とくし、作業に戻もどりながら言う。

「『巻くのが』、ね」

　それからしばらくは、沈ちん黙もくのまま、手当てだけが進む。やがて、「よし」と言って、真人の足を叩たたいた環が、椅い子すを回しながら告げた。

「こっちは終しゆう了りよう。──あとは、顔と腕の擦すり傷か」

　環が消毒薬を用意する間、包帯を巻いてもらったほうの足に靴くつ下したをはくかどうかで悩なやんでいた真人は、ふいに腕を取られ、傷口に消毒薬のついた綿を容よう赦しやなく当てられてしまい、「イテッ」と声をあげた。

「だから、それ、染しみるんだってば」

　つい腕を振ふり払はらおうとしたが、思った以上に強い力でつかまれていて抜ぬけない。

　涼すずしい顔で腕をつかんだまま、環が飄ひよう々ひようと言い返す。

「うん、知っている。それに、前にも言ったけど、良薬は口に苦し。染みるから、効力があるんだと思わないとね」

　あちこちの傷に消毒薬を塗ぬりたくりながら、環が「それはそうと」とたずねた。

「ポチは、元気にしている？」

「イテッ──ポチって？──イテッ」

「散歩好きの石。──ほら、以前、ピカピカ光りながら、私のところに来ただろう」

「──ああ」

（ポチね…）

　そういえば、そんなこともあった。

　すっかり忘れていた真人だったが、考えてみれば、この校医は、光りながら浮ふ遊ゆうしている「ポチ」ならぬ「くるのまがり」をそのまま受け入れ、あまつさえ、紐ひものようなものでグルグル巻きにして大人しくさせてくれた張本人ではないか。

　そこで、真人は、少々げんなりしながら答えた。

「……元気ですよ。元気すぎて大変なくらいで」

「ということは」

　そこで、ポンと、真人の鼻の頭に消毒薬の染み込んだ綿をくっつけた環が、その場で二、三度ポンポンと叩きながら、続ける。

「君の寝ね不ぶ足そくの原因は、それだね？」

「そうです」

　消毒薬が染みたため、顔をしかめながらうなずく真人。うなずきながら、そういえばと、頭の中で考えていた。

　ちょっと前になるが、真人の顔色を見て、環が「寝不足？」と訊いてきたことがあったが、あれは、このことを言わんとしていたのか。だが、そうなると、この謎なぞめいた校医は、とても親切であるのかもしれない。──でなければ、よほど好こう奇き心しんが強いのか。その両方ということもあり得る。

　環が、質問を重ねた。

「でも、見たところ、持ち歩いていないようだけど、今は、どうしているんだい？」

「金庫に入れてあります」

　どこか勝ち誇ほこったように答えた真人。

　実際、真人は、金庫に入れることを考えついた瞬しゆん間かん、「勝った！」と思った。

　寮りようの部屋には、貴重品をしまっておける頑がん丈じような金庫が備え付けてあり、暗証番号を打ち込むことで電子ロックがかかるようになっている。そこに入れてしまえば、さすがの「くるのまがり」だって、おいそれと出歩けないはずだ。

　だが、「へえ。金庫ねえ」と受けた環は、そこで、ようやくピンセットを置きながら、どこか残念そうに付け足した。

「……役に立てばいいけど」

「え？」

　聞きとがめた真人が、身を乗り出して、どういうことかと問いただそうとするが、なぜか急に顎をつかまれ、フッと息を吹ふきかけられたので、とっさに目をつむってしまう。

　フワッと。

　鳶とび色いろの前まえ髪がみが浮うき上がり、なんともいえない清せい涼りよう感かんが全身に行き亘わたる。

　以前にもこれと同じことがあったが、今回は、心なしか、肩かたのあたりもフッと軽くなったような気がした。自然と深い呼吸をしていた真人が、しばらくしてゆっくり目を開けると、驚おどろくほど近くに環の顔があって、びっくりする。

　間近で見ても、えらくきれいな顔だった。

　まぶしすぎて、正視に耐たえないくらいである。

　ドギマギして固まった真人の前で、検分するように軽く首をかしげた環が、真人の肩かた口ぐちや腰こしから足のあたりをパッパと手で払い、最後に髪かみの毛を梳すくように整えて、満足そうにうなずく。

「うん、完かん璧ぺきだな。これで、元通り、きれいになった」

「──？」

　なんのことかわからず、真人が眉み間けんにしわを寄せて見返していると、そのタイミングで、医務室のドアがひらいて、蘇王が姿を現した。彼は、ドアのところで一いつ瞬しゆん動きを止めて中にいる二人を凝ぎよう視しし、軽く眉まゆをひそめながら入室してくる。

　それを機に真人から離はなれた環を目で追い、真人の前に立ったところで、視線を移して従兄弟いとこにたずねた。

「──調子は？」

「ん～、やっぱ捻ねん挫ざみたいだ。今、手当てが終わったところ。──そっちこそ、試合はどうだった？」

「勝ったよ。……ただ、このあとの決勝戦は、どうなることやら」

「俺の代わりに、誰だれが出たんだ？」

「藤代さん」

「へえ」

「でも、フルセットをやるのは疲つかれるからイヤだそうで、今、決勝戦に出られる奴やつを探しに行かせている。白羽の矢が立っているのは、中三の奴だ」

「ふうん」

　相あい槌づちを打った真人が、スッと目を伏ふせてあやまる。

「悪かったな。俺のせいで」

「いや」

　短く否定した蘇王が、「それより、お前」と言って真人の腕うでを取り、身体からだをまわり込むようにしてあちこち確かく認にんしながら、たずねた。

「試合に出る前、どこで、なにをしていた？」

「なにって、別に……」

「『別に』ってことはないはずだぞ。あんな霊れい障しようをまとわりつかせていたんだから」

「霊障？」

「ああ。霊そのものではなかったが、どこかで悪あく霊りようのようなものに触ふれてしまって、その影えい響きよう下にあったんだろう。こけたのは、そのせいだ」

「へえ、そうなんだ」

　そこで、真人が考え込む。

　言われてみれば、こける直前、足首をつかまれたような感覚があった。

　ただ、蘇王がいくら調べても、今の真人には、先ほどのような穢けがれは見つけられず、むしろ、清水で洗い流したかのように、全身、きれいな気をまとっていた。おかげで、霊障の原因がなんであったかもわからなくなっている。

　真人から手を離した蘇王が、何か言いたそうな目で、机に向かってカルテを書いている校医を見やる。

　おそらく視線に気づいているのだろうが、環は顔をあげようとしない。

　雄ゆう弁べんな沈ちん黙もくが流れる中、真人が「そういえば」と声をあげた。

「転ぶ前に、女性の霊を見たかも」

「女性？──どこで？」

「どこで、というより、ある人にくっついていたというべきかな」

「ある人？」

　蘇王の疑問に対し、真人が首を横にふりながら応じる。

「名前まではわからないけど、たぶん、『地球テラの住人』の一人だ。──っていうのも、この前、『象牙の塔』に入った時に見かけたんだ。……守谷が一いつ緒しよだった」

「守谷が？」

　その名前に敏びん感かんに反応した蘇王。

　真人も、その名前を口にする際は、どこか警けい戒かいした響ひびきになる。

　そんな二人のほうへ、環がチラリと意味有りげな視線を流す。どうやら、聞いていないようでいて、しっかり会話に耳を傾かたむけているらしい。

　顎あごに手を当てて考え込んだ蘇王が、食傷気味につぶやく。

「それは、なんとも嫌いやな感じだな」

「うん」

　真人も、まさにというように深くうなずいた。

「とっても嫌な感じだよ。──あの人、まったく懲こりていないのかも」
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　その夜。

「つ～っかれた～」

　叫さけんで、バタンとベッドの上に横たわった真人は、うつ伏ぶせのまま「や～れやれ」とため息をついた。

　医務室での手当てのあと、蘇王を呼びに来た生徒に、なぜだか真人も連れていかれ、そのままテニスの試合観戦を強要された。あとで聞いた話によると、それは、現寮りよう長ちようである藤代公彦の指示だったようで、試合中、下級生が萎い縮しゆくしないよう、真人をコートのそばに待機させることにしたらしい。

　それで、なんで、下級生が萎縮しないのかはわからなかったが、結果として試合に勝ち、ヴィーナス寮は優勝を手にした。

　だからといって、球技大会の宣せん誓せい式で宣誓するのがこの寮の生徒になるという以外に、なにがあるわけでもないのだが、寮りよう内ないは完全に祝しゆく杯はいムードで、実際、夕食では、長老会から全員にアイスがふる舞まわれ、大いに盛り上がった。

　都会にいれば、いくらでも遊ぶ場所があって、男子校という特とく殊しゆな環かん境きように対するストレスを発散できるが、こんな片かた田舎いなかに閉じこめられている血気盛んな青年たちにとっては、ちょっとしたことでもお祭り騒さわぎにしないと、他ほかに有り余るエネルギーの使い道がないのだろう。

　それがわかっているので、長老たちもちょくちょくこういう気まぐれを起こし、学校側もそれを容よう認にんしている。そのために、わざわざ生徒会とは別に、長老会が管理する予算を毎年計上しているくらいである。

　そして、今回、騒ぎの中心人物に祭りあげられてしまった真人は、途と中ちゆう、なにか大切なことを忘れているような気がしてならなかったのだが、それがなんであるのか、思い出せないままお風ふ呂ろに入り、ヘロヘロになって戻もどってきたところで、部屋のドアに張り紙がしてあるのに気づいて愕がく然ぜんとしたのだ。

　そこには、達筆な文字で、こう書いてあった。





貴き殿でんの活かつ躍やくには、私も大いに楽しませてもらいました。

依よって、本日中に提出予定だった読書感想文の期限を、明日の朝まで延ばすことにします。

良い夜を──。




現国　吉村






　読み終えた真人が、その場で「ああああ」と崩くずれ落ちる。

「そうだった～。読書感想文～！」

　すっかり忘れていたことをようやく思いだし、真人は、疲つかれ切った身体に鞭むち打うって、それから数時間かけて読書感想文を書きあげた。

　終わったのは、午ご前ぜん零れい時をまわろうかという頃ころだ。

　消灯時刻はとっくに過ぎていたが、手元の明かりだけを頼たよりに、なんとか書き終えることができた。

　そして、現在。

　あとは寝ねるばかりとなり、仰あお向むけになった真人は、ベッドの上でゆっくりと目を閉じる。

　そのまま静かに寝ね入いるかと思いきや──。

　突とつ然ぜん、頭の中に、エコーがかかったように、一つの言葉が浮うかんでくる。





──役に立てばいいけど。






　それは、医務室で、環が言った言葉だ。

「くるのまがり」について話していた時に、真人が「金庫にしまってある」と得意げに報告したら、そうつぶやき返されたのだ。

（役に立てばいいって……）

　まるで、金庫に入れたくらいでは、「くるのまがり」は止められないと言わんばかりで、ふいに不安になった真人は、暗がりの中、ガバッと身体からだを起こすと、懐かい中ちゆう電灯を手にして、せっかくあがったベッドをおりた。

　観音開きの洋服ダンスをあけ、その中に設置されている金庫を照らす。

　明かりの中に浮かびあがった四角い箱には、特に異常はないように思える。

　それでも、念ねんの為ため、暗証番号を押して金庫を開いてみると、そこには、お金の入った財さい布ふとパスポート以外、何も入っていなかった。数日前、たしかに、その上に紐ひものようなものでグルグル巻きにした「くるのまがり」を突つっ込んだのに、きれいさっぱり消えている。

「噓だろ～」

　洋服ダンスの前でがっくりと肩かたを落とした真人は、床ゆかの上でとぐろを巻く紐のようなものに気付いて、暗あん澹たんたる想おもいで手に取った。

　間ま違ちがいない。

　それは、「くるのまがり」をグルグル巻きにしていたものである。

　どうやら、環の予測通り、金庫など、「くるのまがり」を前にしては、まったく役に立たないらしい。

（オーマイゴッド！　誰だれか、ウソだと言ってくれ──）

　だが、もちろん、誰もそんな気の利きいたことを言ってくれることはなく、しばらくその場で放心していた真人は、仕方なく踵きびすを返し、懐中電灯を手に夜の寮内を捜さがしに出かけた。

　いったい、どこに行ってしまったのか。

　そもそも、なんで、フラフラ、出歩くのか。

　たぶん、理由はないのだろう。ただ、散歩がしたいから、散歩をする。たとえ、それが人の迷めい惑わくになろうと、「くるのまがり」にはまったく関係ない。飼い犬が飼い主の目を盗ぬすんで抜ぬけ出すのと一いつ緒しよで、そうしたいから、そうする、いわば本能なのだ。

　とはいえ、疲れ切った身体で捜すには、この寮りようは広すぎる。

　しかも、真人は足を捻ねん挫ざしていて、痛む足を引きずりながら歩くのは、本当に辛つらい。まさに泣きたい気分である。

（ちくしょう。──あいつ、見つけたら、ただじゃおかないぞ）

　そんな気き迫はくが伝われば、相手が逃にげ出してしまうのはわかっていても、そう思わずにはいられない。真夜中ということで大声を出すわけにもいかず、真人は、ただひたすら黙だまって歩いているのだが、そのことも、肩にずしりと重くのしかかる十じゆう字じ架かとなっている。

　もっとも、怒いかりや不満がさほど持続しないのが、真人という人間だ。

　そして、なんといっても、夜の寮内はしんと静まり返っていてミステリアスだった。「くるのまがり」が散歩に出たくなる気持ちも、わからなくはない。

　真っ暗な廊ろう下かを懐中電灯で照らしながら歩いていると、丸い光の中に浮かびあがる壁かべの様子や家具など、あらゆるものがふだんとは違ちがった装いに見えてくる。

　柱頭の飾かざり。

　階段の手すりの彫ほり込み。

　ソファーの柄がら。

　いつもはよく見ようともしないそれらのものが、部分的に映し出されることで、やけに脳のう裏りに焼き付く。

　しだいに、夜歩き自体を楽しみ始めた真人は、三階、二階と見てまわるうちに、気づけば、すっかり当初の目的を見失いかけていたのだが、そうなると、今度は、捜されている「くるのまがり」のほうが、隠かくれ鬼おにに忘れさられた子どものように淋さびしい気持ちになるのか、ほどなくして、階段塔とうのところでホワン、ホワンと、これ見よがしに光りながら浮き沈しずみする姿が、目に入った。

「あ、いた」

　つぶやいた真人が近づこうとすると、「くるのまがり」が退くようにスウッと動く。

「おい、こら」

　ここに至ってまだ遊ぶかと、真人が飼い犬を叱しかるように言う。

「逃げるな。バカ。俺は眠ねむいし、足をケガしているし、とってもかわいそうなんだぞ」

　だが、追えば追うほど、「くるのまがり」は楽しそうにフワフワ、ホワンホワン、発光しながら階段塔を下りていく。しかも、きちんとあとを追ってきているか、時おり、止まりながらの逃とう避ひ行こうだ。

　完全に遊ばれている。

　さらに、一階まで辿たどり着くと、「くるのまがり」は、スウッと誘さそい込むように角を曲がって廊下の奥へと消えてしまった。

（──ああ、くそ）

　終わりの見えない鬼ごっこに、真人は一いつ旦たん立ち止まり、なんとかつかまえる手段はないものかと、その場で考えをめぐらせる。

　と、その時──。

　ボソボソと。

　すぐ近くで、声がした。

　ハッとした真人は、迷った末、懐中電灯の明かりを消して「くるのまがり」が消え去った廊下の角に身を潜ひそめる。

　暗がりを透すかして見ると、食堂脇わきの窓のところに人ひと影かげがあるのがわかった。夜に溶とけ込んでいて顔まではわからなかったが、その独特のシルエットに見覚えがある。

　長い髪かみを背中で三つ編みにした立ち姿。

（守谷則継──）

　自然と、真人が息をつめる。

　色々と物ぶつ騒そうなことにかかわっていそうな彼が、こんな時間にだれかと密談しているとは、なんとも怪あやしいことである。

　暗がりからは、こんな声が聞こえてきた。

「本当に、『ヒシンライ……ノ書』……なの……か」

「……では……を燃やした……だが」

「ミナカタが、どこでこのことを……わからない……」

「…………は、そう言っていた」

　暗がりでの会話は続くが、どうしてもところどころ聞き取りづらく、言葉が真人の頭の中で意味をなさない。そこで、なんとかもっとよく聞き取ろうと身を乗り出した真人は、無意識に痛めたほうの足に体重をかけてしまい、とっさに「イッ」と声にならない声をあげてしまった。

　とたん。

「──」

　暗がりにいる二人に緊きん張ちようが走ったのが、気配でわかる。

　すぐに一人がこちらに近づいてくる足音がして、真人は動どう揺ようする。

（やべっ）

　このままでは見つかると焦あせりながら、暗い廊下を後あと退ずさりしていると──。

　ふいに、横合いから手が伸のびて、真人の口をふさいだ。

　悲鳴をあげる間もあらばこそ、真人の身体は、そのまま、強い力で暗がりの奥底へと引きずり込まれてしまう。

　それと入れ替かわるように、守谷が角から顔を覗のぞかせるが、暗くら闇やみに沈み込んだ廊下は見通しがまったく利きかず、なにかの存在を判別することはできなかった。

　そこで、守谷が慎しん重ちように奥へと踏ふみ出しかけた時だ。

　ジリリリリリリリリリリリリリリ。

　建物の外で非常ベルがけたたましく鳴り響ひびき、ハッとした守谷は、踵を返すと、その場を急いで立ち去った。
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　遠くで、非常ベルの音が鳴り響いている。

　それを聞きながら、真人は身動き一つ取れずにいた。暗がりで口を押さえられ、なおかつ、壁に押し付けられているせいだ。

　真人を押さえつけている人物は、自分の部屋のドアの陰かげから廊下の様子をそっとうかがい、人の気配が遠ざかったところで「行ったみたいだな」とつぶやき、ようやく真人を解放する。

　とたん。

「なにするんですか!?」

　真人が、叫さけんだ。

「びっくりさせないでください。だいたい、こんな時間になにを──」

　すると、うるさそうに、もう一度真人の口を手でふさいだ相手が、間近に顔を覗き込んで注意する。

「随ずい分ぶんな態度だね、真人。困っているようだから、助けてあげたのに」

　丁てい寧ねいな言葉の割に、口調はどこか高飛車だ。

　黒くろ縁ぶち眼鏡の奥で光る銀ぎん灰かい色しよくの瞳ひとみ。

　額におちかかるくろがね色の巻き毛。

　真夜中に見ても、遜そん色しよくなくきれいな相そう貌ぼうをした環は、真人の口をふさいだまま続ける。

「それに、言わせてもらえば、こんな時間に何をしているのかと訊ききたいのは、立場上、私のほうだと思わないかい？」

　一理ある。

　それに、こうしている今も、非常ベルは鳴り響いていて、焦った真人は、とりあえず首を縦に動かして相手の主張を認め、さらに警報に注意をうながすように指先をあげて、天てん井じようをさした。

　それに対し、チラッと天井を見てから、環がたずねる。

「天井が、どうかした？」

　口をふさがれたままの真人が、「違う」と言わんばかりに首を横に振ふる。それから、もう一度上をさし示しながら、その指先を回して見せた。

　だが、環には通じないようで、「う～ん」とうなって首をかしげる。

「わからない」

　そこで、真人が口をふさいでいる彼の手を両手で指さす。

　それをジッと見おろした環が、ややあって、「ああ、そうか」と理解し、ようやく口から手を離はなしてくれた。だが、その際、口元をよぎった楽しそうな笑えみからして、半分は真人をからかっていたようだ。

　ただ、焦っている真人は、気づかずにわめく。

「先生、これ」

　言いながら、また天井を指でさしながら続ける。

「火事だ」

「そうだね」

「逃にげないと」

「どこへ？」

「どこへって──」

　まったく動じていない環に、真人が途と方ほうに暮れたように相手を見あげる。

　そんな真人の鼻の頭をつつき、環が「大だい丈じよう夫ぶ」と請うけ合った。

「この音はうちじゃないよ。それに、今、慌あわてて出て行けば、さっきの連中がこっちの正体を知ろうと待ち構えている可能性がある。──少なくとも、私が相手の立場だったら、明らかに、他ほかの連中より早いタイミングで飛び出してきた奴やつを、立ち聞きの主と考えるな。なにせ、この時間であれば、本来なら、ベッドの中で眠ねむりこけているはずなんだ」

「……なるほど」

　そうかもしれない。

　だが、近くで火災が発生したら、まず逃げるべきではないのか。

　それに、舎しや監かんであれば、生徒の誘ゆう導どうをしないといけない気もしたが、環は、そんなことはどうでもいいように、「それより」と言って、部屋の奥へと歩き出しながら続けた。

「初しよ志し貫かん徹てつだよ、真人」

「初志貫徹？」

「うん。君、そもそも、なんで、真夜中のこんな時間に寮りようの中をうろつきまわっていたんだい？」

「あっ……と、それは」

　言いながら、すっかり環のペースに乗せられて部屋の奥へと歩いて行った真人は、細い廊ろう下かを抜ぬけ、広々としたリビングに出たところで、「げ」と小さく声をあげた。

　そこに、「くるのまがり」がいた。

　ベルの音に反応しているのか、嬉うれしそうに、ホワン、ホワンと発光しながら、あっちこっち飛び回っている。

　その様子は、「元気」という以外にない。

　絶句した真人の背後で、環がため息まじりに言う。

「わかってくれたかな。──君が、あれを連れて行ってくれないと、私は、落ち着いて読書もできないんだ」

「……ですよね」

　そこで、真人は、ヒョコヒョコと片足を引きずりながら「くるのまがり」に近づき、油断して真人の前に飛んできたところをつかまえると、ソファーに座り込み、ポケットにいれてあった紐ひものようなものを取りだして、グルグル巻きにし始める。

　その様子を見ていた環が、「ああ、そうじゃなく」と注意して、真人の背後から手を伸ばし、正しい巻き方を伝授する。

「巻く順番があるんだ」

「そうなんですか？」

「うん。まず、左から右に斜ななめ掛がけをして……うん、そう……それで、こっちから引っ張って回して──あ、違ちがう、そっちじゃなく、こっち」

　耳元で響く声が、なんとも心地ここちよい。

　どんなざわめきの中でも真っ直すぐに届く環の声は、近くで聞くと、逆にαアルフア波でも発しているかのような微び妙みような揺ゆらぎが感じられる。

　ただ、その間も非常ベルは鳴り響いていて、表が徐じよ々じよに騒さわがしくなっていく。

　それだというのに、真人には、それらの騒ぎがひどく遠くに思えて、まるで、ここだけ別世界であるかのように、安あん穏のんとくつろいでいた。

「そうそう。それで、そのまま同じように巻いて行くと……」

　真人の手の中で、グルグル巻きにされていく「くるのまがり」が、しだいに、その光を弱めていく。

　ホワン。

　ホワン。

　ホワ……。

　やがて、最後の光を発した「くるのまがり」が、完全に紐のようなものの下に隠かくれて見えなくなると、真人は、端はしを結んで首からかけられるようにした。

「できた！」

　ホッとしたように叫んだ、その時。

　ふいに、消防車のサイレンが聞こえてきて、現実が生々しく真人の上にのしかかってくる。

「消防車──？」

「そうだね。……どうやら誤報ではないようだ」

　顔をあげた環が同意したところで、さらに、現実を突つきつけるように、部屋のドアが強くノックされる。

「仏野先生！　仏野先生！　いらっしゃいますか？」

　蘇王の声だ。

　従兄弟いとこの声を認にん識しきした真人が、ビクッと反応する。

　なんで、よりにもよって、蘇王なのか。

　ここにいたことがばれるのは、あまり好ましくない気もするのだが、こうなった以上、もう隠せないだろう。

　そんな真人を尻しり目めに、ソファーを立ってドアをあけに行った環の前にいたのは、やはり、蘇王だった。環もそうであるが、蘇王も、こんな時間であるというのに、相も変わらず端たん然ぜんとしている。

　環が、面めん倒どうくさそうに問う。

「なんの騒ぎだい？」

「お聞きの通り、『象牙の塔』で火災です。コートヤードのお堂が燃えていて、一部の生徒の話では、そこに火だるまになった人間がいたということなんですが……、向こうは混乱していて正確なことはわかっていません」

「そう」

　死者が出たかも知れないという割に淡たん々たんと返した環が、ふり返って真人を呼ぶ。

「真人」

　とたん、蘇王がはじかれたように顔をあげ、険しい表情で奥を見やる。

　すると、紛まぎれもなく、そこに、捻ねん挫ざしたほうの足をヒョコヒョコ引きずって歩く従兄弟の姿が現れた。

　いったい、こんな夜中に、ここで何をしていたのか。

　詰きつ問もんしたくなるのをこらえる蘇王の前で、環が真人に手を伸のばして告げる。

「聞こえたね？──私は向こうの様子を見に行って来るので、君は、部屋に戻もどって監かん督とく生の指示を待ちなさい。もう、大丈夫だろう？」

「はい。……ありがとうございます」

　頷うなずいた真人の前まえ髪がみをさらりとかき混ぜると、環はフッと口元だけで笑い、踵きびすを返しながら宣言した。

「ま、どうせ、すぐに次の問題が襲おそいかかってくるよ。──覚かく悟ごすることだね、真人」

　そこで、前を通りすぎざま、蘇王の胸のあたりをトンと突いて続けた。

「もちろん、君も」
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　翌朝。

　前夜から引き続き、御堂学院は異様な興奮のうちにあった。

　なんといっても、一時は、救急車、消防車、パトカーを合わせると、いったい何台の緊きん急きゆう車両が来たかわからないほど、敷しき地ち内は赤い回転灯を光らせた車両で一いつ杯ぱいになったのだ。

　それが、ひとまず落ち着き、明け方には一度静けさを取り戻したが、今朝になって、今度は警察車両と報道車両が、こぞって押し寄せた。

　もちろん、報ほう道どう陣じんは正門前で完全シャットアウトであるが、空を飛びまわるヘリコプターだけは止めようがない。

　それで、朝から、やたらと上空が騒がしい。

　警察官が多いのは、死者が出たせいだ。

　火事があったのは、蘇王の言った通り「象牙の塔」のお堂付近で、幸い、火の手は大きく広がらなかったものの、焼け跡あとから一つの焼しよう死し体たいが発見された。

　それを受け、朝までに各寮りようで点呼を取った結果、行方ゆくえがわからなくなっているのは、「地球テラの住人」である下しも平だいら徹とおるという生徒だけだった。警察はまだ断定を避さけているが、おそらく、亡なくなったのは、その生徒で間ま違ちがいないだろう。

　関係者の動どう揺ようが激しいことや学校側が事件の対応に追われていることから、午前中の授業は全て中止となり、寮エリアは、時間を持て余す生徒たちでざわついていた。

　中でも特に、「象牙の塔」は、創立以来、かつてないほどのにぎわいとなっている。

　だが、基本、「象牙の塔」に入るには、そこの住人に用がないといけない。

　そこで、各寮の下級生たちは──その殆ほとんどが高等部の生徒であるが──、日ひ頃ごろ親しくしている高三の先せん輩ぱいに頼たのみ込んで、その生徒を訪おとずれるという名目で入り込んだ。もちろん、彼らのお目当ては、事件現場を見ることだ。

　コートヤードは、黄色いテープが張られて立ち入り禁止となっているが、なんといっても、それを囲むように各階の廊ろう下かがめぐっているため、コートヤードに面した手すりは、見物に訪れた生徒たちで鈴すずなりの状態だった。

　そこに、藤代と蘇王と真人の姿もある。

　彼らは、朝食のあと、「これから、綾部さんのところに行くけど、一いつ緒しよに来るか？」と誘さそいに来た藤代について、様子を見に来たのだ。だが、当然、綾部の部屋には直行せず、見物しやすそうな二階の廊下から、事件現場を見おろしている。

　焼け落ちたお堂には青いビニールシートがかけられ、黒こげになった地面の上を、鑑かん識しきの制服を着た警察官が忙いそがしそうに動きまわっていた。

「みんな、もの好きだねえ」

　上から下まで、廊下の手すりに鈴なりになっている生徒たちを見まわした藤代の言葉に、蘇王と真人が小さく苦く笑しようする。

　そのもの好きの中に、自分は入っていないのか。

「ああ。あっちには、守谷とその取り巻き連中の姿もある」

　藤代が顎あごで示した先を見れば、彼らがいるのとはちょうど反対側の廊下に、退たい廃はい的な雰ふん囲い気きを醸かもし出す美青年の姿が見えた。

　その一いつ瞬しゆん、真人の脳のう裏りによぎったもの──。

　そういえば、昨夜、彼とひそひそ話をしていたのはだれだったのか。声に聞き覚えがある気もしたが、なにせ、こもっていてよく聞き取れなかったのでわかりそうにない。

　ただ、話の中に「ミナカタ」という名前が出てきたのが、ひどく気になる。

（燃えたとかなんとか、そんなようなことを言っていたようにも思えたし……）

　真人が考え込んでいると、藤代がつぶやいた。

「それにしても、下平さんがねえ」

　階下に視線を移していた彼の、どことなくもの思わしげな口調に、同じように事件現場を見ながら、蘇王がたずねる。

「何か、気になることでもありましたか？」

「まあ、そうだね。あるといえばあるかな」

「例えば？」

「ほら、下平さんといえば、例のあの心しん霊れい写真を撮とった人物だろう」

　そこで、思い当たった真人が口をはさむ。

「Ａ峠とうげの女性の幽ゆう霊れい？」

「そう」

　うなずいた藤代が、蘇王に視線をやって続ける。

「そういえば、あの時は、話が中ちゆう途と半はん端ぱに終わってしまったけど、お前が食堂で燃やした写真のことだよ」

「ああ、あれですか」

「あのあと、別の下級生から聞いたんだが、かなりいわくつきの代しろ物ものだったそうじゃないか」

「いわくつき？」

「なんでも、あの写真は、撮った時にはたしかに写っていたはずの女性の姿が、プリントアウトした際、写真から抜ぬけ落ちたんだとかって」

「あ、それ、俺も聞きました」

　証言を補強した真人が、蘇王に向かって言う。

「あの時、お前が帰ってくる前に、坂下が、そんなようなことを言っていたんだ」

「へえ」

　従兄弟いとこ同士の会話のあとで、藤代が「まあ」と蘇王に対して告げる。

「お前がその場で焼しよう却きやくするくらいだから、実際に良くないものだったんだろう」

「そうですね」

　つまらなそうに頷いた蘇王が、事件現場のほうに視線を戻しながらたずねた。

「だけど、ということは、もしかして、藤代さんは、下平さんが死んだのは、その写真のせいだと考えているんですか？」

「さて、それはどうだろう」

　彼特有の無表情な笑えみを浮うかべ、藤代はあいまいに返して続ける。

「蘇王には悪いけど、僕は、基本、神や仏を含ふくめ、超ちよう常じよう現象を一いつ切さい信じていないからね。そういうものは全て、脳の領域にあると思っている。──ただ、それとは別に、怪かい談だんとか、摩ま訶か不ふ思し議ぎな話なんかは、三度の飯や人の噂うわさ話ばなしと同じくらい大好きなんだ」

　真人が、そんな上級生の顔をあきれて見やる。信じないくせに大好きとは、やっぱり、この人は相当ひねくれているなと、思ったのだ。

　蘇王が、「別に」と応じる。

「僕に悪いことはないでしょう。何を信じるかは、その人の自由ですから。──ただ、下平さんの場合、心霊写真云うん々ぬんの前に、噂では、かなり精神的に衰すい弱じやくしていたそうじゃないですか。受験ノイローゼだったとか」

「その通り。そして、幽霊でなくても、だれかを意図的にそういう状態に追い込むことはできるからね。それを思うと、この件にかんしては、裏で糸を引いている人間がいても、おかしくはない」

　いつもの彼らしくない、怪あやしげな陰いん謀ぼう説のようなことを持ち出してきた上級生を、蘇王が違い和わ感かんを持って眺ながめる。例によってからかわれているだけかもしれないが、その割に、口調には無視できない真しん剣けんさがあるのだ。

　それで、一応、蘇王は訊きき返した。

「また、随ずい分ぶんと物ぶつ騒そうな話ですが、なんのために、そんなことをすると思うんです？」

「さあねえ。少なくとも、僕のことではないから、わからない。ただ、例えば、下平さんが、なにか重要な情報を握にぎっていて、それを聞き出すためとか、あるいはヒントをもらうために、ああいう行動を取るように仕向けたとしたら、どうだろう？」

「どうって、例えば、だれが？」

「だれかが、だよ」

　そこで、ふいに口調をガラリと変えた上級生が、「な～んて」と無責任に締しめくくる。

「そんなことがあったら、面おも白しろいのにって話だけど」

　やっぱり。

　たんに、蘇王と真人をからかって遊んだだけらしい。

　ただ、そうとわかった今でも、違和感の名残なごりはぬぐえない。なぜかはわからないが、蘇王も真人も、先ほどの藤代に、藤代らしくないなにかを感じ取っていた。

（いったい、なにが──）

　とっさに顔を見合わせた二人に、藤代が、お詫わびのつもりか、最新情報を提供する。

「それはそうと、環ちゃんは、今朝からずっと警察の事情聴ちよう取しゆを受けているそうだ。なんといっても、うちの学校のカウンセラーだからねえ。自殺に相当する悩なやみがあったかどうかとか、イジメ問題とか、警察に訊かれることは多いだろう。それに、彼の管理下にある生徒がノイローゼで自殺したとなったら、薬の処方なども含め、今後、カウンセラーとしての彼の資質を問われることにもなりかねない。──まあ、気の毒に。災難としか言いようがないな」

　言葉の割に、口調は嬉うれしそうだ。

　それで、つい、真人は環をかばう発言をしてしまう。

「でも、このことは、先生の責任ではないと思いますよ。この前だって、わざわざカウンセリングに出向いたりしていたじゃないですか。いくら先生が努力したって、生徒のほうでそれを拒こばんだりしたら、どうしようもないわけだし」

　すると、油断のならないお公く家げ顔で目を細めた藤代が、「ふうん」と言って真人を見おろす。その様子は、すっかりいつもの藤代だ。

「なんだかんだ言って、あの人をかばうねえ、真人。──そういえば、昨晩は、環ちゃんのところにいたんだって？」

「──それは」

　一瞬返事につまった真人が、「そうですけど……」と小さい声で認める。

　夜中に環のところにいたことは、できれば内密にしておきたかったが、真人には、すでにそうできない理由があった。

　というのも、あのあと、真人と蘇王が部屋に戻もどった時には、すでに監かん督とく生による点呼が始まっていて、消灯後に部屋にいなかった理由を問われた真人に代わり、蘇王が横から、「足のケガが痛んだらしく、舎しや監かんのところに、痛み止めをもらいに行っていたそうです」と答えてくれた。

　それで、その場は事なきを得たのだが、耳聡ざとくも、どこかでそのことを聞きつけたらしい藤代は、かなり怪しんでいるようである。

　その想おもいを多分に込めて、藤代が嫌いや味みっぽく言う。

「あんな真夜中に、二人でいったい何をしていたのやら」

「それは、だから、痛み止めをもらいに……」

　とたん、隣となりにいる蘇王が、白々とした視線を投げて寄よ越こした。そうではないことを、彼はわかっているからだ。

　ただ、昨晩から今朝にかけて、なんだかんだバタバタしていた蘇王も、まだ本当の理由を聞いていない。環と真人の間に、余人にはわからないなんらかの了りよう解かい事じ項こうがあるのは間ま違ちがいなさそうだが、それは、いったいなんなのか。

　だが、追つい及きゆうしたところで、教えてくれる気があるのかどうかも、怪しい。

　真人の足に視線を落とした藤代が、追及の手をゆるめずに言う。

「痛み止めね。──その割に、今日は普ふ通つうだね」

「……お陰かげ様さまで、薬が効いたみたいです」

「へえ。それはまた、随分と即そつ効こう性がある。今度、僕ももらいに行こうかな～」

　すかさず、真人が突つっ込む。

「その前に、ケガをしないと」

「わかっているよ。──もらいに行く気もないし」

　嫌味の通じない真人に、藤代がピシャリと言い返していると、そのタイミングで、彼らの背後から声がかかった。

「なんや、君たち」

　ふり返るまでもない。雅みやびな京訛なまりの話し言葉と言えば、京都の老舗しにせ呉ご服ふく問屋の跡あと取とり息子むすこである前ヴィーナス寮りよう寮長の綾部直太朗以外になかった。

　ただ、ふり返ったところにいたのは綾部だけでなく、長老仲間である今井盛しげ令なりの姿もある。

「いつまでたっても来いへんから、しびれを切らして迎むかえに来たんや」

　今井が続ける。

「俺は、そこで一いつ緒しよになって、ヒマだから、井い戸ど端ばた会議に加えてもらおうかと」

「ああ、これは、大変失礼しました」

　藤代が、礼れい儀ぎ正ただしく応じる。

「すぐに部屋のほうへうかがうつもりだったんですが、なにせ、こんな状じよう況きようであるため、好こう奇き心しんに逆らえず、つい寄り道を──」

　最初から、こっちが目当てだったくせに、藤代はいけしゃあしゃあと弁明した。綾部は綾部でそれが表面的な言い訳であるとわかった上で、そのまま受け入れる。まさに、社交辞令の応おう酬しゆうというやつだ。

「ま、気持ちはわからへんでもないけど」

　そこで、一緒に下を覗のぞき込みながら、ため息まじりに続けた。

「……にしてもなあ、下平くんも、気の毒に」

「たしかに」

「やはり、ショックですか？」

「そらそうやわ。僕なんかは、それほど親しくしてたわけやあらへんけど、一応、同じ釜かまの飯を食うた仲やからなあ」

「右に同じだね。それに、言わせてもらえば、これで、ここもしばらくは落ち着きがなくなるだろう。──なんといっても、あの幽ゆう霊れい騒さわぎのあとでこれだもんな。祟たたりだのなんだのと、怖こわがる奴やつも出てくるだろう」

「幽霊騒ぎ？」

「ああ」

　藤代に向かってうなずいた今井が、声をひそめて続ける。

「ここだけの話、この数日、『象牙の塔』の中では、幽霊の目もく撃げき談が相次いでいてね」

「へえ」

「そうなんですか？」

　藤代と蘇王が口々に言うのに、今度は綾部が教える。

「しかも、目撃されたのが、どれも女性の幽霊やったそうで、例の心しん霊れい写真のことを知ってはる生徒は、みんな、下平が連れてきた幽霊かもしれへんいうて、騒さわいではったんや」

「女というより、巫女みこさんらしいけどな」

　今井の言葉に、蘇王と真人が同時に反応した。

「巫女──」

「巫女さんの幽霊……？」

　深刻な面おも持もちで黙だまり込んだ蘇王に対し、眉まゆをひそめて考え込んだ真人が、気がかりそうな口調でたずねる。

「……あの、ちょっとお訊ききしますけど、どなたか、亡なくなった下平さんの写真とか、持っていませんよね？」

「下平さんの写真？」

　唐とう突とつな発言に、藤代がいぶかしげに繰くり返しながら、真人を見おろした。ここに来て、なぜ、死んだ人間の写真なんかが見たいのか。

　だが、疑問を発する前に、綾部が答える。

「たぶん、捜さがせばあるはずやけど……」

　その口調はやはりいぶかしげで、察した藤代が思ったことを口にする。

「でも、なんで、今さら、下平さんの写真なんだ？」

「それは、どんな方だったんだろうって、ふと思ったからですけど」

　すると、一緒にいた今井が、意外なことを告げる。

「どんなって、下平なら、君、知っているはずだよ」

「俺が……ですか？」

　びっくりした真人が今井を見あげると、彼は「ああ」と頷うなずいて、教えてくれる。

「ほら、覚えてないか。ちょっと前に、カフェテリアで君にぶつかっておきながら、謝罪の一言もなかった不ぶ躾しつけな奴がいただろう。カレーをひっくり返しそうになったのを、俺が、助けてやった時だけど」

「あ、覚えてます」

　答えた真人は、衝しよう撃げきを受けた。

「でも、まさか、彼が──？」

　もっとも、それはある意味、とても納なつ得とくがいくことで、教えられたばかりの事実を重々しく受け止めながら、真人はゆっくりと事件現場に視線を戻す。

（そうか）

　あれが、亡くなった下平徹だったのだ。

（巫女のような幽霊が憑ついていた、あの人が──）
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　おおぜいの生徒でにぎわう「象牙の塔」の廊ろう下かで、守谷則継は、対岸にいる華はなやかな一団を見ながら、皮肉な笑えみを浮うかべた。

（そうして偉えらそうにしていられるのも、今のうちだよ、水方）

　前回は、こちら側の情報不足で中ちゆう途と半はん端ぱな結果となってしまったが、だからといって、決してすべてが無に帰したわけではない。

　少なくとも、最初の結界は崩ほう壊かいし、相手方の守りはもろくなっている。

　それは、明らかに前進であり、今度こそ、完かん璧ぺきな態勢でもってことにのぞみ、支配者の入れ替かえを行うべきなのだ。

　十年後、この国を陰かげで操あやつるのは、だれか──。

　ただ、そのためには、やるべきことが、まだまだたくさんある。

　守谷は、愁うれいのある黒い瞳ひとみを、地上の焼け跡あとに向けた。

　ちょうど、鑑かん識しきの人間が、青いビニールシートをめくって中に入るところで、その隙すき間まから見えたところには、焼け落ちたお堂の残ざん骸がいと、ぽっかりと口を開いている地面があった。

「炎ほのおのあとを捜せ──か」

　守谷が呟つぶやく。

　聞き逃のがさなかった取り巻きの一人が、彼のほうに身体からだを寄せて、「は？」と尋たずねた。

「守谷くん、今、何か言ったかい？」

「いや、何も」

　答えた守谷が、うっすらと笑う。





炎のあとを捜せ。

埋うずもれし言葉を掘ほり起こせ。






　それは、無念を抱かかえてこの世を彷徨さまよう巫女の亡ぼう霊れいが、守谷の求めに応じて教えてくれたことであった。

　あれは、彼らに縁ゆかりのある者だ。

（特に、水方にとって──）

　守谷が、心地ここちよさそうに目を細める。

（僕は、見つけたよ、水方）

　埋もれし言葉。

　呪のろわれた巫女の記した禁きん忌きの書──。

　藤代から得た情報をもとに、このあたりの郷土史や伝説などを、あれこれ調べただけのことはあったようだ。

　そこで、ふたたび視線をやった対岸には、あとから現れた長老会のメンバーとともに、友人と連れ立ってその場を歩き去ろうとしている水方蘇王の姿がある。

　そのすっきりとした後ろ姿を眺ながめやり、守谷はどこか勝ち誇ほこったような表情を浮かべる。

（水方家がこの世から抹まつ殺さつしたと信じているものを、この僕が手に入れる──）

　それは、水方の人間にとって、決して蒸むし返したくない過去の汚お点てんであり、闇やみに葬ほうむり、なかったことにしようとした忌いむべき失態だ。

　だが、残念ながら、それは葬り去ることができなかった。

　そして、今。

　新たな主人を求めて、この世に現れようとしている。

　新たな主人。

（僕の手によって──）

　守谷が、そんな決意を固めていると、取り巻きの外からスッとそばに寄ってきた生徒の一人が彼の耳元で囁ささやいた。

「則継様」

「黒くろ木きか」

　守谷則継が教祖を務める「巌いわ本もと神しん霊れい教きよう団だん」の信者の息子むすこである黒木は、教祖と同い年ということで、身辺の面めん倒どうを見るために送り込まれた黒子のような存在だ。常に守谷のそばに控ひかえているが、それでいて、あまり目立つことがないよう、常つね日ひ頃ごろからふる舞まいには気をつけている。

　そんな黒木に視線すら投げず、守谷が問う。

「──あっちはどうなった？」

「交こう渉しよう成立です。寄贈という形で、うちがお堂の再建を一手に引き受けることになりました」

「そうか」

「それと、警察内部からの情報では、火元の検証が終わり、この件は自殺で処理されることになったらしく、数日中に規制が解かれるそうです」

「ふうん」

　守谷が、了りよう解かいしたように頷く。

「自殺ね。ま、実際にそうなんだから、それ以外に持っていきようがないだろう。……ただ、まあ、下平さんも気の毒にね。僕も、まさか、こういう結果になるとは思わなかったけど、これも神の導きであれば、仕方ない。偉い大だいなる古代神復活のための道どう標ひようになれたと思えば、彼も納得がいくだろう」

「私も、そう思います」

　そこで、少し考えてから守谷が言う。

「導きの炎か。──そういうの、英語でなんて言うんだっけね。確か、映画のタイトルにもなった言い回しがあっただろう？」

　守谷の問いかけに、黒木が静かに答える。

「『セント・エルモス・ファイアー』ですか？」

「ああ、そう、それそれ。──『聖エルモの火』。きれいな言葉だ」

「ただ、あれは、『導き』というより、『救済』の炎という意味が強かったと記き憶おくしてます。しかも、二つなら吉きつ兆ちようを表しますが、一つだと凶きよう兆ちようになる──」

「まあ、細かいことは気にするな」

　適当に流した守谷は、手すりに両りよう肘ひじをついて身を乗りだし、眼下の景色を楽しげに見おろしながら宣言する。

「ということで、下平さんの死を無む駄だにしないためにも、早さつ急きゆうに次の手に移ろう。──これでまた、お前も忙いそがしくなるよ」
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　結局、その日は、授業が行われずに一日が過ぎた。

　もちろん、夕食の席は、学年を問わず、事件の話でもちきりになる。

　あちこちに顔が利きく高等部の生徒に比べ、圧あつ倒とう的に情報量が少ない中等部の生徒たちも、それなりに興奮した面おも持もちで話に没ぼつ頭とうしていて、食堂は爆ばく発はつ寸前だ。

　真人と蘇王がいるテーブルもその例にもれず、しかも、校内でも一、二を争うほどの情報通といわれる速達っちゃんのおかげで、どこよりも早く最新情報で盛り上がることができた。

「自殺だって」

　速達っちゃんの断定に、仲間たちから声が飛ぶ。

「なんで、わかるんだ？」

「まだ、学校側からの通達はないのに」

「水方も、藤代さんからなにも聞いてないんだよね？」

「ああ」

　簡潔な答えを受け、みんなの視線が「ほら」というように、速達っちゃんに集まる。

　だが、速達っちゃんは、自分の情報に絶対の自信があるらしく、指先を振ふって、その根こん拠きよと己おのれの努力を得々と披ひ露ろうする。

「ふふん。甘いな、君たち。インターネットで情報を拾いまくれるこの時代でも、その第一声を放つ人間は、常に足と五感を使って情報を取って来るものなんだよ。──俺の場合、夕食前に、もう一度現場に寄ってみたわけだけど、さすがに、もう見物の生徒の姿はなくて、油断していたらしい警察の人たちが、歩きながら話していたんだよ。それによると、本部で自殺と断定されたから、数日のうちに立ち入り禁止のテープをはがすって──。彼らいわく、『助かった』そうだよ」

「助かったって、なんで？」

「どうやら、ここは大物の子息が多いので有名な学校だから、地元警察も、あまり関かん与よしたくないみたいだね。これで、マスコミにイジメ問題でも取とり沙ざ汰たされたらどうするんだって、心配してたし」

「へえ」

「でも、それこそ、権力者のだれかが、そうならないよう、マスコミ操作しそう」

「だね」

「だけど、自殺となると」

　他ほかの生徒が、気がかりそうに言い出した。

「あの話が、気にならない？」

「Ａ峠とうげの女性の心しん霊れい写真か？」

「そう」

「たしかにねえ」

　みんなが深く納なつ得とくする中で、真人もそのことを改めて考える。

　彼らが言うように、下平には、間ま違ちがいなく本物の幽ゆう霊れいが憑ついていて、しかも、接せつ触しよくした真人に霊れい障しようが出るほど、性質たちの悪いものであった。

　ただ、もし彼の自殺が、その幽霊に導かれたものだとしたら、憑ひよう依い先を失ったあの霊は、今ごろどうしているのだろう。

　消えてしまったのか。

　それとも、新たな何かに憑りついているのか。

（そもそも、あの幽霊の目的は、なんだったんだろう……）

　地じ縛ばく霊れい。

　浮ふ遊ゆう霊れい。

　霊にも色々あって、その目指すところは、様々だ。

　怨おん念ねんとして、無差別に相手を取り殺すもの。

　特定の個人を狙ねらって恨うらみを晴らすもの。

　ただ単に、己の行くべき場所がわからなくて救いを求めているもの。

　何かを探すために、助けを求めているもの。

　考え込んでいると、速達っちゃんが「幽霊といえば」と、まだだれも知らない新たな情報を仲間たちに提供した。

「さっき、新聞部の奴やつに売りつけてきたばかりなんだけど、俺、すごいことを聞いたんだ」

「すごいこと？」

「だれに？」

「消防署の人」

　いったい、消防署の人間と、いつ与よ太た話をするヒマがあったのかは謎なぞであるが、それこそが、「速達っちゃん」を「速達っちゃん」にしている所以ゆえんのものなのだろう。

「その人、消防署に十年以上勤めている古株の人だったんだけど、なんと、今から十数年前、この学校の建設中に、今回とまったく同じ場所で、火事による死者が出ているんだって」

「マジ!?」

「うそだろう!?」

「なにそれ、何かの祟たたり？」

　仲間たちが口を揃そろえて驚おどろく中、やはり驚いた様子で、蘇王が静かに声をあげた。

「初耳だな。──それ、本当の話か？」

「消防署の副所長が噓うそつきでなければ、本当の話だよ」

　蘇王に答えてから、彼は、仲間たちを見まわして、「しかも」と続ける。

「話はそれだけで終わらない」

「なんだよ。まだあんの？」

「ちょっと、もう、聞くのが怖こわいんだけど」

「うん。結構、怖い話なんだ。──というのも、火事は一度ではなく、何度か起きている。その度たびに死者やケガ人が出て、さすがに何かあると思った関係者は、霊れい能のう者しやを雇やとってお祓はらいをしてもらうことにしたらしいけど、お祓いした帰り道、その霊能者は事故を起こして、炎えん上じようした車の中で焼け死んだそうだ」

「うわあ」

「それはもう、絶対になにかあるじゃん」

「土地神でも怒おこらせたのかな」

「──それはない」

　きっぱり否定した蘇王が、続ける。

「このあたりは、水方の分家筋にあたる一族が所有していた土地だし、地じ鎮ちん祭さいも、うちがやっているから、土地神ともめることはあり得ない」

「なるほど」

「水方が言うならそうだね」

「でも、そうなると、いったい何が──」

　それに対し、「ただ」と同じく蘇王が説明する。

「所有していたとはいえ、学校の建設用地になる前まで、このあたりは鬱うつ蒼そうとした森林地帯が広がっていて、うかつに人が入れるような場所ではなかったから、長い年月の間に、祟りなすようなものが入り込んでいたとしても、それは否定はできない。──実際、そんな事件が起こったのなら、そうなんだろうし」

　問題は、なぜ、そのことが水方家に伝わらなかったかである。

　もっとも、この学校の建設に関しては、様々な企き業ぎようや権力者たちの思おも惑わくが絡からみ合っていて、いかに水方の力が強いといえども、雑多な問題は当初から持ちあがっていた。

　そのうちの一つが、「深社口岩」だ。

　それまで、そういう岩があると言われているだけで、実際にそれがどこにあるのか、正確な位置はわからずにいたのだが、建設中に、学校から歩いて行ける場所に存在することがわかり、面めん倒どうな政治的駆かけ引きの末、かなり強ごう引いんに、水方家があのあたりの土地の権利を獲かく得とくしている。

　もちろん、その当時、蘇王はまだ五歳くらいなので、実際の話はわからない。

　ただ、学校建設を最初に提案した者の中には、以前から「深社口岩」の正確な場所を知っていた人間がいてもおかしくないはずだ。──というより、最近の展開を考える限り、それこそが本当の目的だったのかもしれない。

　だとすると、学校建設の話が出てきた当初のことが気になってくる。

　そこに、どんな経けい緯いがあったのか──。

　蘇王の説明に、仲間たちが感心したように頷うなずく。

「へえ」

「そんなものなんだ」

「やっぱ、祟りとかってあるんだなあ」

「だけど、それなら、どうやって、この学校を建てることができたわけ？」

「それなんだけど」

　ふたたび、速達っちゃんが説明する。その情報収集能力は、やはり半はん端ぱではない。

「当時、有名な風水建築家がいて、その人の助言を仰あおいだところ、その場所にお堂を建て、それを聖なる形で封ふうじ込めるように建物を配列するといいと言われたそうだ。その助言に従って造られたのが、今の寮りようエリアらしい」

「聖なる形？」

　そこで、みんなが考え込み、ややあって「あ」といっせいに顔を見合わせた。

「五角形か！」

「五角形の頂点を結べば、五ペン芒タグ星ラムになるもんな。──五芒星といえば、安あ倍べの晴せい明めいを含ふくめ、魔ま法ほう系のドラマや映画なんかでも御お馴な染じみになっている、最強の護ご符ふだ」

「それでもって、その中央に、あのお堂が位置するわけか」

「そうやって、祟りを封じ込めたんだ」

「すげえ。本当なら、小説のネタになるぞ」

「お堂ありきで、建てられた学校か」

　一同が納得する中で、真人が言う。

「ということは、この前、綾部さんが言っていたけど、『御堂学院』の名前の由来は、まさに、あの祟りを封じ込めたお堂にあるわけか」

「でも、それじゃあ、それが燃えちゃった場合は、どうなるわけ──？」

　仲間の一人の冷静な問いかけに、みんなが、一いつ瞬しゆん黙だまり込む。

「──あ～と、それは」

「そうだな」

「けっこう、まずいことになるかもしれないってことだ」

「祟り復活？」

　そこで、真人は思う。

（──まさか、あの巫女みこの霊の目的は、そのなんだかわからない祟りの復活にあったということなのか？）

　すると、顎あごに手を当てて考え込んでいた蘇王が、「たしかに」と重々しく口を開いた。

「速水の話を全すべて受け入れるなら、事はかなり深刻かもしれない。──できれば、その風水建築家に話を聞いてみたいが」

　それに対し、「あ、ごめん」と「速達っちゃん」こと速水が応じる。

「言い忘れていたけど、その時に相談に乗った風水建築家は、その後、行方ゆくえ不明になってしまったらしい。──つまり、連れん絡らくを取りたくても、取れない」

　片眉まゆをあげた蘇王が答える。

「それはまた、念の入ったことだな」

　それから真人を見れば、彼は彼で、先ほどから何事か考え込んでいるようで、その小ぶりな顔をしかめている。

　いったい、何がそれほど気になっているのか──。

　ただ、どうにも不ふ穏おんな今の状じよう況きようを考えれば、それも無理のない話だった。
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　その夜は、お風ふ呂ろの順番が最後であったため、真人は、高一の部屋がある階のフリースペースで、ソファーの一つに寝ねころんで漫まん画がを読んでいた。だが、すぐに気が逸それてしまい、開いたままの漫画を胸の上に乗せると、天てん井じようを見あげて考え込む。

　どうにも不可解なことが多すぎた。

　下平という生徒は、何故なぜ死ななければならなかったのか。

　それは、守谷が蘇よみがえらせようとしている古代神と関係しているのか。

　だとしたら、真人はのうのうとしていられないはずだ。現に、蘇王は、真人に対し警告を発している。蘇王自身も「神使い」である真人も、油断はできない──と。

　だが、そうはいっても、自分は、いったい何に気をつけていればいいのだろう。

　それがわからず、真人が大きくため息をついていると、気むずかしそうな表情をした蘇王がやってきて、親指で真人の部屋をさした。

「真人。今、ちょっといいか？」

　どうやら、あまり人に聞かれたくない話であるらしい。

「いいけど」

　うなずいた真人は、胸の上に伏ふせておいた漫画をテーブルの上に置き、立ちあがって蘇王のあとに続く。

　その漫画は、真人のものではなかったが、フリースペースには、こうしてだれのものとも知れない漫画が、わんさと置いてある。みんな、読み終わったものを自分たちのせまい部屋に置いておくのが嫌いやで、ここに置きに来るのだ。もちろん、公共の場に置く限り、だれが読んでも構わないということで、処分されても文句は言えない。

　同じように文庫や本もあるにはあるが、やはりアニメ大国日本というだけはあり、漫画の数が圧あつ倒とう的に多い。

　部屋に入ると、蘇王がベッドの階段に寄りかかって目の前の椅い子すを顎で示したので、真人はひとまずそこにこしかける。ただ、指図された感じが気に食わなくて、少しつっけんどんに水を向けた。

「──で、なに？」

　それに対し、従兄弟いとこは、意味不明なほど端たん的てきに切り出す。

「お前、どう思う？」

「どうって、なにが？」

「このところの色々だよ」

「大きなところでは、下平さんのこととか？」

「ああ」

　そこで、真人は椅子の背に寄りかかって頭のうしろで腕うでを組み、「う～ん」と、これまたむずかしそうにうなった。

「気持ち悪いよね」

「気持ち悪い？」

「なんか、しっくりこないというか」

「なるほど」

　うなずいた蘇王が、続けて問う。

「どのへんが、しっくりこない？」

「そりゃ、一番は、なんで、下平さんが死ななければならなかったかだよ。この前の藤代さんやさっきの速達っちゃんの話からすると、多分、表面上、受験ノイローゼかなにか、精神的な理由で自殺したということになるんだろうし、実際、ここしばらく、下平さんの言動はおかしかったようだから、そうなのかもしれない。でも、それにしたって、あれがただの受験ノイローゼなんかじゃないのは、たしかだ。警察なんかは、絶対に信じないだろうけど、心しん霊れい写真の件だけじゃなく、あの人には本当に幽ゆう霊れいが憑ついていた。それは、間ま違ちがいないよ。──俺、見たから」

「そうなのか？」

　腕を組んで話を聞いていた蘇王が、意外そうに片眉をあげて訊きき返す。

「いつ？」

「話したじゃん。──ほら。昨日、俺がテニスの試合で捻ねん挫ざした時に、医務室で」

「ああ、それなら、覚えている。──ただ、あの話は、お前に霊れい障しようを及およぼした幽霊の話だったろう」

「そうなんだけど、その時に幽霊が憑よりついていたのが、下平さんだったんだ。もっと正確に言うと、幽霊が憑りついている彼が、俺にぶつかった。たぶん、その時に霊障を受けたんだと思う」

「へえ」

　相あい槌づちを打った蘇王が、すぐに思いついたように「なるほど」とうなずく。

「それが、あの、お前と今井さんの会話につながるわけだな」

「うん」

　頷うなずいた真人が、「だからさ」と指先を振ふって、こんがらがりそうな話を整理する。

「正直、今回の事件にも、裏で守谷さんが絡からんでいるんじゃないかと疑ってみたんだけど、よくよく考えたら、昨日、『象牙の塔』で非常ベルが鳴り出した時──正確には、その直前まで、守谷さん、ヴィーナス寮りようにいたんだよね」

「いたって、──なんで、お前がそのことを知っているんだ？」

　当然の突つっ込みに対し、真人が肩かたをすくめて答える。

「見てたから」

「どこで？」

「廊下の角で」

　答えた真人は、それ以上突っ込みが入る前に、強ごう引いんに説明を続けた。

「守谷さん、だれかと密談していたみたいなんだ。相手の姿は見えなかったけど、お前の名前が出ていたのは間違いない。それと、なんだっけな……」

　口元に手を置いて考え込んだ真人が、その手でトントンと唇くちびるを叩たたきながら考える。

「なんとかって言ってたんだよ。……えっと、『ひれ』……違ちがうな、『ひなん』……いや、『ひ』『ひ』『ひ』……」

　やがて、なにか閃ひらめいたように、「あ」と声をあげて手を止めた真人が、その言葉を口にする。

「『ひしんらい……なんとかの書』だ」

　とたん、蘇王が驚おどろいたように正しい単語に言い直す。

「『秘ひ神しん礼らい賛さん之の書しよ』か!?」

「それ！」

　パチンと指を鳴らした真人が、「だけど、他ほかはよく聞き取れなくて……」と言い訳するようにつぶやいていると、ふいに、スッと目の前に影かげが落ちた。なんだろうと思って見あげた先に、蘇王の顔がある。

　至近距きよ離りで見ても、十分に見み栄ばえのする端たん整せいさだ。

　しかも、寄りかかっていた階段から身体からだを離はなし、真人の座る椅子に両手をかけて伸のしかかるように乗り出していた蘇王は、思わず、真人が背を反らしてしまうほど、凄すごみのある真しん剣けんな表情をしていた。

　心なしか、顔色も蒼あお褪ざめている。

「な、に？」

　びっくりして目をしばたたかせる真人に、蘇王が鋭するどく問う。

「本当に、守谷が、『秘神礼賛之書』のことを話していたのか？」

「──うん。その単語は、たしかに聞いたから」

「他には？」

　間かん髪はつを容いれずに問い詰つめられるが、それ以上言いようのない真人が、「だからあ」と応じた。

「それ以外は、ほとんど聞き取れなかったんだってば」

　だが、あまりに真剣過ぎる蘇王の表情に突き動かされた真人は、わからないなりに必死であれこれ考える。

「ただ、もしかしたらだけど、あの感じからすると、守谷さんとその謎なぞの相手は、それを手に入れようとしているのかもしれない」

「バカな」

　言下に応じた蘇王が、迷わず否定する。

「あり得ない」

「どうして？」

　真人は真人で、せっかく思い出したことを否定されて、ムキになった。

「なんで、あり得ないって言い切れるんだよ。少なくとも、お前がその存在を知っているくらいなんだから、実際に、あるものなんだろう？」

　それに対し、口をつぐんだ蘇王が、文句のありそうな目で真人を睨にらんでから、スイッとそっぽを向いて答えた。

「──正確には、『あった』だ」

「『あった』？」

「そう。僕は、実物を見ていない」

「捨てられたかなにかしたわけ？」

「そんな生易しいものじゃない。──あれは、訳あって、大昔に焼しよう却きやく処分されている」

「焼却処分──」

　その言葉に引っ掛かかりを覚える真人。

　焼却といえば、お堂のあった場所に関かかわった人間は、みな、火によって死亡している。そのことは、今の話となにか関係があるのだろうか？

　真人が確かく認にんする。

「それなら、あの場で火事による悲劇が続くのは、その燃やされた古い本の恨うらみ？」

　だが、それには答えず、蘇王は窓のほうを向いたまま、永遠に眉み間けんにしわが刻み込まれてしまいそうなくらい険しい表情で夜の暗がりをにらみすえた。

　ふつうの人間なら、こんな様子の蘇王に話しかけようとは逆立ちしても思わないだろう。

　ただ、さすが、常人より幾いく分ぶんか能天気な真人は、触ふれたら爆ばく発はつしそうなほど怒いかりのオーラを全開にしているその背に向かって、のほほんとたずねた。

「──で、蘇王。その『秘神礼賛之書』っていうのは、なに？」

　その瞬しゆん間かん、部屋の温度が一気に下がるくらいの緊きん張ちようが、二人の間に落ちる。

　ややあって、蘇王がなげやりに答えた。

「『秘神礼賛之書』というのは、水方家の負の遺産だ」
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　蘇王と話し込んでいた真人は、かなり遅おくれて風ふ呂ろ場ばに駆かけ込んだ。そんな彼に対し、すでに湯上がりで脱だつ衣い所に立つ仲間たちから、からかいと忠告の声が飛ぶ。

「遅おそいぞ、玉司」

「最後だと思って、油断してただろう」

「あと十分だぞ」

「とろとろして、守谷さんに迷めい惑わくをかけるなよ」

　大急ぎで服を脱ぬいでいた真人の動きが、そこで止まった。

　Ｔシャツを脱ぎかけた状態でゆっくりと首をめぐらせると、入り口脇わきの壁かべ際ぎわに、監視用のクリップボードを手にして立つ守谷則継の姿がある。

　どうやら、今日の入浴の監かん視し当番は彼のようだ。

　目が合ってしまった真人は、反射的に小さく頭をさげてから、Ｔシャツを脱いだ。

　浴室に入ると、そこでも、あがりかけている仲間たちにからかわれる。

「ほら、玉司、急がないと」

「あと、お前だけだから」

　そんな仲間たちの言葉を背に、洗い場で頭を洗い、身体を洗い、まとめてシャワーで流して湯船につかる。

　その間、三分ちょっと。

　神かみ業わざ的な速さである。

　寮りよう生せい活かつも二ヶ月を過ぎれば、要領もよくなるというものだ。もともと順応力の高い性格であれば、コツを覚えるのは早かった。

　だれもいなくなった浴室で、一分ほど湯船につかりながら、真人は、外にいる守谷のことを考えた。

　立ちのぼる湯気と一いつ緒しよに揺ゆれ動く真人の心。

　今しがたまで蘇王と話していたことを思うと、なんとも気まずい。

　いっそのこと、この場からいなくなってくれればいいのにと願うが、職務放ほう棄きになるので、そうはいかないだろう。ならばいっそ、他の仲間に追いついて、さりげなく一緒に帰ればいいのだと思い至った真人は、ザッと音を立てて湯船から立ちあがり、脱衣所に飛びだした。

　だが、残念ながら時すでに遅く、出て行きかけていた坂下とその友人が、ふり返って口々に言う。

「お先～」

「あと三分だぞ。頑がん張ばれ、ウルトラマン」

　それから、濡ぬれねずみの真人の前で、ガラ、ピシャッと扉とびらが閉じられた。あとには、真人と監視当番の守谷、さらに、びっくりするような沈ちん黙もくだけが残された。

　気まずい静けさの中、夕方から降り出した雨が、ドオドオと地面を叩たたく音がする。

（ああ、無情！）

　すでに風呂の湯なのか汗あせなのかわからないしずくが身体を伝う中、真人がこっそり守谷を盗ぬすみ見ると、彼は、相変わらず愁うれいを帯びた黒い瞳ひとみを手元のクリップボードに向けたまま、静かに言った。

「慌あわてなくていいよ、玉司くん。あとがつかえているわけではないし、僕のことは気にせず、ゆっくり着き替がえるといい」

「……はあ」

　髪かみの毛からポタポタとしたたり落ちる水すい滴てきをタオルで拭ぬぐいつつ、真人は、つい気の抜ぬけた返事をしてしまう。

　ありがたい言葉といえばありがたいが、不気味といえば不気味だ。

　この退たい廃はい的な空気を醸かもす上級生は、いったい何を考えているのか。

　彼の暗黒面に薄うす々うす気づいている真人としては、この沈黙すら、拷ごう問もんのようである。

　それでも、すっかり慌てる気の失うせてしまった真人は、バサバサと髪を拭ふき、服を身に着けながら、チラ、チラ、と守谷の様子をうかがった。

　せっかくなので、色々とたずねてみるべきか。

　止やめておくべきか。

　決めあぐねていると、手元のクリップボードから顔をあげずに、守谷が言った。

「なにか、僕に訊ききたいことでも？」

「──あ、えっと」

　見てもいないくせに、鋭するどい。

　頭に目がついているのでなければ、多少の霊れい感かんがあるのだろうと思いながら、真人はあまり深く考えずに質問を口にする。

「守谷さんって、下平さんと親しかったんですよね？」

　すると、書く手をとめて顔をあげた守谷が、感情の読み取れない黒い瞳で真っ直すぐに真人を見み据すえて、訊き返した。

「なぜ、そう思うんだい？」

「それは、下平さんにＡ峠とうげの心しん霊れい写真を撮とるように持ちかけたのは、守谷さんだと聞いたことがあったし、この前、二人が一緒にいるところを見かけたからです」

「へえ」

　軽く目を細めた守谷が、わずかに声のトーンを落として続ける。

「どこで？」

「『象牙の塔』です。下平さんが亡なくなる数日前だったと思います」

「数日前。……なるほど」

　そこで、一度目を伏ふせた守谷が、クリップボードをおろしながら「どうやら」と言う。その声は、それまで以上に低く、乾かわいたものに変わっていた。

「君は、けっこうよくものを見るほうらしいね」

「──どういう意味でしょう？」

「そのままの意味だよ。見るべきものも、見なくていいものも見てしまう。──それは、けっこう厄やつ介かいなことであるのかもしれない」

　言いながら、ゆっくり近づいて来る上級生に対し、真人は同じだけ後退しかけるが、すぐに脱だつ衣い籠かごの並んだ棚たなにぶつかり、逃にげ場を失う。

　近づくにつれ、相手の気が濃のう密みつになり、真人は湯上がりであるのに、ゾッとする。同時に、初対面の時に覚えた背筋が寒くなるような感覚が、真人の中にはっきりと蘇よみがえってきた。

　触ふれてはいけない忌いまわしき存在。

　目の前にいるのは、真人とは決して相あい容いれない世界観を持つ男だ。彼が覗のぞき込んでいる深しん淵えんの闇やみは、余人には計り知れないものがある。

　ゴクリと唾つばを飲みこんだ真人が、それでも果か敢かんにたずねる。

「あの時、守谷さんは、下平さんになんの用だったんです？」

「用ね……」

　獲え物ものを追い詰つめる狩かりゆ人うどのように、真人の前に立ってうっすらと笑った守谷が、クリップボードを脇わきに挟はさみ、空いた手で真人の顎あごをつかみながら続けた。

「答えてあげてもいいけど、僕のほうでも、君に訊きたいことがある。君が、それに答えてくれたら、僕も答えてやってもいい」

「俺に、訊きたいこと？」

「そう」

　頷うなずいた守谷が、単刀直入に問う。

「君の目的は、なんだい？」

「目的……？」

　言われたことの意味がわからないかのように怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた真人に、守谷は言葉を替かえて質問する。

「なんのためにここに来たのか。──あるいは、だれに……どの神に遣つかわされて来たのか」

「どの神に遣わされて……」

　その質問には心当たりがあり、とっさに真人が戸と惑まどいを顕あらわにすると、守谷が、スッと顔を近づけてささやいた。

「もっと言ってしまえば、玉司真人。君は、いったい何者なんだ？」
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　ふたたび、ゴクリと、真人はのどを鳴らした。

　その瞬しゆん間かん、遠くに響ひびく雨音が激しさを増したようだった。

　何者か。

　答えは、「神使い」だ。

　そして、その使命は、悪神の復活を阻そ止しすることである。

　つまり、守谷の質問に正直に答えるなら、真人は、まさに、この上級生がやろうとしていることを邪じや魔まするためにこの学校に来たことになるわけで、とどのつまりが、敵である。

（敵──）

　そのことを、真人が改めて自覚していると──。

　ガラッと。

　脱衣所のドアが開いて、蘇王が姿を現した。

　彼は、並んで立つ二人に気づくと、端たん整せいな顔をしかめ、厳しい口調で問い質ただす。

「何をしているんです？」

　すると、スッと真人から離はなれた守谷が、何でもないことのように答えた。

「別に。目にゴミが入ったというから、見てあげていただけだよ。──君の従兄弟いとこに手を出したりするほど、僕もバカじゃないんでね」

　それから、脇にかかえていたクリップボードを持ち直し、腕うで時ど計けいを見おろして時間を確かく認にんすると、それを用紙に書き込みながら続けた。

「ということで、僕は行くけど、君も、もう部屋に戻もどれるね、玉司くん？」

「──はい」

　真人が返事をする間にも蘇王の脇を通り過ぎた守谷は、最後に「電気を消すのを忘れないように」と言い残し、ふり返ることなくその場を立ち去った。
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「大だい丈じよう夫ぶか？」

　一いつ緒しよに脱衣所を出ながら蘇王が訊いたので、真人は「ああ」とうなずいて、続ける。

「問題ないよ」

　だが、明らかに問題ありとにらんだ蘇王は、追つい及きゆうの手をゆるめず、質問を重ねる。消灯前の時間帯で階段塔には、まだ下級生たちの騒さわぐ声が響いていた。

「なにがあったんだ？」

「別に、なにも……」

　否定しかけた真人だったが、考えた末、認める。

「まあ、あったのかな。正確には、言われたんだけど。──ただ、先に質問したのは、こっちだから」

「質問？──なんて？」

「それは、ちょっと前に、亡くなった下平さんと一緒にいるところを見かけたけど、なんの用だったのかって」

「へえ？」

　片眉をあげて相あい槌づちを打った蘇王が、続きをうながす。

「それで、彼はなんて答えた？」

「それこそ、なにも」

「はぐらかされたってことか？」

「どうかな。守谷が言ったのは、その答えが知りたかったら、先に彼の質問に答えろということだった」

「なるほど。……いかにも彼らしいな」

　うとましそうに眉まゆ根ねを寄せた蘇王だが、その時、階段塔の脇の通路から下級生が飛びだしてきて真人にぶつかりそうになったので、腕うでを引いてよけさせた。

　次いで、団子状にその場に止まった数人の下級生に向かって、注意する。

「危ないな、君たち」

「すみません！」

　ぶつかりそうになったのが、他ほかでもない水方蘇王とその従兄弟と知り、彼らは、最初の驚おどろき以上に恐きよう縮しゆくしている。

　そんな彼らに、蘇王が容よう赦しやなく続ける。

「元気があるのは結構だけど、寮りようは、みんなが暮らす場所だ。人の迷めい惑わくにならないように気をつけろ」

「はい！　水方さん」

「すみませんでした！」

「以後、気をつけます！」

　身体からだの脇にピシッと腕をつけて直立不動の姿勢で口々に応じる下級生を見て、同情した真人が歩き出しながら忠告する。

「言っていることは正論だけど、お前、その顔とその口調で言ったら、超ちようこえーよ」

「悪かったな。──でも、そう言うお前だって、立場は僕と同じなんだから、同情する前に指導しろ」

「わかってるけど」

　語ご尾びのほうにアクセントを置いて、真人が続ける。

「それにしても、言い方ってもんがあんだろう」

「おあいにくさま。僕は、常にこんな感じだよ」

　最後はただの言い合いになったところで、彼らは、話を下級生と遭そう遇ぐうする前に戻す。

「それで、守谷の質問は、なんだったんだ？」

「あ～、それね」

「従兄弟のお前に対し、水方家の内情でも探さぐってきたか？」

「いや。それはないよ。……そもそも、水方家については、俺なんかよりずっと詳くわしいし」

　その皮肉に、蘇王が苦く笑しようして言う。

「それなら、なんて？」

「それが──」

　そこで、一いつ瞬しゆん、躊ちゆう躇ちよした真人が、ややあって答える。

「──俺の正体について」

「お前の正体？」

　奇き異いなことでも聞いたかのように、蘇王の眉み間けんのしわが濃こくなる。

「守谷が、なんでそんなこと──」

「わからないけど、俺が、なんのためにここに来たのか、知りたがっているみたいだった」

　とたん、階段の途と中ちゆうで立ち止まった蘇王が、真人の腕をつかんで確認する。

「──それって、まさか、『神使い』のことを知っていそうな空ニユア気ンスだったか？」

「う～ん。どうだろう。そうかもしれない。神のこととか言っていたし」

　蘇王の真しん剣けんな口調に対し、どこか安あん穏のんとした様子で真人が首をかしげる。

「ただ、そういう裏を読むようなやりとりって、俺、てんでわかんないからなあ」

「──ああ。まあ、そうか」

　蘇王が、仕方なさそうにため息をつく。

「期待した僕が、バカだったかもしれない」

　すると、腕をふり払はらった真人が、不満げに言い返す。

「なに、その言い方。超～引っかかるんだけど」

「なにが？──お前が自分で言ったことじゃないか」

「そうだけど、ふつう、そういう時は、『まあ、気にするな』とか、『素す直なおなだけだ』とか、そういう気の利きいたことを言わないか？」

「そうかもしれないけど、身内に対し、そんなおためごかしを言ったって仕方ないだろう。お前は、お前に過ぎないわけだし」

「だけど──」

　なおも反論しようとする真人を面めん倒どうくさそうに指先をふって制し、蘇王が話題を変える。ちょうど、真人の部屋の前まで来たところで、二人はドアの前で互たがいに向き合って話していた。

「それより、真人。お前に話があって、わざわざ風ふ呂ろ場ばまで行ったんだよ」

「話？」

「この週末、僕は、東京に行くことにしたんだけど、お前も一緒に来るか？」

　唐とう突とつにあがった大都市の名前に、真人がキョトンとして訊きく。

「東京って……、なんでまた急に？」

「調べたいことがあるからだ」

「調べたいこと？」

「あるいは、ある人物に、追及しておきたいこと──」

「追及ねえ……」

　それは、いったいなんなのか。

　東京に、なにがあるというのだろう。

　少なくとも、「追及」という言葉は、あまり穏おだやかではない。

　様々なことがわからないまま、戸と惑まどったように従兄弟いとこの端たん整せいな顔を見あげると、蘇王は、どこか辛つらそうな笑えみを頰ほおに浮うかべて淡たん々たんと告げた。

「どうする、真人。手続きとかもあるから、今、決めてくれないか。──ただ、もし一緒に来るなら、その道々、さっき言っていた『秘神礼賛之書』について教えてやる」

　その言葉を聞いたとたん、真人は一も二もなく同意する。

「その話、乗った」

　そこで二人は、フリースペースまで移動してソファーに座り、外出するための提出書類を書いてしまうと、翌朝、事務局に持っていくことにして別れた。
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　土曜日の早朝。

　蘇王と真人は、東京に向けて出発した。ただ、真人が驚いたことに、蘇王が移動手段に選んだのは、ヘリコプターだった。

　ヒュンヒュンヒュンヒュンと、プロペラが回り始めた音に対たい抗こうするように、真人が横に座る蘇王に向かって大声で言う。

「これって、水方家の自家用ヘリ？」

「ああ」

「じゃあ、ヘリポートの私的利用が藤代さんだけに認められている特権っていう噂うわさは、やっぱりデマなんだ？」

「もちろん。事前に申しん請せいすれば、だれだって使える」

　それは、藤代本人も言っていたことなので、まちがいないだろう。

　そこで、ちょっと考えた真人は、もう一つの「特権」についても訊いてみた。

「それなら、お前が、月に一度は、平日であっても、授業をサボって家業に従事できるという特権は？」

「──なんだ、それ」

　呆あきれたように応じた蘇王が、「たしかに」と大声で返す。

「必要とあらば、僕は授業を休んで神官としての務めを果たすことはあるけど、それだって、事前に申請すれば、だれにでもできることだ。──ただ、休む理由を学校側が認めるか否いなかの問題はあるだろうけど」

「へえ！」

　大声で答えたあと、ひっそりと真人は納なつ得とくする。

「……なるほどねえ」

　噂というのは、かくもいい加減なものであるらしい。

　原則、五日以上の長期休み以外、実家に戻もどることを禁じている御堂学院ではあるが、当然、三百人を超こす生徒たちを預かっていれば、それぞれの家庭事情によって、例外はひっきりなしに出てくるはずだ。

　その代表が、冠かん婚こん葬そう祭さいである。

　身内に慶けい事じや弔ちよう事じがあれば、式に出席するために実家に戻る必要が出てくる。

　御堂学院は牢ろう獄ごくではないので、そういう時は、規定の用紙に必要事じ項こうを記入して外出許可を取れば、いつでも帰郷できるらしい。

　その際、申請書類には親のサインが必要で、通常、それらの手続きは、両親と学校関係者の電子上、あるいはファックスでのやり取りによって行われる。そうでないと、生徒が勝手に外出許可を取って、遊びに出てしまう。なんといっても、思春期の男子であれば、ブログなどで知り合った女の子と、なんとか夜間デートにこぎつけ、あわよくば、その流れでいい思いができないかと、あの手この手で抜ぬけ出そうとするからだ。

　ちなみに、真人の場合、国内の身元引受人が水方家になっているので、海外に住む両親以外にも、水方家の了りよう承しようがあれば、外出許可を取ることができた。今回も、申請書のサインは、水方家のものである。

　二人の会話が途と切ぎれたところで、プロペラのモーター音が最大になり、フワリと機体が上じよう昇しようする。

　上へ、上へ。

　垂直にあがっていった機体は、ある程度の高度に達したところで、揺ゆれを伴ともないながら移動し始めた。

　それに伴い、前後左右に振ふられる機内。

　足元を見れば、開けたところに点在する御堂学院の全容はあっという間に遠ざかり、代わって森林の海が広がった。

　どこまでも続く山間の森。

　ところどころ、白く筋が入っているのが、幹線道路や鉄道なのだろう。

　大声で話すことに辟へき易えきした真人は、蘇王が黙だまっているのをいいことに、そのまま上空からの景色を楽しむ。「秘神礼賛之書」のことは気になっていたが、ここで水を向けたところで、正確に聞き取る自信はない。それよりは、あとでゆっくり聞いたほうがいい。

　おそらく、蘇王も同じように思っているはずだ。

　その後、景色はしばらく森林と田園が続き、真人がちょっと飽あきてきたなと思い始めた頃ころ、蘇王が真人の肩かたを叩たたき、振り向いた真人に向かって、窓の外を指さした。

　つられて見れば、ひらけた視界の先に、青い海うな原ばらがある。

「海だ！」

　だれにともなく叫さけんだ真人が、身を乗り出して景色に見入る。

　海に向かい、地上の景色も徐じよ々じよに住宅街に取って代わられ、気づけば、緑から灰色を基調にしたミニチュアの世界へと変化していく。

「もしかして、あのあたりが、伊い豆ず半島？」

　久しぶりに大声をあげると、蘇王が答える代わりにうなずいてくれる。

　一路東京を目指し、ヘリコプターは順調に飛行する。

　やがて、眼下に広がる景色が巨きよ大だい都市東京を抱かかえる関東平野になると、程ほどなくして、機体が下降し始め、最終的に、彼らは都内某ぼう所しよのヘリポートに降り立った。

　着陸したのは、ビルの密集地に開けた敷しき地ち内の一角で、そこからは、迎むかえに来ていたロールスロイスに乗り換かえての移動だ。

　その都度、自分より年上の人々にかしずかれ、慣れない真人などはちょっとオロオロしてしまうのだが、蘇王は、堂々とした態度で運転手があけてくれたドアから車に乗り込んだ。だからといって、態度が横おう柄へいだったり傲ごう慢まんだったりする風でもなく、それが両者にとって、とても自然であるかのようだ。

　世の中には、人にかしずかれてこそ、互たがいの関係に調和をもたらす人間というのがいるのかもしれず、少なくとも、真人から見て、蘇王は、まさにその類たぐいの人間だった。その要因の一つとして、従兄弟いとこの放つ絶対的なまでの端たん整せいさが大きな割合を占しめているのは、まちがいないだろう。

（……これで、本当に同い年かよ）

　感心半分、残りの半分であきれながら、蘇王のあとに続き、真人も車に乗り込む。

　東京の気温は山間部よりかなり高く、車内は程よく冷れい房ぼうが効いていた。

　運転席から遮しや断だんされた二人きりの空間で、黒い遮しや光こうガラスの向こうを流れる都内の景色を見ていた真人が、ややあって切り出す。

「──それで？」

　同じように景色を見ていた蘇王が、真人の方に顔を向けて応じる。

「それで……というのは？」

「俺たちは、どこに向かっているんだ？」

「水方の遠とお縁えんにあたる家だ。──とはいえ、僕も、行くのは初めてだけど」

「へえ。……それで、そこに何があるって？」

「水方家の負の遺産についての手がかり」

「手がかりねえ」

　眉まゆ根ねを寄せた真人が、さらに突つっ込む。

「で、その『負の遺産』というのは？」

　この前は、お風ふ呂ろの時間が近づいていたので詳くわしいことを聞けなかった。それで、改めてたずねたのだが、蘇王の歯切れは悪い。

「……そうだな。これについては、いったい何から話せばいいのか」

　めずらしく困こん惑わくしている様子の蘇王に、真人があっけらかんと言い放つ。

「悩なやんでいる間に、端はしから全部、話せばいいだろ」

　すると、蘇王が、黒真珠のような瞳をあげて真人を眺ながめた。ややあって、感かん慨がい深げに「なるほどね」と納得する。

「今、わかったよ」

「なにが？」

「悩みのない人間というのは、実際に悩みがないわけではなく、ただ、むだな時間を増やしてでも、悩む時間をはしょってしまうだけなんだろう」

「なんだ、それ」

　真人が気を悪くしたように言い返す。

「なんか、俺が考えなしみたいな言い方だな」

「実際、今だって、なにも考えてないだろう」

「考えているよ。……ちょっとくらいは。──それより、負の遺産の話！」

　真人がごまかすように催さい促そくすると、深くため息をついた蘇王が、それでも腹をすえたように話し出す。

「今、向かっているのは、大おお野の家と言って、水方の──正確には、水方の分家であった八や坂さか家の遠縁に当たる家だ。八坂家というのは、江え戸ど時代に水方から分かれた家筋で、御堂学院の敷地のほとんどを、この八坂家が所有していた」

　話を聞きながら、真人が指で宙になにかを書いていたので、一度話を区切った蘇王は、車内に置いてあるタブレット型のＰＣを手に取り、そこに専用のペンで落書きのように関係図を簡単に書いてやる。

「──で、昭和初期に、この八坂家の次女が、当時、東京での事業に成功していた大野家に嫁とついだんだが、二度の大戦で、実家である八坂の血筋が完全に絶えてしまった。それで、八坂家の唯ゆい一いつの生き残りであった次女が、その土地を相続することになったんだ。──もっとも、相続するといっても、自然保護地区として森林伐ばつ採さいにも様々な法的規制があるため、ただ広いというだけで、なんの得にもならない土地だった。それでも、八坂家に代々伝わる不文律として、その土地をむやみやたらに触さわってはならないというものがあったらしく、大野家は、その土地を売ることなく、放ほうっておいたようだ。幸い、土地にかかる税金や管理費は、許容範はん囲い内で建築業者などに森林伐採を許可し、そこから得た収益で自動的にまかなうようになっていたから、放っておいても損にはならなかったんだろう」

「それが、なんで、学校の建設用地に選ばれたわけ？」

「そのあたりの事情は、僕にはよくわからない。なにせ、十年以上も前のことだからな。──ただ、聞いた話では、今から十五年くらい前あたりから、政財界の大物たちの間で、国内のどこかに、英国のパブリックスクールを模も倣ほうした全ぜん寮りよう制せいの私立学校を建設したらどうだろうという話が持ち上がっていたらしい」

「なんで？」

　真人が、素そ朴ぼくな疑問を呈ていする。

　そんなものを作っても、自分たちが入れるわけではないだろうに──。

　だが、どうやら、一応れっきとした理由があるらしい。

　蘇王が、それを説明する。

「その背景には、深刻化するイジメ問題や横行するモンスターペアレントなどの脅きよう威いから、自分たちの子ども、ひいては己おのれの身を守るためと、他ほかにも、甚じん大だいな人材不足が到とう来らいすると予見される未来を見み越こして、大学の青あお田た買いどころか、いっそのこと、自分たちの手で、将来有望な人材を発はつ掘くつし、教育していこうという思おも惑わくがあったようだな。そして、その話が具体化し始めるのと時を同じくして、大野家が事業で失敗し、多額の負ふ債さいを背負しよい込むことになった」

「それは、なんというか、ラッキーって感じ？」

「そうだな。出来過ぎているという気もするくらいだ」

　真人の感想に同意して、蘇王は続けた。

「──で、背はい水すいの陣じんに立たされた大野家に、どこかのだれかが白羽の矢を立てた。大野家が所有する無用の土地を、学校の建設用地として買い上げる話を持っていったというわけだ。──もちろん、そのだれかは、大野家がほったらかしにしていたにもかかわらず、八坂家から相続した広大な土地があることを知っていたことになる」

「その、だれかっていうのは、わかってないのか？」

「ああ。調べればわかるんだろうが、今まで、あまり気にしたことがなかったからな。──ちなみに、土地売買の話は、その段階で水方のほうにも伝わったらしい。ただ、水方としても、学校建設によって県が得られる経済効果を考えると、一いち概がいに反対もできず、結果、現在の御堂学院が誕生することになったんだ。おそらく、リゾート開発などとは違ちがい、造られるのが全寮制の私立学校であれば、ある程度の密閉性が維い持じできると考えたのだろう。当然、条件の一つに、理事に水方の人間を入れることがあった」

「なるほどねえ」

　ただ学校を建てるにしても、種々雑多な思惑が絡からんだりするものらしい。

　真人には、絶対に向かない世界である。

　蘇王が、「ただ」と続ける。

「水方家にとって予想外だったのは、建設中に、学校用地のすぐ近くに、それまで、なかば伝説と化していた『深社口岩』が見つかったことだ。『深社口岩』は禁きん忌きの領域で、滅めつ多たやたらに人を近づけていいものではないので、あちこちに手をまわして交こう渉しようを続け、なんとか、あの場所の権利を水方家が獲かく得とくした。それで、新たな禁足地として厳重に守っていたんだが……」

　それが、最終的にどうなったかは、真人自身が一番よく知ることである。

　首をすくめて窓の外を向いた真人に、蘇王が言う。

「別に、責めているわけではないからな」

「──うん。わかってるよ」

　静かに応じ、ゆっくりと顔を戻もどした真人が、新たにたずねる。

「それで？」

「それでって、なにが？」

「まだ、ひとっ言も触ふれてないけど、肝かん心じんの『秘神なんとかの書』──あるいは、『水方家の負の遺産』っていうのは、今までの話と、どう関係してくるんだ？」

「……ああ」

　そこで、憂ゆう鬱うつそうな顔になった蘇王が、それでも真実を語ってくれる。

「それは、またちょっと根っこの違った話なんだが、『秘神礼賛之書』というのは、いわゆる『禁忌の書』で、前にも言ったように、誕生とほぼ同時に焼しよう却きやく処分されたものだ」

「ああ。そんなようなことを言ってたな。──で、だれが書いた本？」

　真人の質問に対し、蘇王が、黒真珠のような瞳を窓の外に向けた。

　つられて、真人も外を見る。彼にとっては見慣れた景色であるはずなのに、立体交差する高速道路や林立するビル群は、久しぶりに見るとそれなりに圧倒される。

（やっぱ、東京ってすごいな）

　真人が思っていると、先に目を戻した蘇王がポツリと答えた。

「『秘神礼賛之書』は、明治時代に、美水大社の奥宮に仕えていた巫女みこが、神前にいながらにして自動筆記したものと言われている」

「自動筆記？」

　あまり耳にしない言葉に、真人が、念ねんの為ため、確かく認にんする。

「それって、自分の意思とは関係なく書くことだよな。……えっと、そういうの、なんていうんだっけ？」

「恍惚トランス状態か？」

「ああ、それそれ。──それで書いたんだ？」

「おそらく、そうだろう。なにかに感応して書いたものだ」

「内容は？」

「あくまでも、言い伝えに過ぎないが、古代神を復活させるための儀ぎ式しきやら呪じゆ文もんやらが、微びに入り細にわたって書かれていたらしい」

「おわ～」

　真人が、何ともいえない声をあげる。

　古代神を復活させるための儀式や呪文──。

　それは、美水大社にとって、神域を穢けがす冒ぼう瀆とく行こう為い以外のなにものでもない。しかも、それを行ったのが、「神鎮しずめの神官」の管理下にある奥宮の巫女であれば、なおさらだ。

　ただ、それにしたって、「水方家の負の遺産」というのは、どういうことなのか。

　真人が、そのことを突つっ込む。

「でも、だからといって、『水方家の負の遺産』とまでは考えなくてもよさそうなのに。──あるいは、その巫女さんって、親族の人間だったのか？」

　とたん、皮肉げに笑った蘇王が、うなずく。

「当然。傍ぼう系けいではあったが、事実上、水方家の人間だった」

「事実上？」

「戸こ籍せき上は違う。妾しよう腹ふくの子どもだ」

「──なるほど」

　少々食傷気味に応じた真人が、「でも、そうか」と続ける。

「巫女さんね。……それは、なんか納なつ得とくができる」

「なぜ？」

「だって、下平さんに憑よりついていた女の霊れいって、巫女さんの格好をしていたから」

「なんだって？」

　驚おどろいたように真人を見た蘇王が、身を乗り出して確認する。

「本当か？」

「うん。──言ってなかったっけ？」

「聞いてない。……でも、そうか。言われてみれば、お前、『象牙の塔』で今井さんたちと話していた時、『巫女』に反応していたもんな」

　おそらく、火事のあった翌日のことだろう。

　蘇王が続ける。

「それと、Ａ峠とうげに出ると言われていた女性の幽ゆう霊れいにまつわる話に、昔、村八分にされて、野犬に食い殺されたというのがあっただろう？」

「あったね」

「それは、まさに、その自動筆記した巫女が辿たどった運命でもあるんだよ」

「ってことは、Ａ峠の幽霊話が本当なら、それは、その巫女さんの霊だった可能性が高いってことか？」

「だろうな。だからこそ、写真を撮とった下平さんが、巫女の霊に憑りつかれたんだろうし」

　真人が、話を整理する。

「つまり、やっぱり、今度のことは、その巫女さんの霊が深くかかわっているということか」

「ああ」

「目的は、『秘神礼賛之書』を復活させることかな？」

「わからないが、守谷が、『秘神礼賛之書』のことを言っていたのなら、当然、そう考えるべきだろう」

　唇くちびるを嚙かんで考えた真人が、厭いとわしげに言う。

「まさか、守谷の奴やつ、その『秘神礼賛之書』を蘇よみがえらせるために、Ａ峠に巫女の霊を呼びだしたとか？」

「どうかな」

　あいまいに応じた蘇王が、「もっとも」と続ける。

「Ａ峠の幽霊話は、けっこう前から耳にしているから、ここにきて、守谷が呼び出したということはないだろう。ただ、遺い恨こんを残して彷徨さまよっていた巫女の霊と接せつ触しよくすることで、『秘神礼賛之書』を蘇らせようとしている可能性は、否定できない」

「そうか。──でも、燃やされたはずの本を、どうやって復活させる気だろう。あるいは、じつは、どこかに情報が残っていて、その在り処かを捜さがしているとか。……当然、元の本は、水方家の人間が焼却処分したわけだろう？」

　だが、意外にも、蘇王は否定した。

「いや。それが、違うんだ」

「違う？」

「ああ。調べたところ、『秘神礼賛之書』を焼却処分したのは、八坂家の人間だった」

「八坂って、さっきお前が言ってた、二度の大戦で断絶した家だよな」

「そう」

「──ってことは、もしかして、本が焼却されなかった可能性も、わずかながら残っている？」
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「そういうことになるな」

　大きくうなずいた蘇王が、そこで挑ちよう戦せん的に黒真しん珠じゆの瞳ひとみを光らせて言った。

「だから、今日、こうして大野家を訪問することにしたんだよ。──さっきも言ったように、八坂家の唯ゆい一いつの生き残りが嫁とついだ先の家であれば、『秘神礼賛之書』の行く末を知っている可能性が高い」

「だね」

「それで、もし、本当に、『秘神礼賛之書』が燃やされずに隠かくされているのだとしたら、なんとしても、守谷より先に手に入れないと、おそろしいことになる」
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「一期生？」

　意外そうに訊きき返した真人に笑いかけ、その人物は、和なごやかな声で答えた。

「そう。つまり、俺は、君たちの先せん輩ぱいになるわけだ。──聞いてなかった？」

「聞いてませんでした」

　真人は驚いているが、どうやら蘇王の反応からして、彼は知っていたらしい。

　都内北部に位置する大野家は、簡素な一いつ軒けん家やだった。

　下町風ふ情ぜいの残るこのあたりにあって、昔ながらの趣おもむきある家構えは、玄げん関かんまわりを飾かざる鉢はち植うえや簾すだれなども手伝って、なんとも言えない郷きよう愁しゆうを誘さそう。

　そんな家の玄関先に立って、蘇王と真人を迎むかえてくれたのは、彼らとほとんど年ねん齢れいの変わらない青年だった。

　大野一いち郎ろう。

　丸顔で、これといって特とく徴ちようのない平へい凡ぼんな顔をした彼は、この家の一人息子むすこで、おそらく、顔に見合う平凡な人生を送り、この家と同様、簡素で幸福な一生を過ごすだろうと思われた。

　そして、大野一郎に、生活感のあるこざっぱりした応接間に通され、懐なつかしい味のする麦茶をふる舞まわれながら、互たがいに簡単な自己紹しよう介かいをしていた時に、彼が、実は、御堂学院の一期生であることがわかったのだ。

「それが、土地を売る時の条件の一つだったそうなんだよ」

　大野一郎が説明する。

「そうでなければ、とても俺なんかが入れる学校ではなかったから。──もっとも、最初の年なんかは、まだ、だれも彼もが様子見という感じで、顔ぶれも、今ほどはお坊ぼつちゃまがそろっていたわけではなかった。その代わり、将来、提てい携けい企き業ぎよう先に就職したいと考える野心ある優ゆう秀しゆうな生徒が多かったようで、最初の募ぼ集しゆうは、中等部は全学年、高等部は一年生のみだったけど、その時の高一が頑がん張ばって、三年後に、一流大学への進学率を大いにあげてくれたおかげで、翌年の中学入試の倍率が格段に高くなったと聞いている。その頃ころから、名だたるお坊ちゃまたちも、こぞって入学してくるようになったんだ」

「へえ」

　真人が、興味深そうにうなずく。

　四年目のことはわからないが、五年目の入学者が、現在の「地球テラの住人」であり、その顔ぶれには、今井盛令や綾部直太朗の他ほかにも、西の鉄道王の息子や九州豪ごう族ぞくの直系など、たしかに、名だたる御おん曹ぞう司しがひしめいている。また、その翌年には、世界の長者番付に名前が載のったことのある藤代家のご子息、藤代公彦が入学していることを思えば、当初の目的は果たされたとみていいだろう。

　そのまま、御堂学院の「あるある話」で盛り上がりたいところであったが、真人たちが東京に滞たい在ざいできる時間は限られているので、彼らは本題に入ることにした。

「それで、お願いしておいた、八坂家の遺品についてですが……」

　蘇王の言葉に、大野一郎が心得たように、脇わきに置いてあった箱を引き寄せた。

「八坂から嫁いできたのは、俺の曾ひいおばあちゃんにあたる人で、この春まで、近くの施し設せつで暮らしていたんだ」

「春まで？」

「そう。桜の頃に亡なくなって……」

　そこで、蘇王と顔を見合わせた真人が、「それは」と慌あわてて言った。

「ご愁しゆう傷しようさまです」

「ありがとう。……まあ、御おん年とし九十三歳だったから、大往生といえるんだろうな。最後の十年間は、少し惚ぼけてしまってね、施設に入れるしかなかったのが残念だったけど」

　そこで、一いつ旦たん言葉を切った大野一郎が、ちょっと遠くを見るような目をして続けた。

「俺は、その曾おばあちゃんが大好きで、小さい頃によく話を聞かせてもらったんだ。それから察するに、曾おばあちゃんの実家である八坂家というのは、どうやら、ちょっと変わった家系だったようだね。おかげで、子どもがワクワクするような不思議な話がたくさん聞けたよ」

「変わったって……、たとえば？」

　真人の問いかけに、大野一郎が答える。

「お化けとか幽ゆう霊れいなんかの話や、妖よう怪かいにまつわる話なんかだ」

　横で聞いている蘇王が、小さく眉み間けんにしわを寄せた。

　水方は、神職に就つく者が多い家系だが、かといって、彼らがみんな、霊れい能のう者しやであるわけではない。それに、そういった雑ざつ霊れいは、神の坐ざを穢けがすものとして忌いみ嫌きらわれるため、極力、遠ざけるようにしているくらいだ。

　だが、八坂の家は違ちがったらしい。

　大野一郎が続ける。

「そんなこともあって、曾おばあちゃんが亡くなった時に、遺品整理などをかって出たりしたもんだから、今日、君たちに応対する役を親父おやじから任されたってわけだ。──ちなみに、うちの親父は、曾おばあちゃんのことをあまり好きではなかったみたいで、ほとんど接することがなかった」

「そうなんですか？」

「うん。──これは俺の想像だけど、実務家の親父にとっては、曾おばあちゃんの迷めい信しんめいた言動がうとましかったんじゃないかな。古い人というのもあったんだろうけど、曾おばあちゃんは、親父がなにかしようとするたび、やれ、日が悪いだの、方向がよくないだのと、そんなことばかり言って、出鼻をくじいたりしたみたいだから。──ただ、それに逆らって、勝手をやっていた親父が、結局事業に失敗したことを思うと、やっぱり、曾おばあちゃんの言葉には、それなりに意味があったんじゃないかって気もするし」

「それは、その人の考え方次し第だいですよ」

　蘇王が、言った。

　おそらく、蘇王は、神官という立場上、大野一郎の曾おばあさんと同じ考え方の持ち主であるはずだが、彼は、決して他人に対し、それを強要しようとしない。神というのは、信じる者に力を与あたえるものであり、逆も、また然しかりと思っているからだ。

　大野一郎が、言う。

「そうだよな。──ただ、親父はそうは考えなかったみたいで、口にはしなかったけど、曾おばあちゃんが自分をダメにしたと信じて恨うらんでいたのは、端はたから見ていてわかったくらいだ。……だからだと思うけど、自分がこしらえた借金を帳消しにするために、曾おばあちゃんが、あれほど口をすっぱくして手をつけてはいけないと言っていた土地を、売ってしまったんだ」

「ということは、八坂の人間であった曾おばあさんは、やはり、あの土地を売ることに反対していたわけですね？」

「もちろん。昔から、あの土地に触ふれると祟たたりがあるといって、ずっと怖おそれていたから、売るとわかっていたら、なにがなんでも阻そ止ししたと思う。──でも、その時、曾おばあちゃんは、ちょうど病で伏ふせっていて、親父は、その隙すきに売ってしまったんだよ。その点については、我が父ながら、あこぎだと思う。……今、思えば、そのことを知った時のショックから、曾おばあちゃんは惚けてしまったんだろうなあ」

「なるほど」

　各家庭には、それなりの事情というものが存在する。

　親も人間であれば、子も人間であり、各自、別の人格を持つ生き物であれば、同じような考えを持つこともあれば、真逆の人間になることもあり得る。

　そのいい例が、大野家の祖母と息子であったらしい。

　蘇王がたずねる。

「それなら、曾おばあさんは、生前、その土地について、他にどんなことをおっしゃっていましたか？」

「ん～。とにかく、呪のろわれた土地であると──。決して触れてはいけない禁きん忌きが眠ねむっているようなことを、言ってたかな」

「禁忌が眠っている？」

「ああ。たしか、そんな風なことを言っていたよ。最後まで、具体的なことは教えてくれなかったけど、なんでも、人に話してはいけない秘密があるんだとか」

「人に話してはいけない秘密……」

　蘇王が、顎あごに手を当てて考え込む。

　それを見て、大野一郎が快活に言った。

「やっぱり、気になるよな？　俺も、その秘密というのがすごく気になって、遺品整理の役をかって出たりしたんだけど、結論から言わせてもらうと、曾おばあちゃんの遺品の中に、そちらから事前に問い合わせがあったような古びた書物などはなかったよ」

　どうやら、蘇王は、前もって訪問の目的を告げてあったらしい。大野一郎が、準備万ばん端たん、遺品の箱を用意できたのも、そのためなのだろう。

　遺品の箱をあけ、中身を取り出しながら、彼は言った。

「整理してみたら、結局、取っておきたいようなものは、殆ほとんどなかった。とりあえず、大量にある日記と八坂家の印章と、あと数枚の写真くらいか」

　順次取りだされていく遺品の中から、蘇王が、日記らしきものの一冊を取り上げ、中をパラパラとめくった。同じようなものが、あと十冊近くある。どうやら、大野家の曾そう祖そ母ぼは、かなり書き物が好きな人だったらしい。

「もう、全部、読みましたか？」

　蘇王の問いかけに、大野一郎が、気まずそうに応じる。

「あ～、一応目は通したけど、達筆過ぎて、何が書いてあるのかわからなかった。まあ、いつか大人になった時に読めるようになるかもしれないと思って、こうして取っておいたわけだけど……。ただ、『いつか』って、いつだ？　って話でもあるわけだし」

　真人は、そのあいまいな感じに、親近感を覚えた。大野一郎と学校で一いつ緒しよになったら、絶対に友達になれたであろう。

　逆に、絶対に友達にはならなそうな蘇王が、申し出る。

「この日記、しばらく、ここで読ませてもらっても構いませんか？」

「もちろん、いいよ。……なんだったら、持ってっても構わないし。──もちろん、絶対に返してくれるならの話だけど」

「それは、当然お返しします」

　きっぱり言い切った蘇王が、大量にある日記帳を見おろしながら少し考え、付け足す。

「──そうですね、時間内に読みきれなければ、お言葉に甘えて、ぜひ、お借りしたいです」

　そこで、ソファーに深く座り直し、本格的にページをめくり始めた蘇王をそのままにして、大野一郎が、真人に向かって言う。

「お腹なか空かない？」

「空きました」

「ピザでも頼たのむ？」

「いいんですか!?」

　パッと喜色に輝かがやいた顔を見て、大野一郎も嬉うれしそうに笑う。

「いいね、その顔。おごりがいがある。──君、学校でも先せん輩ぱいに可愛かわいがられているだろう？」

「どうでしょう。あまり、考えたことはないですけど」

　そんな会話をする二人のことを、蘇王が、ページをめくりながらチラッと見た。

　その視線の先で、真人が告げる。

「それに、俺、この春に編入したばかりなんです」

「編入？」

　意外そうに言った大野一郎は、ピザ屋のメニューを広げながら、言う。

「めずらしいね。あの学校、さっきも言った通り、四年目あたりから人気が急きゆう上じよう昇しようして以来、毎年中学受験で定員がいっぱいになるようになったから、編入生はほとんど取らなかったはずだけど……。たまたま部屋に空きができても、敢あえて、補ほ充じゆうしようとはしなかったようだし、よっぽど強力なコネか何かがあったんだろうね」

「コネねえ……」

　そこで、真人がチラッと蘇王を見る。

　強力なコネといえば、たしかに強力なコネであるのだろう。

　やがて、ピザが配達され、誕生パーティーでも開くのかというくらい、ピザの他ほかにもフライドチキンやサラダなどが並んだテーブルを前にして、ようやく一息入れる気になったらしい蘇王が、日記を置き、一緒に食べながら大野一郎にたずねる。

「ちなみに、この日記を読んだ人って、他に、だれかいらっしゃいますか？」

「いるよ」

「どなたです？」

「親しん戚せきの子」

　口にしたピザを炭酸飲料で胃に流し込んでから、大野一郎が続けた。

「──ああ、そういえば、そいつ、今、ちょうど君たちと同じ学校にいるはずだな。一期生として中二で入った俺が、最上級生の時に入学してきたから、それこそ、今、最上級生になっているのか」

　ピザを口に運びかけていた真人が動きを止め、蘇王と顔を見合わせる。

　ややあって、ピザを持ったまま、真人が訊きいた。

「親戚が、御堂学院にいるんですか？」

「うん。今井盛しげ令なりっていうんだけど、知ってる？」

「今井さん!?」

　驚おどろいた真人が、ふたたび蘇王と顔を見合わせながら、言う。

「知ってるもなにも、有名人ですよ。今井さんが大野さんの親戚なんですか？」

「うん。遠い親戚だけどね。俺のおばあちゃんの妹が、今井豊和の父親と結けつ婚こんしたんだ。その関係で、親父おやじが借金を抱かかえて困っていた時、今井豊和が仲ちゆう介かい役になって、土地の売買が成立したって聞いている。……まあ、びっくりだよな。その今井豊和が、今では東京都知事なんだから。しかも、下手をしたら、未来の首しゆ相しようだし」

　同じ血が通っている可能性がわずかでもあるのに、この生活の違ちがいはなんだろうと言いたげに大野一郎は首をすくめた。

　そんな彼に、蘇王が言う。

「それで、今井さんが、この日記を見に来たんですか？」

「ああ。ゴールデンウィーク中だったと思うけど、来たよ。友だちも一緒だった。──というより、本人は崩くずし字が苦手みたいで、読んでいたのは、もっぱらその友だちの方だったって」

　そこで、二人はさらに驚き、蘇王などは、つい詰きつ問もん口調になってしまう。

「その友だちというのは？」

　大野一郎が、ピザを頰ほお張ばりながら考える。

「えっと、なんてったっけなあ。聞いたんだけど、覚えてない。実は、その時ちょうど、俺が留守で、おふくろが応対したんだ」

　もぐもぐと口を動かしながら、つぶやく。

「ふ、ふ、ふ……」

「ふ？」

「うん。ふ、ふ、『古ふる谷や』とか、そんな名前だったような」

　どうにも覚おぼ束つかなげに答えた彼に、蘇王が、念ねんの為ため、確かく認にんする。

「『守谷』ではなく？」

「『守谷』？」

　繰くり返した大野一郎が、小さく首をふった。

「ちょっと違うな。たしか、『ふ』で始まる名前だったと思う。じゃなきゃ、ハ行。──いや、待てよ。『く』とか『す』とか『む』だったかもしれない」

　可能性は、膨ぼう大だいだ。

　結局、大野一郎が、一緒にいた友人の名前を思い出すことはなかったが、今井盛令が、大野一郎の親戚で、かつ、八坂家の遺品に興味を持っていたという事実は、かなりの収しゆう穫かくといえた。

　その後、ついに読み終えることのできなかった残りの日記を数冊だけ借り受けることにし、彼らは、大野一郎の家をあとにした。
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　ふたたび車中の人となり、黙もく々もくと日記を走り読みしていた蘇王が、ある箇か所しよでページをめくる手を止め、食い入るように読み始めた。

　その様子を眺ながめていた真人は、従兄弟いとこが端たん整せいな顔をしかめ、「クソッ」とめずらしくも汚きたない言葉を吐はいて祈いのるように目をつむったところで、声をかける。

「もしかして、見つけた？」

「──ああ」

　詰つめていた息を吐き出すように、蘇王が認める。

「その顔だと、やっぱり、『秘神礼賛之書』は、燃やされていなかったんだな？」

「燃やされていなかったというより、燃やせなかったらしい」

　やるせなさそうに首をゆるゆるふりながら、蘇王が説明する。

「具体的には触ふれられていないが、『祟たたり神の忌いむべき力により、その場が地じ獄ごくと化し、かの書物は生き残りけりと伝え聞く』とある。それで、八坂の神官たちは、燃やすのを断念し、あの土地のどこかに埋うめたようだ」

「──ってことは、やっぱ、あるんだ」

「そうだな」

「しかも、あの学校のどこかに……」

「ああ。──もっとも、場所については、もう特定されたようなものだろう」

「ま、そうか」

　この十数年で、なんども火による死者を出している、いわくつきの土地。その立て続けの惨さん事じには、やはり意味があったのだ。

　十じゆう字じ架かでも背負ったかのように苦しげな顔になった蘇王に対し、まだ若じやつ干かん余よ裕ゆうのある真人が言う。肝きもがすわっているというよりは、ただ単に、事の重大さを把は握あくしていないだけだろう。つまるところ、ここでも、悩なやむ時間をはしょっている。

「となると、気になるのは、あの話だよな」

「あの話って、今井さんのことか？」

「うん。だって、びっくりじゃん。──もっとも、あの時、守谷さんと話していた相手が、寮りようの外にいて、窓越ごしにしゃべっていたと考えれば、謎なぞの人物が今井さんだったというのは、わからなくもないんだけど。──他の寮の人間なら、地下の風ふ呂ろ場ば脇わきの通路で扉とびら越ごしにでも話せるから、わざわざ寮の外に出る必要がない。そっちのほうが目立たないだろうし」

「そうだな。……きっと、『象ぞう牙げの塔とう』を抜ぬけ出すのも、窓を使ったんだろう」

　そうでなければ、ＩＣカードの履り歴れきを調べることで、だれが夜中に寮を抜け出したか、一発でわかってしまう。

　うなずいた真人が、「ただ、そうなると」と言う。

「今井さんは、どういうつもりで、守谷さんと密談なんかしていたんだろう。しかも、察するに『秘神礼賛之書』について。──もしかして、今井さんも、古代神の復活を望んでいるとか？」

「たしかに、そこは謎だな。でも、借金を抱えて困っていた大野家に、都合よく土地売買の話を持っていったのが今井豊和であったのなら、あるいは、かなり前から守谷との結けつ託たくがあった可能性もある。──そう考えると、今井豊和にまつわる、ちょっとした黒い噂うわさも真実味を帯びてくるし」

　考え込みながら言った蘇王の言葉に、真人が興味を示す。

「黒い噂って、暴力団がらみの？」

「それもあるけど、今井豊和が、報道番組の解説委員としてテレビに出るようになってから、彼のまわりで妙みように死者が出るという噂が、業界内では密ひそかにささやかれているんだ」

「死者？──人が殺されるってこと？」

「いや。さすがに、表立っての殺人はないようだが、事故とか、心臓発ほつ作さとか、そんなものが多いらしい。しかも、亡なくなったのが、その時、ちょうど今井豊和のライバルとして騒さわがれていた人間ばかりだというから、そんな噂がささやかれるのもわからなくはない。例をあげると、報道番組の立ち上げに当たっては、今井豊和とともに解説委員の候補にあがっていた人物が不ふ慮りよの事故で死亡したり、都知事選でも、最大のライバルだった相手が、スキャンダルで前ぜん途とを断たたれ、ついには自殺したり──。その手の話があまりに多いんで、彼が暴力団とつながっているという奴やつもいれば、なにか、恐おそろしい宗教団体と関かかわっているのではないかとほのめかす輩やからもいる」

「宗教団体」

　真人が、その単語をピックアップして、くり返した。その点では、うってつけの人間が、彼らの近くに存在する。

「ただ、忘れてならないのは」

　蘇王が、日記を手に取りながら、言う。

「今井さんが大野家を訪問した際、友人を一いつ緒しよに連れてきていることだ。──しかも、日記の内容を読んだのは、むしろ、その友人のほうだったようだし」

「そうだよなあ」

　頭のうしろで手を組んだ真人が、背もたれに寄りかかりながら続ける。

「『ふ』で始まる奴って、誰だれだろう。……ああ、ハ行でもいいのか。『く』で始まるかもしれないとも言ってたし、結局、まったくしぼれない」

「ああ」

　頷うなずきながらも、蘇王はチラッと、ある人物の顔を思い浮うかべた。

　蘇王でも読むのに苦労するような達筆な崩し字をなんなく読みこなし、かつ、今井に友人感覚で同道してくるような生徒──。

　藤代公彦なら、まさに、今言ったような条件に当てはまる。

　藤代は、政治的にも心情的にも、立場は水方に近いはずだが、他人にはわからない彼なりの理論で蘇王を裏切ろうと思えば、例の無表情にも見える笑えみを浮かべ、なんなくそれをやってのける男であるのはたしかだ。

　あまり考えたくないことではあるが、案外、彼が本命である気もした。

　ただ、そうなると──。

（いったい、この先、だれを信しん頼らいしていいのやら……）

　そんな想おもいを込めながら、従兄弟の清らかで明るい顔を見ていると、胸むな元もとで蘇王のスマートフォンが鳴り出した。

「はい？」

　電話に出た蘇王が、「へえ」と意外そうな声をあげ、「わかりました」と言って電話を切る。

　その間、わずか一分ほど。

　電話を切った蘇王が、スマートフォンをしまいながら、真人に向かって言う。

「悪いけど、戻もどる前に、一つ寄るところができた」

「寄るところ？」

「ああ」

　頷いた蘇王が、「僕にしても」と少し興奮したように続ける。

「まさか、会えるとは思わなかった人物に会いに行く」
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　蘇王が真人を伴ともなって訪おとずれたのは、大野家からそう遠くない場所にある、古びた七階建てのビルだった。商業地区にあり、事務所と住居が半々の割合で入っているような雑居ビルだ。

　そのビルの二階に、彼らの目指す場所はあった。

　上半分が磨すりガラスになった灰色のドアには、なんの案内もなく、そこが事務所なのか住居なのかもわからない。

　だが、蘇王の話によれば、そこに、御堂学院の寮を設計した風水建築家がいるらしい。

　行方ゆくえ不明になっていた彼とこんな場所で会えるとは、蘇王の言う通り、確かに驚おどろくべきことである。

　いったい、水方家の人間は、どうやって、彼を見つけだしたのか──。

　ドアの脇わきにある呼び鈴りんを押すと、インターフォン越しに返事がある。

「はい？」

　男の低い声。

　腰こしを軽く曲げた蘇王が、答える。

「御堂学院から来た、水方蘇王です。うちの者がお電話を差し上げたと思うのですが？」

「……ああ、どうぞ。あいているよ」

　そこで、ドアをあけて中に入ると、目の前がパーティションで仕切られ、その向こうがソファーセットのある事務所になっていた。

　一言で言うと、小こ汚ぎたない。

　だが、持ち主なりの理論で整せい頓とんされているといえば、そういえなくもないくらいには、片付いている部屋だった。

　入り口のところまで迎むかえに来たのは、五十代なかばといった風ふ情ぜいの男で、白くなりかけた薄うすい髪かみを首の後ろで結ゆわえている。その髪かみ型がたやジーンズをはきこなしたファッションは若々しく、建築家らしいお洒しや落れな印象であるのだが、なにぶんにも、顔色が悪かった。げっそりとやつれ果てていて、そこには、若々しさの欠片かけらもない。

　それさえなければ、あるいは、四十代後半くらいに見えなくもなかった。

「すみません。電話でもお話ししたと思うのですが──」

　言いかけた蘇王を制し、彼──五いつ行ゆき治おさむは、ソファーを勧すすめながら言う。

「まあ、かけたら？──話は聞いているよ。それに、事故のことは、地方紙で読んだし」

　腰をおろしながら聞いていた蘇王が、顔をあげてたずねる。

「地方紙を読んでいるんですか？」

「ああ。あの一件以来、あの場所の動向に常に気を配っているんだ。──だから、あれを読んだ時は、ついに来るべき時が来たって感じだったよ」

「あの一件」というのが、なにを指すのか。

「来るべき時が来た」というのは、どういうことなのか。

　聞きたいことは山ほどあるが、ひとまず、お茶を淹いれに立った目上の男性に対し、彼らは黙だまって待つことを選ぶ。

　ただ、五行自身が、「常に動向に気を配っている」と言っていたように、真人たちの倍は生きていそうなくせに、彼の態度はどこか落ち着きがなく、目には、追われている者の焦しよう燥そう感かんが表れていた。

　小さな円いお盆ぼんに湯ゆ吞のみを三つ乗せて戻ってきた五行が、それを二人の前に置きながら言う。

「それで、俺になにが訊ききたいって？」

　出されたお茶には手を出さず、蘇王が言う。

「色々と伺うかがいたいことはありますが、まず、五行さんの身の上に起こったことを教えていただけますか？──調べたところ、貴方あなたは、うちの学校の寮りようの設計を担当したあと、今までずっと行方不明でしたよね？」

「ああ」

　五行は、無ぶ精しようひげの生えた顎あごを撫なでながら応じる。

「ま、行方不明といえば行方不明なんだろうけど、俺自身は、いつも、そこにいたから、行方不明ではない。──より正確に言うなら、逃にげまわっていたんだ」

「逃げまわっていた？」

　繰くり返した蘇王が、眉まゆ根ねを寄せてたずねる。

「なにからですか？」

　たしかに。

　真人などは、一いつ瞬しゆん、借金取りにでも追われているのかと思ったくらいだ。

　だが、どうやら、ことはもっと複雑らしい。

　五行が、げっそりとした様子で答えた。

「もちろん、火難の相からだよ」

「火難の相？」

「ああ。──君たちも、こうして俺のところを訪ねてきたということは、あの学校で、かつて起きたことくらい、もう調べてあるんだろう？」

「はい、まあ」

　蘇王の頷うなずきに、五行が、「それなら」と続ける。

「あの場所の建築作業にかかわった人間が、次々に焼しよう死しし、そのあとも、御お祓はらいをした霊能者なんかが、交通事故で火に巻かれて死んだのはわかっているな？」

「ええ。当時の記録は、色々と読みました。──つまり、それが火難の相？」

「そうだ」

　うなずいた五行が、言う。

「あの場所は、俺が見た限り、火の気がものすごく強い場所だ。──そりゃ、もう尋じん常じようではないくらいにね。そして、それを、風水の力で封ふうじた俺は、以後、火難の相に追いかけられる羽目になり、転居を繰り返すしかなかったんだよ。──知っているかどうかはわからないが、いわゆる『方かた違たがえ』ってやつだ」

「方違え」とは、陰おん陽みよう道どうの考え方で、凶きよう方ほうを避さけ、吉え方ほうに動くことで厄やくを逃のがれることを言う。牛ぎつ車しやでのろのろと動いていた平安時代の貴族たちが、頻ひん繁ぱんに行っていたと考えられている。

　五行が続ける。

「おかげで、建築家としての仕事はなくなってしまい、今では、ネット上に風水占うらないのサイトを開くことでなんとか食っている。──まあ、それも当然だけどな。事務所の住所がころころ変わるなんて、建築家としては致ち命めい的てきだ」

　それはいえている。

　余計なことに関かかわってしまったことで、なんとも、気の毒な話である。

　言葉もなくうなずく二人に、五行は警告するように言った。

「とにかく、あの場所は、何かとんでもないものを抱かかえ込んでいる可能性がある」

「たとえば？」

「たとえば──、そう」

　そこで、五行が声を低め、壁かべに耳でもついているのではないかと疑うように、周囲を気にしながら話す。

「俺は俺なりに調べたんだが、どうやら、あそこには、人目に触ふれさせてはいけない『禁きん忌きの書』が埋うめられているらしいんだ」

　とたん、蘇王が鋭するどい目を年上の男に向けた。

「そんなこと、だれに聞いたんですか？」

「あの土地の元の持ち主だ」

「持ち主？」

「ああ。この春に亡なくなったようだが、ここからすぐのところにある老ろう人じん介かい護ご施し設せつに、あの土地を相続したばあさんがいると知って、話を聞きに行ったことがある。そのばあさん、施設の中では、時おり、変なことをいうので有名だったんだよ。『火の神に気をつけろ』とか、『その地に触れたら祟たたりがある』とか、そんなようなことらしい。職員なんかは、惚ぼけて、ちょっとおかしくなっているくらいに思っていたようだが、俺には、そのばあさんの言うことが痛いほどよくわかった。それで、何度か訪ねて根気よく説得し、ついに真相を聞き出すことができた。──大変だったんだぞ。なにせ、惚けている割に、なかなか口の堅かたいばあさんで、俺が、あの場所にかかわってからこの方、ずっと火難の相に追われて殺されかけていると訴うつたえたら、ようやく、決して他言しないようにという条件で話してくれた」

「なにを、ですか？」

「それが、そのばあさんによると、彼女の生まれた家は、代々、火ひ伏ぶせの神事を行っていて、明治時代、ある巫女みこさんが書いた忌いまわしい書──ばあさんが言うには、古代の悪神を蘇よみがえらせる儀ぎ式しきや呪じゆ文もんの書かれた非常に危険な書だったそうだが──、それを、彼女の家が焼しよう却きやく処分することになったらしい。それで、適した日取りを決め、神事を行い、いざ、その本を燃やそうとしたところ、彼らが頼たのみとしていた火の神カグツチが祟り神に変わり、そこにいた神官たちを残らず焼き殺してしまったらしい」

「まさか、そんな──」

　あ然とする蘇王に、五行が言う。

「本当だそうだ。その時の唯ゆい一いつの生き残りの話では、その場に火災旋せん風ぷうが巻き起こって、あっという間に、大勢の神官たちを火の風に乗せて燃やしながら飛ばしたそうで、それはもう、まさに阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵えだったそうだよ」

「火災旋風……」

　その恐おそろしさを、科学のバラエティー番組で知ったばかりの真人がこわごわとつぶやく。

　と、その時。

　蘇王のスマートフォンが着信音を響ひびかせた。

　相手を確かく認にんした彼が、「すみません」とソファーを立ちながら謝罪する。

「ちょっと、出たほうが良さそうなので」

「どうぞ、ごゆっくり」

　入り口付近で話す蘇王を横目に、会話のなくなったテーブルでは、真人が、居い心地ごこち悪そうに冷めかけのお茶に手をのばした。

　だが、それを飲む前に、横に立った蘇王が宣言する。

「バタバタして申し訳ありませんが、急用ができたので帰ります。色々とありがとうございました」

「ああ。参考になったか？」

「十分、なりました。──五行さんも、お気をつけて」

　言うなり、なにがなんだかわからないでぼんやりと蘇王を見あげていた真人の腕うでを引き、蘇王は、五行の事務所をあとにした。
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　雑居ビルの外に出てきたところで、真人が、つかまれていた腕を振ふり払はらって文句を言う。

「ちょっと、なんだよ、いきなり！　状じよう況きようを説明してくんないと、わかんねえだろ！」

「ああ、悪かった」

　どうでもよさそうに謝った蘇王が、数メートル先の路ろ肩かたに停とまっているロールスロイスのほうに足早に近づきながら、続ける。

「ただ、どうやら、まずいことになりそうなんだ」

「まずいこと？」

　あとを追う真人がたずねると、蘇王が質問形式で返してくる。

「お堂の焼け跡あと、ずっと警察の監かん視し下にあっただろう？」

「ああ」

「それで、だれかがそこに侵しん入にゆうする危険はないと思って、ひとまず安心していたんだけど、今日になって、立ち入り禁止のテープが撤てつ廃ぱいされて警察が引きあげたそうだ」

「……つまり、今、あの場所はガラ空きってこと？」

「それだけなら、いいんだ。こちらで、監視を立てれば済むことだからな。ただ、さっきの報告では、警察の引き上げを待っていたかのように、午後になって、守谷組の下した請うけ建築業者が入って、焼け跡に工事中の立て看板を出したらしい」

「どういうこと？」

　ロールスロイスの前で立ち止まった蘇王が、忌いま々いましげに吐はき捨てる。

「先を越こされたってことだよ。──理事会で、今後のことについて話し合う前に、守谷組が寄贈ということで修復を申し入れ、学校側はそれを受け入れたそうなんだ。──つまり、あの場所は、今、守谷組の管理下に置かれ、彼らのやりたい放題というわけだ」

「まずいじゃん」

「ああ。だから、早急に戻もどる必要がある。なんとしても、『秘神礼賛之書』が守谷の手に渡わたるのを阻そ止ししないと──」

　そう言って、運転手があけてくれたロールスロイスに乗り込んだ蘇王に対し、真人は、その場に立ちどまって考え込む。

　そうやっていつまでも乗って来ない従兄弟いとこに焦じれて、蘇王が中から声をかけた。

「なにやってんだ、真人。とっとと乗れよ！　時間がないって言っているだろう？」

　だが、それでも乗ろうとしない真人は、車の天板に手をついて中を覗のぞき込むと、こっちを睨にらんでいる蘇王に向かって告げる。

「悪いけど、先に戻ってくれないか」

「は？」

　苛いら立だたしげに眉まゆをひそめた蘇王が、ドアのほうに身を乗り出しながら続ける。

「お前、何言ってんだ。先にって、どういうことだよ。どうやって帰るつもりなんだ？」

「そんなの、子どもじゃないんだ。財さい布ふなら持っているし、いざという時のために、クレジットカードも持たされているから、電車でも飛行機ででも、なんでも帰れるよ。──それより、『秘神礼賛之書』を、守谷が手に入れる前に、なんとかする必要があるんだろう？」

「ああ、だから──」

「とっとと、乗れ」と言いながら手を伸のばし、真人の腕をつかもうとした蘇王からするりと身をかわし、真人は確認する。

「それで、それは、焼却処分してしまうのが一番いいんだな？」

「そうだけど」

「それなら、俺、試ためしてみたいことがあるから、こっちのことは気にしないで、蘇王は、蘇王にできることをやってくれ」

　言うなり、身を翻ひるがえして走り去る真人。

　一いつ瞬しゆん、あとを追うかどうか迷った蘇王だが、ややあって考えを改め、こちらの出方を待っている運転手に向かって、車を出すように告げた。

「よろしいのですか？」

　運転手が気を遣つかって確認したが、蘇王は「ああ」とうなずいた。

「やってくれ」

　すぐに滑すべるように走り出したロールスロイスの中で、黒真しん珠じゆのような瞳ひとみに都会の景色を映した蘇王が、運転手に聞こえないくらい小さな声でつぶやいた。

「……さて。我らが『神使い』殿どのは、何をしてくれる気なのか」







　一方。

　蘇王と別れた真人は、人目につかないところを探して歩き続けた。

　大勢の人間がひしめく大都会ではあるが、案外、死角というのは多いもので、ほどなく、ビルとビルの狭はざ間まにぽっかりと開いた公園を見つけて入っていく。

　なんのためにある公園なのか。

　ベンチが二つ。

　水飲み場が一つ。

　遊具などは一つもない。

　あまり頻ひん繁ぱんに刈かり入れていないらしい木々は、好き放題に枝を伸ばしていて、その根元にはホームレスの寝ね床どこらしい段ボールがいくつも転がっているのが見える。

　こんなところでも、緑の少ない東京では、オアシスとして利用する人間もいるのだろう。

　事実、お昼時であれば、弁当を持って現れるＯＬや昼ひる寝ねするサラリーマンの姿が見えたはずだ。ただ、午後四時を過ぎたこの時間は、人ひと影かげもなく、公園内はひっそりしている。

　東京は、その日、最高気温三十度をマークして、真夏並みの暑さとなった。しかも、梅雨つゆ明けを迎むかえていない蒸むし暑さは、人をなんとも不快な気分にさせる。

　学校を出る時は肌はだ寒ざむいくらいだったので、薄うす手でのパーカーを着ている真人は、じっとりと汗あせをかく中、ポケットから取りだした「くるのまがり」を、おもむろに宙に投げあげて、言う。

「我、クルノマガリニ命ズ。糸ヲ手た繰ぐルガ如ごとク、マタ鉤かぎノ曲ガルガ如ク、高天原ノ命ニヨリ神使イトナリシ玉司真人ヲ、八やち街また、岐ちまたニ導キテ、地ニ封ふうジラレシ悪神ガヨリテ書キ記シタル忌いマワシキ書ヲ燃ヤサンガ為ため、某なにがしノ神ニ交ワラセヨ」

　すると、真人が言葉を唱えている間、クルクルとまわりながら、そのまわる勢いで周囲に巻きついている紐ひものようなものをパラパラと解ほどいた「くるのまがり」が、空中でブルブルッと震ふるえたかと思うと、ピカッと輝かがやいて落ちてきた。

　真っ直すぐに落ちてきた「くるのまがり」は、真人の足元で止まると、その場で上下しながら色とりどりに光り続ける。

　桜色。

　赤。

　緑、青、玉虫色。

　輝きが変化するたび、まわりにその色の綿のようなものが作られ、さらに、それが寄り集まって一つの大きな塊かたまりとなっていく。まるで綿わた菓が子しを作っているみたいに、色とりどりに光る綿のようなものがふくらんでいき、ついには、雲が出来あがる。

　そう。

　それは、間ま違ちがいなく雲だ。

　できあがったばかりの色とりどりに光る雲を真人が見おろしていると、「くるのまがり」がズズズイッと近づいてきて、鼻先で止まった。──相手に鼻があるとは思えないが、鼻はな面づらをつき合わせたような気がした真人の前から、「くるのまがり」がスウッと雲のほうに移動する。

　あたかも、誘いざなうような動き。

「……もしかして、これに、乗れってか？」

　たしか、前回は、色とりどりの雲の階段が出来あがったはずだが、今回は、この、孫そん悟ご空くうが乗りそうな雲であるらしい。

　八街の門への移動は、一つとは限らないようである。

　ただ、問題は、本当に乗れるのか。

　もし、これが本当の雲だったら、真人の足は突つき抜ぬけるはずだ。

　だが、恐おそる恐る片足を乗せると、ほどよい弾だん力りよくがあって、下からしっかりと真人の足を支えた。そこで両足を乗せ、フワフワした中に座り込むと、色とりどりに光る雲は、スウッと音もなく浮かびあがり、次の瞬しゆん間かん、超ちよう高こう速そくで動き出した。

　シュウウンッと。

　一瞬のうちに、真人は都会のビル群を離はなれ、いったいどこにあるかさっぱりわからない天の八街へと運ばれる。気づいた時には、どこまでも広がる雲海のただ中にいて、それまで乗っていた雲のようなものは、雲海に溶とけ込んで見えなくなった。

　代わりに、真人の前には、以前にも見たことのある巨きよ大だいな門があり、やはり、以前にも聞いたことのある声で誰すい何かされる。

「そこの者、ここがどこかわかって座っておろうな」

「あ、はい、えっと」

　相も変わらず見えない相手に、キョロキョロしながら真人は答える。

「わかってます」

「ならば、用件を述べよ」

　その頃ころになって、ようやく、雲に埋うずもれるように立つ制服姿の猿さるを見つけだした真人は、彼に向かって言う。門番である猿の手には自分の背せ丈たけの倍はあろうかという長ちよう槍そうがあり、時おり、それを、威い嚇かくするように話し手に向けるのが癖くせになっているようだ。

「俺は、『神使い』で、神の助力を得るために来ました。取り次ぎをお願いします」

「ならば、通行証を出すがいい。それによって、この門は開く」

　真人は、慣れた様子で「くるのまがり」を差しだした。

　すると、門番は、それを長槍の先にひっかけて奪うばい、そのまま門のほうへと投げあげる。

「八街、岐を隔へだてし偉い大だいなる門よ。ここにいる者の命に従い、呼ばれし神の元へと彼を導け。急きゆう々きゆう如によ律りつ令りよう！」

　その声に従い、門に向かって輝きながら飛んで行った「くるのまがり」が、そのまま、門の鍵かぎ穴あなにピタリとはまり込んで、勝手に回りだす。

　ガチャガチャ。

　ガチャ。

　ガチャ。

　ガチャッと。

　鍵があいて、扉とびらが開かれる。

　扉の向こう側に立った真人が、その場で待っていると、しだいにまわりの雲が赤く染まり、気温がどんどん上じよう昇しようし始めた。

　暑い。

　灼しやく熱ねつ地じ獄ごくにいるような暑さだ。

　いったい、何が訪おとずれようとしているのか。

　噴ふき出してくる汗を手で拭ぬぐいながら、真人がなおもその場にたたずんでいると、ふいに、地の底から響ひびくような声がした。

「門を開き、八街、岐に立って我を呼んだのは、だれだ？」

「俺、『神使い』の玉司真人です」

「ほお。『神使い』とな。高天原のおもちゃだな。──して、高天原のおもちゃが、我に何の用がある？」

　相手の正体がわからないまま、真人は趣しゆ旨しを説明する。

「地上に災さい厄やくをもたらす悪神を蘇よみがえらせる『秘神礼賛之書』が、人の手によって、今にも掘ほり返されようとしています。なので、手て遅おくれにならないうちに、それを燃やしてしまいたいんです。手を貸してもらえませんか？」

「なるほど」

　相手が、納なつ得とくしたように応じる。

「燃やすのであれば、我が呼ばれてもおかしくはあるまい。──だが、本当にうまくいくかどうか」

　神のくせに、なんとも不ふ吉きつな予言をし、相手が続ける。

「まあ、よい。今いましの『神使い』なれば、その力を試ためしてみるのもよかろう。──我、火の神である『カグツチ』が聞き入れた。直ちに請せい願がんを述べよ」

　火の神カグツチ──。

　蘇王であれば、この名前を聞いた段階で、躊ちゆう躇ちよしたかもしれない。だが、悩なやむ時間をはしょる傾けい向こうにある真人は、言われた通り、直ちに取りかかった。

　まず、神前に立つ礼れい儀ぎとして最低限の祓はらいを行う。

「祓い給たまえ、清め給え、六ろつ根こん清しよう浄じよう」

　口中で唱えながら、左ひだり肩かた、右みぎ肩かた、最後に両りよう肩かたを両手で祓う仕草をし、先を続ける。

「我、神使いである玉司真人が、火の神『カグツチ』の命みことにかしこみかしこみもうす。悪神を呼び覚ますべく書き記されたる書、忌いむべき『秘神礼賛之書』を神しん威いの炎ほのおで焼き尽つくし給え。悪あしきものに応こたえし者たちの手から、奪い給え。それを急ぎ急ぐこと律令のごとくせよ！」

　とたん。

　ビュッと。

　音を立てて目の前を切りさいた炎の腕うでが、真人の足元を叩たたき、それは、そのまま炎の塊となって地上めがけて突とつ進しんしていった。

　炎の腕でなめられた足元が揺ゆらぎ、真人がその場でバランスを失っていると──。

　突とつ如じよ。

　その足元から、逆噴ふん射しやのように炎の柱が噴ふき上がって真人を襲おそい、白い雲間を、一いつ瞬しゆんのうちに炎の海へと変えていく。

「警報！　警報！」

　どこかでそんな声が響く中、灼熱の炎が真人の身体からだを包み込む。
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　蘇王が御堂学院に戻もどったのは、生徒たちが夕食の席に着こうという時間帯だった。

　だが、ヘリポートに降り立った蘇王は、食堂には向かわず、その足で「象牙の塔」に入っていく。

　この時間、高三の生徒たちも塔とう内ないの食堂に集まって食事をしているため、コートヤードは人ひと気けがなく、閑かん散さんとしている。

　あたりは薄うす暗ぐらく、ものの輪りん郭かくがぼやけて見えるが、神職に就つく者として常つね日ひ頃ごろから精神的鍛たん錬れんを行っている蘇王には、空気の中に、夕暮れ時のもの悲しさとはちがう、なんともいえない忌まわしい気が混ざり込んでいるのが感じ取れた。

（悪い兆候だな……）

　夕ゆう闇やみに包まれたコートヤードで、唯ゆい一いつ、明かりを放っているのは、お堂の焼け跡あとだ。

　ただし、昨日まで、そこには警察の黄色いテープが張られていたのに、たった半日、蘇王が留守をしていただけで、その場はすっかり様変わりしていた。

　道どう路ろ脇わきなどでよく見かける「工事中につき、ご迷めい惑わくをおかけします」と謝る工事人の立て看板と赤いコーンが行く手を塞ふさぎ、ブルーシートで囲いが設けられている。

　蘇王が近づいて行くと、そのタイミングでブルーシートがめくられ、中から一人の青年が出てきた。

　愁うれいを帯びた黒い瞳ひとみ。

　背中で三つ編みにした長い黒くろ髪かみ。

　夕暮れがこれほど似合う生徒は他ほかにいないだろうというくらい、退たい廃はい的な雰ふん囲い気きを醸かもし出す青年は、いわずとも知れた守谷則継だ。シャツの上に薄うす手でのカーディガンを合わせた彼は、その腕に何かを抱かかえていた。泥どろにまみれた生き成なりの麻あさ布ぬので、それによってグルグル巻きにされた中身の一部が、布からはみ出して見えている。

　寒気がするほどおぞましい色合いの赤──。

　その色を見ただけで、蘇王には、麻布に包まれている物がなんであるか分かった。

　足を止めた蘇王の前で、顔をあげて彼を見た守谷が、馴なれ馴れしく挨あい拶さつする。

「おや、水方くん。──おかえり。東京はどうだった？」

　それから、手にした荷物をかかげて続ける。

「おかげで、こちらは、こうして欲しかったものを手に入れることができたよ」

　蘇王が、慎しん重ちように応じる。

「──『秘神礼賛之書』ですね？」

「うん。幻まぼろしではなかったってことだよ」

　満足げに頷うなずいた守谷を黒真しん珠じゆのような瞳で射るように見すえ、蘇王は片手を突つきだした。

「それなら、それを、こちらに渡わたしてもらいましょうか」

「なぜ？」

　わざとらしい意外さを口調ににじませ、守谷が訊きき返す。

「これは、僕が今日、半日もかけて見つけ出したものだよ。それを、どうして、あとからやってきた君に渡さなければならないんだ？」

「それは、もともと水方家のものだからですよ」

　その主張に対し、守谷が口元を歪ゆがめて笑う。

「それはまた、妙みようなことを言うね。──だけど、これが君たちのものだったことは、今までに一度もないはずだ。なんといっても、君たちは、これを所有する間もなく破は棄きしようとしたんだから。つまり、捨てたのも同然だ。その上で、長い間、放置されていたものを、苦労して僕が掘ほり起こしたのであれば、当然、これは僕のものだと思わないか？」

　正論であるが、蘇王に引く気はない。

「なんと言われようと、それは、水方家のものとして処分します。所有する間もなく破棄したのは、そうすべき理由があったからです。もちろん、わかっていらっしゃるとは思いますが──」

「そうだね。──それでも、まだ返せと言う気なのかな？」
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「ええ。返してもらいます。嫌いやだと言うのであれば、力ずくでも奪うばい取るつもりです」

「それは、怖こわいな」

　クスクス笑いながら応じた守谷が、提案する。

「そこまで言うなら、だれが持ち主として相応ふさわしいか、この本に決めてもらおうじゃないか」

「本に？」

「そう。問答無用で焼しよう却きやく処分しようとしている君と、活用しようと考えている僕、そのどちらが所有者として、より相応しいか」

　そう告げた守谷が、「秘神礼賛之書」を包んでいた布をゆっくりはずしていく。

　じょじょに顕あらわになる外装は、一部が見えていた時よりさらに赤の度合いが強くなった。いわゆる「燃えるような赤」だ。その深みのある赤を見つめていると、まるでその中で炎が燃え盛っているような錯さつ覚かくすら覚える。

　布を取り去った「秘神礼賛之書」を、守谷が無む雑ぞう作さに投げだした。

　赤い装そう丁ていの本を真ん中に、守谷と蘇王の間に緊きん張ちようが走る。

　蘇王が、一歩近づいた。

　また一歩。

　二歩。三歩。

　その間、守谷は動かない。

　動かずに、じっと「秘神礼賛之書」を見つめている。その愁いのある黒い瞳は、何かを期待するかのように見開かれていた。

　やがて、本の前まできた蘇王が、腰こしをかがめて本に手をのばす。

　だが、そのとたん──。

　ボワッと。

　陽炎かげろうのような揺ゆらめきが立ちのぼり、そこに、赤い袴はかま姿すがたの巫女みこが現れた。

　とっさに飛び退のいた蘇王が、至近距きよ離りからそれを見つめる。

　顔に落ちかかる長い黒髪。

　紫むらさき色いろの肌はだに、落ちくぼんだ眼がん窩か。

　全身で死相を表している巫女の霊れいは、赤い袴を引きずりながら、ズズッと蘇王のほうに手をのばした。

　同時に、地の底から響ひびくような禍まが々まがしい呪じゆ詛そが耳元をかすめる。





……許さぬ。

我が神の復活を邪じや魔まする者は、絶対に許さぬ。

積年の恨うらみごと、お前を地じ獄ごくの底に引きずり込んでやろうぞ。






　その恐おそろしさといったら、ふつうの人間なら、まず耐たえられない。

　気を失うか、下手をすればそのまま、正気をなくす可能性だってある。

　だが──。

　蘇王は、ふつうではない。

　曲がりなりにも、修しゆ行ぎようを積んだ神官だ。

　ズズ。

　ズズ。

　取り殺そうという強い怨おん念ねんの塊かたまりとなって近づいて来る霊を前にして、逃にげも隠かくれもせず、惑まどいすら見せないで、冷れい徹てつに言い放つ。

「怨おん霊りようの分際で、『神鎮しずめの神官』にたてつこうとは、笑わせてくれる。ただちに、祓はらい戸の神の名の下もとに浄じよう化かしてやろう」

　宣言した彼が、手を突きだして神しん呪じゆを口にする。

「神しん火か清せい明めい、神しん水すい清明、神しん風ぷう清明！」

　それから、常に持ち歩いている陶とう磁じの小こ瓶びんを取り出し、中身を巫女の霊に向かって振ふりまきながら、玲れい瓏ろうたる声で祓はらえ詞ことばを唱えた。

「浮うかれ往ゆかまくする、これなる玉の緒おを、元いた場所に縫ぬい留とどめ、鎮め給たまえ、吐と菩ほ加か身み依え美み多た女め、寒かん言ごん神しん尊そん利り根こん陀だ見けん、祓い給え清め給え！」

　とたん。

　長い髪かみを振り乱みだしてもだえた幽ゆう霊れいの姿が、グラリと揺れてぶれ始めた。

　ぶれて。

　ぶれて。

　それでも、黒い穴のような目を見開いて蘇王に向かってこようとする姿は、ゾッとするほどの迫はく力りよくだ。

　ズズ。

　ズズ。

　しかし、進めば進むほど、逆に働く力が、彼女の身体からだをどこかに押し戻もどそうとしているかのように、全身をじわじわと歪ませていく。

　しだいに顔がくずれ、身体が溶とけだす。





お、の、れえ──！

わらわの悲願、叶かなえさせずにおくものか！






　だが、抵てい抗こうは長く続かず、ついには──。





ああああ、口くち惜おし──！






　遺い恨こんの声をひびかせながら、シュウウウッとものすごい勢いで地に吸い込まれていった。あとには、今、目にしたものが噓うそのような沈ちん黙もくだけが残される。

　怨おん霊りよう浄じよう化か。

　小さく息をもらした蘇王が、額ににじんだ汗あせをぬぐう。

　と──。

「さすがだね」

　守谷が、パンパンと拍はく手しゆをしながら、蘇王の技わざを褒ほめ讃たたえる。しかも、いつの間にひろいあげていたのか、投げ出したはずの「秘神礼賛之書」を小こ脇わきにはさんでいた。

　守谷がつづける。

「『神鎮めの神官』の名は、伊達だてではないようだ。神をも鎮めてしまうような男にとって、そのへんの怨霊を鎮めることなど、朝飯前ということか」

　蘇王が、冷たい視線を相手に向ける。

　そんな蘇王に、「秘神礼賛之書」を手に持ち替かえた守谷がいう。

「ただ、残念ながら、僕は、祓詞くらいでは消えたりしない。生身の僕から、君は、どうやってこの書を奪うつもりなんだい？」

　それに対し、蘇王が剣けん吞のんに応じる。

「それは、言ったはずですよ。力ずくでも奪い取る──と」

「へえ」

　守谷が、首をかしげて蘇王を見返す。

「それは、腕うでに覚えがあるということかな。でも、やる気のあるところを悪いけど、僕は暴ぼう力りよく沙ざ汰たが大だい嫌きらいでね。やるとしたら、代わりの者に戦ってもらうよ。例えば──」

　だが、守谷が続けようとした、その瞬しゆん間かん。

　パリン。

　小さな──。

　だが、明らかに危険を知らせる高らかな音が頭上で響き、とっさに見あげた彼らの前に、キラキラと輝かがやきながら落ちてくるガラスの破は片へんと、それを追うように、烈れつ火かの炎ほのおが落ちてくるのが見えた。

　とっさに、腕をあげて顔を庇かばう蘇王と守谷。

　その間にも、炎の塊は太く大きな手となって、真っ直すぐに守谷に襲おそいかかる。

「うわっ！」

　慌あわてて避よけた守谷の手から、「秘神礼賛之書」が飛んだ。

　そこへ、巨きよ大だいな炎の手が襲いかかり、まさに、投げ出された「秘神礼賛之書」を灼しやく熱ねつの炎で包み込もうとした時だ──。

　ゴオオオオオオオオオオオ。

　今度は、「秘神礼賛之書」から立ち上った炎の柱が、自分を焼き尽つくそうとしていた炎の手を飲み込み、そのまま真っ直ぐ天空に向かってのぼっていった。それはまるで、野生の獣けものが獲え物ものに襲いかかるような貪どん欲よくさで、なにかを求めて一気に駆かけあがっていく。

　その先にあるのは、いったい、なんなのか。

　いや、それどころか、そもそも、最初に落ちてきた炎の塊は、いったいぜんたいなんであったのか──。

　どちらの答えにもたどり着かないまま、地上には、元の静けさが戻ってくる。

　ただし──。

　受けた衝しよう撃げきがあまりに強過ぎて、守谷と蘇王の二人からは、さきほどまでの戦せん闘とう意い欲よくがすっかり消え失うせていた。

　特に蘇王は、消え去った炎の軌き跡せきを追い、天てん井じようにあいた穴から暗くなった空を見つめる。

（まさか……）

　蘇王は、不安そうな面おも持もちで考える。

「秘神礼賛之書」にのばされた炎の腕。

　あと一歩でかなわなかったが、もし、あのまま「秘神礼賛之書」をその手でつかみ取っていれば、それはまさに、禁きん忌きの書を燃やすためにのばされた神の手であったとは言えまいか。

　だとすれば、そこには、「神使い」である従兄弟いとこの功績があるはずだが、そうなると、次に気になってくるのが、逆ぎやく襲しゆうするように伸のびあがった炎の柱のことである。

　いったい、なにが起きたのか。

　たしかなのは、「秘神礼賛之書」は燃えずに残り、炎は空に消えたということだ。

（真人……）

　東京で別れた従兄弟が、どこで何をしているのかはわからないが、嫌いやな予感がするのは否いなめない。

　そうして、胸むな騒さわぎを覚えながら炎の消えた先を見つめていた蘇王だったが、ややあって我に返ると、今現在、己おのれに与あたえられた使命を全まつとうすべく、地面に投げ出されたままになっていた「秘神礼賛之書」を手に取ろうとした。

　だが──。

　それより一瞬早く、足音も立てずに現れた人物が、「秘神礼賛之書」に近づき、腰こしを曲げてひょいと拾いあげてしまった。

　それを見て、蘇王が端たん整せいな顔をしかめる。

　その人物とは──。

　相も変わらず、なにを考えているのかわからないお公く家げ顔。

　藤代公彦は、能面のように無表情な笑えみを浮かべると、蘇王ではなく、守谷に向かって「秘神礼賛之書」を差しだした。

　受け取った守谷は、意外そうでもなんでもなく、「どうも」と自然に言って続ける。

「あんたが教えてくれたおかげで、幻まぼろしと信じられていたこの本を手に入れることができたよ」

　その親しげな様子からして、関係は昨日今日のことではないらしい。

　それを見て、蘇王が皮肉気に言った。

「なるほど。今井さんの連れは、やはり貴方あなたでしたか」

「うん」

　蘇王に向かってうなずいた藤代の横で、守谷がいぶかしげに、「今井？」とつぶやく。

「今井って、今井盛令？」

「そう」

　今度は守谷に向かって軽々しく応じた藤代に対し、当の守谷が、どこか納なつ得とくがいかなそうな顔をする。だが、すぐに、「ふうん」といって己を取りつくろうと、「秘神礼賛之書」を肩かたにかつぐようにして歩きだし、蘇王とすれ違ちがいざま、告げる。

「ということで、悪いけど、今回は君の負けだ、水方蘇王。素す直なおに認めて出直すことだね」

　立ち去る守谷の背中を見送り、蘇王は黒真しん珠じゆのような瞳ひとみを細めた。

　そこには、「秘神礼賛之書」を取り戻せなかったことへの後こう悔かいとは別に、明らかな焦しよう燥そう感かんがにじみ出ている。

　そんな蘇王の肩をポンと叩たたいて、藤代が言う。

「悪く思わないでくれ、蘇王」

　すると、肩に置かれた手をゆっくりと退けた蘇王が、軽く首をかしげて言い返す。

「悪く思うな、ですって？」

「うん」

　両手をひらいた藤代が、続ける。

「今日、大野家に行ってきたんだろう？──それにしては、戻もどってくるのが早かったね。てっきり、真人と一いつ緒しよに、東京で一いつ泊ぱくしてくるかと思ったのに」

「それでは、間に合わなかったでしょう。──まあ、急いだところで、結局、間に合わなかったんですが」

「そうだね」

　裏切りを見せたあとだというのに、いつもと変わらない口調で話しかけてくる上級生を、蘇王が鋭するどく見すえる。

　わずかな沈黙のあとで、蘇王が言った。

「──なぜです？」

「なぜって？」

「とぼけないでください。──なぜ、守谷側に寝ね返がえったんですか？」

「別に、寝返ったわけではないよ。僕は、僕なりの理由で動いているだけだからね。それに、たかだか本だろう。それほど、ピリピリするほどのことかい？」

　なんでもないことのように言った藤代が、天井を見あげて続ける。

「そういえば、ここに入って来た時、赤い光が見えたんだけど、もしかして、雷かみなりでも落ちたのかい？」

「──雷が、鳴ってましたか？」

「いや。僕は気づかなかったけど、こんなことになっているので、そうなのかなって。……あれは、修理をしないとダメだね」

　天井にあいた穴のことだろう。

　藤代は、それを、雷が落ちたせいだと考えたようだ。

　おそらく、藤代は、何も見ていない。彼は、オカルト好きであるが、だからといって、超ちよう常じよう現象などは一いつ切さい信じない、現実主義者だ。

　そういう人間は、不思議と超常現象に遭そう遇ぐうしないし、万が一遭遇しても、脳が認にん識しきせず、気づかない場合が多い。

　そんな藤代にとって、「秘神礼賛之書」はただの古本にすぎず、だれの手に渡わたろうと、さして意味はない。彼の金銭感覚から言って、それが高額な稀き覯こう本ぼんだったとしても、結果はさして変わらないはずだ。

　蘇王が、ため息をついていると、藤代が「あ、そうそう」と顔をもどして言う。

「それで、本をあげてしまったお詫わびと言ってはなんだけど、一つだけ教えておくと、何をするにせよ、守谷は、次に昼夜の長さが等分になる時を待たないとならないだろう」

「昼夜の長さが等分に？」

　不思議そうに繰くり返した蘇王が、念ねんの為ためにたずねる。

「秋分ってことですか？」

「まあ、ふつう、そうだろうね」

「でも、なぜ、そんなことがわかるんです？」

「それは、さっき、ちらっと見えたあの真っ赤な表紙の書に、そんなようなことが書いてあったからだよ」

「……なるほど」

　蘇王が、つまらなそうな面持ちで応じる。

　これで、いちおう三ヶ月ほどの猶ゆう予よはできたわけだが、どちらにしたって、「秘神礼賛之書」が守谷の手にある限り、いつかは封ふう印いんしている悪神が蘇よみがえることに変わりはない。

　それを防ぐ手が、あるのかどうか。

　蘇王の反応を見て、こんな時でも変わらない無表情な笑みを浮うかべた藤代が、しゃあしゃあと続けた。

「そんな顔をして、もしかして、僕のことがそれほどショックだったかい？」

「どうでしょう。──僕より、真人がこのことを知ったら、泣くかもしれません」

　蘇王としては最大限の攻こう撃げきのつもりであったが、鉄面皮の男は、一向に応こたえた様子はなく、むしろ嬉うれしそうにのたまう。

「それは、是ぜ非ひとも見てみたいものだね。きれいな子が泣くのを見るのは、好きだよ。そのために、わざわざいじめたくなるくらいだ」

「…………」

　返す言葉をうしなった蘇王が、その場で踵きびすを返し、歩き出しながら背中越ごしに宣言する。

「とりあえず、月曜日までは、僕の前にその能面のような顔を見せないでください。殴なぐりたくなりますから」

「了りよう解かい」

　離はなれていく二人の間で、天てん井じようから吹ふき込んだ風が渦うずを巻いた。
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「象牙の塔」を出た蘇王は、すぐさまスマートフォンを取りだし、真人に電話をかけた。

　だが、何度かけても、電話はつながらない。

　いったい、彼は、どこでなにをしているのか──。

（真人、どこにいる？）

　蘇王は、胸むな騒さわぎがしてならない。

　先ほどの、人じん智ちを超こえたような炎ほのおと炎のぶつかり合い。あの結果は、だれに、どんな結果をもたらしたのか──。

　東京で別れたきりの真人は、無事でいるのか。

　やがて、これで最後だと思いながらスマートフォンを操作すると、彼のすぐそばで、電話の着信音がひびいた。

（真人──？）

　驚おどろいてふり向いた先に、仏野環の姿がある。

　例によって例のごとく白衣姿の環は、暗がりの中、後光のさした大天使のごとく輝かがやかしい姿で立っていた。しかも、その手には見慣れた携けい帯たい電でん話わが握にぎられていて、環は、蘇王の視線の先で、その携帯電話を振ふってみせる。

　眉まゆをひそめた蘇王が近づきながら電話を切ると、それに呼応するように、環の手の中の携帯電話も沈ちん黙もくする。

　環の前に立った蘇王がたずねる。

「それ、真人のですよね？」

「うん」

「どこで、拾ったんですか？」

「門の近く」

「門？」

　その言い方に引っかかりを覚えて、蘇王は確認するように訊きき返す。

「門というのは、どこの門ですか？」

「門と言ったら、門だよ。どこの門だろうと、変わらない。──それより、これと一緒に持ち主の身体からだも拾ったんだけど、どうやら、魂たましいのほうは拾い切れなかったみたいでね。君に呼び戻してもらおうと思って、こうして待っていたんだ」

「──魂を拾えなかった？」

　いったい、どういう意味なのか。

　わからずに訊き返した蘇王に、環が説明を付け足す。

「そう。拾えなかった。──つまり、文字通りの意味で、魂を手放した真人は、今、私の部屋で死んだように眠ねむっている。たぶん、こっちの基準で言うならば、彼は、この瞬しゆん間かん、死んでいるということだ」

「死んでいる？」

　頭が真っ白になった蘇王は、なにも考えられずに言い返す。

「そんな、バカな──!?」
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　遠くで声がしている。

　玲れい瓏ろうとした声で、聞いているだけで、魂が洗われそうだ。

　歌うように。

　誘さそうように。

　その声は、彼の耳に響ひびいてくる。

　何度も、何度も。

　飽あくことなく、くり返し響く声──。





たまのをを

むすびかためて

よろづよも

みむすびのかみ

みたまふゆらし






（たまのをを……むすびかためて……よろづよも）

　くり返し聞こえてくる言葉に同調し、彼は、心の中で一いつ緒しよに唱え始める。

（みむすびのかみ……みたまふゆらし）

（みたま……ふゆらし）

　すると、スッと目の前に明るい光が差し、次の瞬間──。

「真人」

　耳元で、名前を呼ばれる。

「真人。──真人」

　それが自分のことだと認にん識しきしたとたん、真人はフッとこの世界に戻もどってきた。

「真人」

　ゆっくりと目をあけると、すぐ近くに蘇王の端たん整せいな顔があった。

　ただ、その顔は、かつて見たことないほど心配そうな表情をしていて、思わず腕うでを伸のばして頰ほおに触さわった真人が、「蘇王……」と呟つぶやいて、首をかしげる。

「そんな顔をして、何かあったのか？」

「何かって、お前──」

　だが、蘇王の言葉を聞くまでもなく、声を出したとたん、様々なことを思い出した真人がガバッと半身を起し、周囲を見まわした。

　すぐにクラリと眩暈めまいにおそわれ、寝ねていたソファーの上で目め頭がしらを押さえる。

「ああ、ほらほら」

　そんな真人に向かって、遠くから別の声が言う。

「死人が急に起きあがったりしたら、ダメだよ。──ああ、いや、生き返ったのだから、『死に損そこない』って言うべきか」

　そのあまりの言われように、真人が押さえた手の下からジロッと相手を見すえる。

「死に損ないって……」

「だって、本当のことだから」

　湯気の立つお茶を持ってそばに寄ってきた環は、天使のような麗うるわしい相そう貌ぼうで淡たん々たんと事実を告げた。

「君は、一度、完全に魂を手放してしまったんだよ。それで、のん気にその辺を浮ふ遊ゆうしていた魂を、『神鎮しずめの神官』である彼が、つなぎとめてくれたんだ。感謝しないと」

　まるで、おバカな魂が、ちょっと散歩でもしてきたような言われ方だ。「くるのまがり」じゃあるまいしと呆あきれつつ、真人は、眉をひそめて訊き返す。

「蘇王が？」
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「うん。私には、その権限がないからね」

「権限？」

　真人はその言葉をくり返すが、環は無視して続けた。

「そうでなければ、君は、間ま違ちがいなく戻って来られなかったはずだよ。そういう意味では、さすが、当代随ずい一いちの『神鎮めの神官』だね。神であれ、人であれ、魂をつなぎ止めることにかんしては、もはや、神かみ業わざ的と言っていい。これが、私だったら、権限を得るための手続きやら手順やらに邪じや魔まをされて、その間に、君の魂は、どこか手の届かないところに飛んで行ってしまっただろう。──ま、私としては、戻るべき器うつわを守っただけでも、良しとするさ」

「……なるほど」

　何が「なるほど」なのかわからないままうなずいた真人のそばで、蘇王は黙だまって、真人と真人の横に立つ環を見つめていた。

　そんな蘇王は、あのあと、環に言われるがまま、ひたすら言こと霊だまによる延命法を行ったのだ。

　真人が死ぬ──。

　それだけはあり得ないと思って、とにかく何も考えずにやった。

　その甲斐かいあって、真人は生き返ったが、こうして真人が元気にしゃべっている姿を見ている今になって思うのは、いったい、何がどうして、どうなっているのかということだ。

　今まで、真人は、どこで何をしていたのか。

　あるいは、なぜ、どこで、環は瀕ひん死しの真人を見つけたのか。──少なくとも、それが、真人と別れた東京でないことだけは、たしかである。

　それに、今の言葉──。

「戻るべき器を守った」と言うからには、危機に瀕した真人を助けたのは、おそらく、この得体の知れない校医なのだろう。

　同じ得体が知れない藤代の場合、人間として、頭の中で考えていることが謎なぞであるが、この校医は、存在自体が謎である。

　そもそも、人間であるのかどうかも怪あやしい。

　だが、それを訊きいたところで、環が答えてくれるとは思えない。

　すると、ずっと黙りこんでいる蘇王に、お茶をすすって落ち着いたらしい真人がたずねた。

「そういえば、蘇王、アレはどうなった？」

「アレというのは、『秘神礼賛之書』のことか？」

「うん」

「残念ながら、守谷の手に渡わたってしまったよ」

「──マジで？」

「ああ。巫女みこの霊れいに邪魔されて、奪うばい返すことができなかった」

「じゃあ、巫女の霊もまだその辺にいるってこと？」

「まさか」

　黒真珠のような瞳ひとみを輝かがやかせた蘇王が、「神鎮めの神官」の矜きよう持じを持って続ける。

「僕を見くびるな」

「じゃあ、そっちは除霊できたんだ？」

「もちろん。もう下平さんのように憑よりつかれて、だれかが命を絶つなんてことはない」

「──よかった」

「ただ……」

「ただ？」

　そこで蘇王は、藤代の話をするかどうかで一いつ瞬しゆん悩なやむが、不安そうな真人を見て、言えずに終わる。

「いや、その隙すきに、肝心の『秘神礼賛之書』は、守谷に持ち去られてしまったから」

「ああ、そっか……」

　お茶のカップを持ったまま口をつぐんだ真人が、ややあって「ごめん」と謝る。

「なんで、お前が謝るんだ？」

「だって、俺、色々と大きなことを言ってたくせに、いざとなったら、てんで役立たずだから」

　どうやら、本気で落ち込んでいるらしい真人に、ため息をついた蘇王が応じる。

「お前が、どこで何をしたのかは知らないが、こうして命を懸かけてまで頑がん張ばった人間が、『役立たず』な訳がないだろう。──きっと、何かが間ま違ちがっていたんだ。その間違いの原因を突つき止めて、もう一度、『秘神礼賛之書』の奪だつ回かい──あるいは、焼しよう却きやくに挑いどめばいい」

「でも」

　真人が、真しん剣けんな表情で食いさがる。

「そんなこと言っている間にも、封ふう印いんされている悪神が蘇よみがえってきたら──」

「ああ、その心配ないよ」

　片手をあげて応じた蘇王が、「ある筋からの情報によれば」と続ける。

「封印されている古代神を復活させるには、昼夜の長さが等分になるのを待たないといけないらしい」

「等分って、──秋分とか？」

「ああ」

「本当に？」

「あくまでも、ある筋からの情報だけど、それを信じるなら、僕たちには三ヶ月の猶ゆう予よがあるわけで、それだけあれば、復活を阻止するためにできることもあるだろう」

「そっか」

　ホッとしたように納なつ得とくした真人が、そこでふと気づいたように首をかしげる。

「──でも、ある筋って？」

　だが、蘇王はそれには答えず、真人のそばを離はなれて、仲間たちがキープしておいてくれた夕食の御お膳ぜんを手に取る。

　藤代のことを話すのは、今じゃなくていい。

　いくら元気そうに見えても、真人は、生き返ったばかりなのである。そういう意味で、まだ少し不安定な魂たましいに、これ以上、刺し激げきを与あたえたくない。

　そこで、ふり返った蘇王が、真人に言う。

「お前、腹減っているだろう？」

「うん。めっちゃ、減ってる」

　一気に輝いた顔を見て、フッと笑った蘇王が、環に対して確認する。

「ここで、夕食を食べても構いませんか？」

「もちろん」

　うなずいた環がテーブルを片づけてくれるのももどかしそうに、蘇王が運んできた御膳の皿からおかずをつまみながら、真人が言う。

「あ、うまい！　やっぱ、生きてるって最高だな～」

「お前の場合、食べられるのって、最高じゃなく？」

「同じことだろう」

　言い返した真人の様子は、どこからどう見ても健康そのもので、ちょっと前に心配したことがバカみたいに思えた蘇王が、呆れたように自分の分をテーブルの上に置く。

　そんな二人を尻しり目めに、環は、お茶を淹いれ換えるため、流し台の前へ移動する。

　部屋の中には、カーテンの隙すき間まから月明かりが差し込み、箸はしを隣となりの御膳にまで伸のばそうとする真人と、それを冷たく阻止する蘇王の上に優やさしく降りそそいでいた。







　あとがき




　寒さが尋じん常じようではないと思う、今日この頃ごろ、みなさまはいかがお過ごしでしょうか。

　こんにちは、篠原美季です。

　こちらでのシリーズも無事二冊目を刊行することができ、「や～れやれ」とホッとしたのも束つかの間、もう三冊目を考えないといけないということで、ほとんどジェットコースターに乗って生きているような日々です。

　ひゃ～、目がまわる。

　といいつつ、本当のジェットコースターは苦手で、乗ることはまずないですけど。（笑）

　内容としては、二冊目に入って、ようやく登場人物たちの扱あつかいに慣れ、肩かたの力を抜ぬいて楽しく物語を作ることができるようになってきましたが、そんな中、毎回、山田シロ先生のイラストをいただくのが本当に待ち遠しく、シリーズを始めてすぐの頃はよくあるのですが、このシリーズも、イラストの魅み力りよくに引きずられ、登場人物たちの運命が変わっていきそうです。

　特に、あの方……。くふ。

　日本神話も、前回のあとがきでは大おお雑ざつ把ぱと言いながら、調べるとやっぱり奥が深くて、だんだんはまり始めています。

　お話の舞ぶ台たいは、あの素す晴ばらしい神域をイメージしつつ、当然、架か空くうの土地で、出てくる神様の名前も、実際にいらっしゃる神様たちの名前を少々短めにカタカナ表記にすることで、その神様のようであって、その神様でないというような作りとなっています。

　なので、これを読んで、日本神話ってそうなのね～と思わないでくださいね。実際に、ありそうでいて飛ひ躍やくした逸いつ話わなんかも、これからたくさん出てくるはずです。……たぶん。

　まあ、間ま違ちがい探しでもする感覚で物語を読み解くのも、また一興かもしれません♪

　どんな楽しみ方でもかまいませんので、これからも、御み堂どう学院で巻き起こる騒そう動どうを応おう援えんしてくださったら幸いです。

　最後になりましたが、今回もしびれるようなイラストを描かいてくださった山田シロ先生、並びに、この本を手に取って読んでくださった方々に、心からの感謝を捧ささげます。

　では、次回作でお会いできることを祈いのって──。




　正月明けの忙せわしなさの中で


篠原　美季　拝　　


















カバー・口絵・本文イラスト／山田シロ

デザイン／西村弘美










御み堂どう学がく院いんの神サー使ヴア官ント




導セント・きエルモのス・フア炎イアー








篠しの原はら美み季き
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